



























































豚公爵に転生したから、今度は君に好きと言いたい４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　再建のクルッシュ魔法学園









「たったの二か月で魔ま法ほう学園を造り直せって……親方ぁ無理ですって！」

「王政府からの依い頼らいだ、文句言うんじゃねえ！　それにこれから魔法使いが来るって話だ！　魔法使いが来れば多少はマシになるっ！」

「高こう慢まんちきな魔法使いが俺ら平民に従うわけがねえですって！」

「おまっ、声がでかい！　学園の生徒に聞かれたらどうすんだっ！」




　……丸聞こえだっての。

　はぁ、朝っぱらから騒そう々ぞうしいな。

　不可能を可能にするのが俺達の仕事だろーと叫さけび、平民達の横に石や材木に煉れん瓦がとか、他には名前も知らない工事道具が荷馬車に載せられて次々と運び込まれていく。

　クルッシュ魔法学園では珍めずらしい、けれどここ最近じゃ見慣れた朝のやり取り。

　だけど、そんな慌あわただしさは平民だけじゃなく、俺達貴族も一いつ緒しよだったりするんだ。

「来週、お前んとこへ遊びに行くからなー！　歓かん迎げいしてくれよ！」

「別にいいけど前みたいに大所帯で来るのは止やめろよな！　うちは貧びん乏ぼうだから準備とかマジ大変なんだよ！」




　ついさっきのことだ。

　俺達クルッシュ魔法学園の全校生徒が全員、運動場に集められて──学園長から唐とう突とつな発表があった。

　学園の再建計画始動に伴ともない、生徒は全員、速やかに領地へ戻もどるようにってさ。

　つまり、少しだけ早いけど、夏休みが始まりますよってこと。

「折角、授業真ま面じ目めに受けようってやる気が出てきたのになぁ……はぁ」

「シューヤ、ため息は止めて下さる？　これで今日、五回目！」

「アリシアお前なぁ……いちいち数えてたのかよ……はあ」

「六回目っ！　それにこんな状じよう況きようじゃ、私達の授業どころじゃないって分かるでしょ！」

　今のクルッシュ魔法学園は授業どころじゃない。

　俺達がいたって邪じや魔まになるだけ。そんなの、こいつに言われるまでもないっての。

「それよりシューヤ。結局アンタ、どうするのよ。生徒でも再建を手伝ったら給金が出るらしいけど……この様子じゃ、皆みんな領地に帰るみたいだし。でも、アンタはね！　私に借りがあるんだから、この機会にしっかり……さっきから何見てるのよ」

「あ、おい！　……おいっ！　返せよ！」

　俺が持つ紙を横から奪うばい取とった女の子は正直、どこからどう見ても平民には見えない。再建計画のためにやってきた平民達はこいつを見て、さすが貴族は見た目も違ちがうな～なんてこそこそ言ってるけど……違いますから。

「土の魔法使い、ゴーレムの精密操作可能なら一日で金貨一枚っ!?　破格の給金じゃない！　それに水の魔法使いもかなりいい……けど、水の魔法使いが工事に協力するとも思えませんわね……じゃあシューヤ、アンタの火はどれどれ…………うわ、やっす。でも、学園でお手伝いするよりは悪くないわね」

「前から思ってたけど、お前って王族の癖くせにお金の価値観に関しては意外と庶しよ民みん派だよな」

「う、うるさいわね！　私は庶民感覚を忘れないの！　いいことじゃない！」

　実は、こいつ。王族ですから。

　でも平民達がアリシアを見つめる理由。俺も分かるよ。何ていうか、こいつ。小こ柄がらだけど華はながあるんだよな。俺も初めて見た時は、随ずい分ぶんびびったもんだよ。

　それに、今はいつも結んでいる髪かみを下ろしてちょっと新しん鮮せん。ていうか可愛かわいい。

「ていうか……俺のことよりさ、お前はどうなんだよアリシア」

「なにがよ」

　さて。どうして俺みたいな地位の低い貴族が、大国サーキスタの第二王女様と仲が良いいかというと……俺はこいつに、ちょっとシャレにならない金額の借金があるんだよ……。

「お前はいつサーキスタに帰るんだよ」

「バカね。そんなの、迎むかえが来たらに決まってるじゃない。私みたいな身分の高い女の子が荷物整理でもすると思ったの？」

「……嫌いやみかよ」

「でも、アンタはいいわね。領地に帰ったら好き放題出来て。私なんて、早く帰ってこいって連れん絡らくが来て国に帰ったら絶対、監かん禁きん生活よ。折角のお休みなのに、どこにも行けない」

「そりゃあ、あんなことがあったから外に出したくないんだろ。でも、俺だって領地に戻っても毎日畑仕事とか、そんなんだぞ。貧乏貴族舐なめんな」

　領地が広いだけの男だん爵しやく家なんてひどいもんだ。朝から晩まで働き詰づめの生活で、平民が想像する煌きらびやかな生活はうちじゃ到とう底てい無理。

「帰ったら弟達に自じ慢まんしてやろう！　俺達はこの目で龍りゆう殺しの瞬しゆん間かんを見たんだからな！」

　休みの前まえ倒だおしが決定したことで、浮うかれた顔で馬車に乗り込む皆。

「……喉のど元もと過すぎれば何とやらね。あれだけビビってたのに、いい気なものよ」

「そんなもんだろ。俺だってまだ現実感ないしな……」




　正直、俺はまだ、アレが実際に起きたことなのか分からない。

　たった一日で──日常が崩ほう壊かいした。

　まだ、どこかふわふわとした現実味のない雰ふん囲い気きが学園に漂ただよってる。




　学園の外で迷宮ダンジヨンが発見され、起きてしまった大侵しん攻こう。

　このダリスで大侵攻が起きたのは百年近くも昔の話。だって迷宮ダンジヨンが発生すれば、大たい概がい気付くもんだ。見慣れないモンスターの出現や可笑おかしな遠とお吠ぼえ、予兆は幾いくらでもある。

　でも、あの迷宮主ダンジヨンマスターは迅じん速そくだった。オークだっていつもは馬ば鹿かにしてるのに怖こわかった。オークや森に潜ひそむモンスターなんて魔法を使えば一発だと思っていたのに、あの迷宮主ダンジヨンマスターに先導されたモンスターは、何ていうか……違った。一歩間ま違ちがえれば、こちらが死んでいた。

「……！」

　闇やみの中からモンスターが溢あふれてきて、これは夢なのかもしれないって、何度頰ほっぺたを抓つねっても、痛みは取れなかった。

　そして現れたドラゴンを前に、俺達は何も出来なかった。もう死ぬかもしれないって時に、あのデニングの綺き麗れいな従者さんが結界の外に出て、でも勝算がありそうには思えなかった。あの従者さんを助けようとして平民の女の子が──そして、俺の足もやっと動いた。

　軍人にとって散り様は重要だ。俺はまだダリス軍にも入ってないけど、これでも国防を目指す身、最後ぐらいは勇ゆう敢かんに戦って死のうとして──。

「シューヤ！　こら、シューヤ！　聞いているの!?」

「うわ！　なんだよアリシア、びっくりさせんなよな！」

「呆あきれた。アンタ、まだ何も出来なかったこと悔くやしがってるの？」

「……悔しいに決まってるだろ。何も出来なかったんだぞ」

　昔から、自分は特別な人間だと思ってた。

　だって、貴族だし？　そりゃあ公爵家デニングみたいな大貴族じゃないけど、俺は貴族で、魔法使いだ。領地で何かあった際は命を張って領民を守る覚かく悟ごもしてるし、そのための教育だって受けてきた。

　でも、現実はどうだ？

　何も出来ず、モンスターを前に、学園長が張った結界の中でぶるぶる震ふるえてるだけ。

「バカねえ、シューヤ。アンタに何が出来たのよ。アンタみたいな雑魚魔法使いが欲よく出したって死ぬだけなんだからね！」

　こいつ……ここまで普ふ通つう言うか？

　ほんと、アリシアは嫌いやな奴やつだ。こんな性格だから友達少ないんだろうな。外見はクルッシュ魔法学園でもピカイチってぐらい可愛いのに、性格がきつい。王族って皆、こんななのか？　あ、でもカリーナ姫ひめは優しかったな……。




「──見てよ、あそこ！　枢すう機き卿きよう様と一緒だったなんて！」

「どうしたらお近付きになれるかな。私、パパから手紙が来て、仲良くなれって言われちゃった。でも、無理だよね。話しかけられる隙すきないし、もう雲の上の人って感じだもん」

　女の子達が騒さわいでる。有名人でもいたのか？　今の学園には王室騎士ロイヤルナイトとかも普通にその辺歩いているからな。その子達の声に反応してみれば、そこにいたのは想定外の人物だった……いや、想定内か。

　ざわつく皆が見る先には──あいつの姿。

　学園長も、枢機卿も、カリーナ姫までもを侍はべらせて。

　雲の上に住む人達があいつの周りを取り囲み、話し込んでいる。

　学園一の問題児だったあいつは、もうどこにもいない。

　たった一夜であいつは将来語かたり継つがれるべき英えい雄ゆうとなり、もう前みたいにあいつのことを豚ぶた公こう爵しやくなんて呼べる奴はいないだろう。

「アリシア。お前の元婚約者フイアンセ、大人気だな──って冗じよう談だん！　だから、怒おこるなって！」

　危ない危ない。アリシアに婚約者フイアンセとしての過去を思い出させるような言葉は地じ雷らいなんだ。お、怒ってないよ、な？

　って、あれ。アリシアは真面目な顔でデニングを見つめていた。

　何だ？　お前もあの女の子達と同じ気持ちなのか？

　今や学園で一番の注目株。最近は特に瘦やせたって噂うわさのあいつ。

　でも……本当に瘦せたよなあ。前は性格の終わってるオーク扱あつかいだったのに。いや、本当だぞ？　皆、陰かげでボロクソ言って、今のあいつからは想像もつかない。

　それに正直、ダイエット頑がん張ばってるとかいう次元じゃない気がするんだよなあ。あの従者さんと一緒によく分からないトレーニングしてる姿はよく見てたけど、公爵家デニングはべらぼうに金持ってるから、秘密の薬なんか飲ませてたりして……。




「はぁ、あれが豚公爵だったんだよなあ、到底信じられないって」

　俺達が通っていた魔法学園を襲おそったモンスター襲しゆう撃げき事件。

　その中でもとりわけ厄やつ介かいな、大陸南方じゃ滅めつ多たに見かけないモンスター、ドラゴンを鮮あざやかに倒たおしてみせた同級生。

　ダリスの大貴族。あのデニング公爵家三男。

　スロウ・デニングは龍を討とう伐ばつし、英雄になってしまった。

　あいつが今までの悪評を打うち払はらうべく頑張ってたのは知ってるけどさ。いきなりドラゴンスレイヤーって、何だよそれ。

　それに、守護騎士ガーデイアン候補って噂の平民が持つ付与剣エンチヤントソードの属性を変えてしまったのもあいつだって話だし。もう、理解が及およばない。それってあいつ、実力を隠かくしてたってこと？　何で？

「なあ、アリシア。デニングを見つめてる所、悪いんだけどさ」

「……はぁぁぁ？　ちょっと待ちなさいよ、誰だれがアイツを！」

「いや、ずっと見てたじゃん。他の女の子達みたいに」

「私は見つめてなんかない！　それにあんなミーハー連中と一緒にしないで！　アンタねえ、時々失礼なこと言うようになったわね！　王族の私を舐めてるでしょ！」

「分かった分かったって！　お前は見つめてなんかないし、俺の勘かん違ちがいでした！」

「……ふん。分かればいいのよ。でも次言ったら、殴なぐるから──」

「──先せん輩ぱい！　王都に呼ばれたって噂、本当ですか!?」

「こら、誰だ君は！」

「学園を辞めちゃうって噂も聞きましたけど、噓うそですよね？　そんなの、私、嫌です！」

　あの濃こすぎる面子メンツを前にして、デニングに話しかける女の子がいる。

　凄すごいな。今、デニングの周りにはあの枢機卿もいるんだぞ。

　あの子は確か……そうだ。あの時、デニングの従者を助けようとした平民の子だ。うわ、アリシアの目がすっと細くなった。機き嫌げんが悪くなった証しよう拠こだ。こいつ、分かりやすっ。

「クルッシュ魔ま法ほう学園、辞めないですよね先輩！　ね！　先輩！」

　デニングが学園を辞めるって噂が流れてるのは事実だ。あの公爵家デニングの人間はそもそも学園になんか通わない。

　あいつらは俺らと同じ年ねん齢れいの時には既すでに軍に入って、英才教育を受けている。

「皆、言わないだけで先輩が学園を退学したら悲しむ人が一いつ杯ぱいいます！」

　……心の中で同意する。

　デニングに今、学園を退学されたら俺は困る。




　黒龍を魔法で落としてみせたあの瞬間。

　多分、俺の人生は変わった。あいつみたいになりたいと思った。

　強くなりたい、そう願う者は今の学園には沢たく山さんいる、だって顔つきが変わった奴らが大勢いるから。あいつがいれば、俺達はあいつを目指して成長出来るし、あいつの存在は刺し激げきになるんだ。

「先輩！　ほんとですね！　学園、辞めないんですね！　私、信じてますからね！　後、王都に行くんだったら、お土産期待してますから！」

　それに近々、ドストル帝てい国こくとの間で戦争が起こる可能性が高いって言われてるし、だからこそ俺は学園が長期休きゆう暇かに入るこの二か月、一日たりとも無む駄だにする気はなかった。

　アリシアには内ない緒しよだけど、俺はニュケルン男爵領地に帰るつもりはさらさらなかった。

　俺はこの二か月で──強くなる。




　そのために──この二か月を同盟国。

　自由連れん邦ぽう、三大都市の一つ。迷宮都市ゼネラウスで過ごす予定なんだ。








一章　忘れていたアニメ展開









　ぶひぶひぶひ。

「ドストル帝国との間でいざこざが絶えない中、森で大侵攻。一体、どうなることやらと耳を疑いましたが、まさか公爵家デニングから新たな龍殺しドラゴンスレイヤーが生まれるとは！　これで龍りゆうを従えた等などとサーキスタにでかい顔をされることもないですな！」

「王家の守護者より、公爵家デニングの方が余程頼たよりになると平民が謳うたっていると小耳に挟はさみましたが、この騒そう動どうではあながち間違いではありませぬなあ。王都は浮うかれておりますぞ。噂は息子よりかねがね聞いておりましたが、さすがはあの風の神童！」

　あ？　こいつの息子ってあの天パだろ？

　クルッシュ魔法学園では、俺の悪口言ってた筆頭だったような気がするんだが？

　でも……我が慢まん、我慢。今は我慢の時だ。

　この場で、それを指し摘てきするのはさすがに無ぶ粋すい。

　だって今、俺がいる場所は──。




「さあ、君も食べなさい。この場は君のために開かれた舞ぶ踏とう会なのだから！」

　ちりばめられた煌きらびやかな装そう飾しよくの中にも、どこか落ち着きを見せる、歴史を伴ともなったその威い容よう。天てん井じようには豪ごう華か絢けん爛らんなシャンデリア、照らされる光を受けステップを踏ふむ男女、優ゆう雅がにグラスを傾かたむける貴族が大勢いて、そう、これは──舞踏会。

　──巨きよ大だいな要よう塞さいにも例えられる城じよう塞さい都市、中心部に位置する王城の中に、俺はいた。

「おお、こんな所におりましたかデニング殿どの！　是ぜ非ひ、龍殺しドラゴンスレイヤーの話を聞かせて下され！」

「ふはは、龍殺しドラゴンスレイヤー殿に何度同じ話をさせる気かっ」

　あぁ、また何人も来やがった。

　折角うまそうな食べ物があるのに、食べる余よ裕ゆうもありゃしない。つーか、何人いるんだよ。貴族社会の実力者達は談笑に余念がないご様子。

　でも、知ってるんだぜ。

　この場にいる偉えらぶったお前らが散々、俺のことを陰で笑っていたことを。

「しかし、龍殺しドラゴンスレイヤー殿。公爵は既に前線へ戻もどったと聞くが……それは真まことであろうか？」

「父上は対帝国の要です。逃にげたモンスターを一夜で討伐すると、すぐに」

「公爵が前線にいると、いないでは奴らの対応も変わりますからなあ」

　父上はクルッシュ魔法学園で俺と二言、三言言葉を交わすと、まじでそれだけで魔法学園を後にしやがった。目的の迷宮ダンジヨン探たん索さくも出来なくなったし、もはや学園にいる意味なしと判断したか。

　でも、学園から去り際に向こうで待っているぞとか言われたけど、誰が前線になんか行くかよ。それに俺は魔法学園を辞める気なんてさらさらないぞ？　学園でも俺が辞めるなんて噂が流れているらしいけど、あそこは俺の心のオアシスだからな？

　クルッシュ魔法学園といえば、今は長期休暇に入り、再建工事の真まっ只ただ中なか。

　領地へ帰る生徒が大半だろうが、俺は女王陛下から直接、労ねぎらいが与あたえられるとのことで王都に招待されていた。魔法学園でも毎日、貴族の先生方や軍人の対応から追われてばかりだったのに……こっちへ来るとさらに忙いそがしくなってしまった。

「しかし古龍が人里に現れるなど、珍めずらしい話ですな。一体どこから迷い込んできたのか……それにヒュージャックの守護龍に瓜うり二ふたつであったとの噂もありますが、あの地で何かよからぬことが起きているのでは？」

「何をおっしゃるか。元々、迷宮ダンジヨンで土くれから生まれ落ちるイキモノ、奴やつらの行動に大した理由などあるものか。ふむ、うまい」

　俺は水の入ったグラス片手に並ぶ言葉を聞き流していた。これじゃあ精神的に疲つかれて瘦せちゃうっての！

　それに、俺が狙ねらってた肉を取りやがって！　くそ、もう残り少ないじゃないか！　はぁ～、こいつら俺の気も知らないで吞気のんきにぱくぱくって！　ぐぎゅるうるるるるる。

「何だ今の音は……」

「俺の腹の音ですが何か？」

　おい、俺のダイエットぐらいでどこに笑う要素があるんだよ。

　これ以上、俺に構わないでくれ。一人にさせてくれ、強いて言えば部屋に帰らせてくれ！

「──これ、そこの君！　龍殺しドラゴンスレイヤー殿に食事を持ってきなさい！」

「いえ、俺はダイエット中なのでお構いなく」

「デニング様お待たせしました。豚ぶたロース、２００ｇで御ご座ざいます。こちら、カロリー控ひかえめ」

　早いな！　さすがクルッシュ魔法学園のメイドとは迅じん速そくさが比べものにならない！　あの子たちは一いつ生しよう懸けん命めいって感じだが、こっちは早くて洗練されている。

　でも俺はダイエット中……というか、これは拷ごう問もんか何か？　俺の好物ばかりが並んでやがるんだ！　でもダメ！　ダイエット中だから！

　もう、食っちまうか？

　いっちまうか？　ぶひぶひがつがつやっちまうか？　よし、食うぞ！　食っちまうぞ！　ご褒ほう美びだ！　あああああああ！

「まぁ!!　こんな所にいらしたの！　お話を聞きたいわ！」

「おお！　娘むすめよ！　こちらの方があのスロウ・デニング殿だ。噂うわさの龍殺しドラゴンスレイヤー様だぞ！」

　貴族達の攻こう勢せいが終わったと思ったら、次は着き飾かざったお姉様方が話を聞きたいとやってきた。続々と集まってくる彼女らに取り囲まれ、間かん一いつ髪ぱつで俺はダイエットを中止せずにすんだのだ。

「ええ、知ってましてよ。あの風の神童様よね」

　しかし……代わりと言っちゃなんだが、背中にぐさっと突つき刺ささる視線。

　彼女がいるであろう場所をちらりと見て、嫌いやな汗あせがたらり。

　不機嫌極まりないといった感じで彼女が俺を睨にらんでいる。この晩ばん餐さん会の中で唯ゆい一いつの平民、俺の従者であるシャーロットに話しかける者なんて滅めつ多たにいない。

　貴族は社交で忙しいのである。

　だから、シャーロットは豪ごう勢せいな料理に舌した鼓つづみを打ちながら、俺を睨んでいる。

「まあ、王室騎士団ロイヤルナイツですら手をこまねいたらしい街道にたった一人で何て勇気！　恐おそろしくはなかったのですか？」

「ええと……無我夢中だったので」




　俺がシャーロットに、君の過去を知っているんだと告白したあの夜。

　──あの瞬しゆん間かんから、俺達の関係には亀き裂れつが入り続けている。




「皆見て頂ちよう戴だい、この腕うで！　ぽよんぽよんのように見えて、筋肉の塊かたまり……」

　だけど、言い訳ぐらいはさせてくれ。

　あの後俺はフォローするつもりだったんだ。

「……ではないけれど、何だか可愛かわいいわよ！」

　でも、すぐに今みたいに大勢に取り囲まれ、ヨーレムの街から王室騎士団ロイヤルナイツの援えん軍ぐんも来て、黒龍を落としてから、寝ねる時間すらないぐらい忙しくなって……あの状態のシャーロットをほったらかしにしてしまったんだ……。

　あの日から数日経たったら、すれ違ちがいざまに「なんであんなカミングアウトしたのに、時間作ってくれないんですか。私の気持ち、分からないんですか？　私、これでも王女なんですけど……」と、呟つぶやかれて、俺は震ふるえ上がった。その後は話しかけても無視されるようになって……。王都へ向かう馬車の中ではシャーロットは思いつめた顔で、何かを考えているかのようで、とてもじゃないが話し掛かけられる雰ふん囲い気きじゃなかった。

　今の俺はシャーロットが何を考えているか、よく分からないのである。

「こんなに可愛らしいのに龍殺しドラゴンスレイヤーなんて！　人って見かけによらないのね！」

「──あちらで二人きり、話しましょう？」

「まあ貴女あなた、抜ぬけ駆がけ!?」

　でも、大体は想像がつく。

　俺が彼女の過去を思い出させてしまったから、きっと故郷のことを考えているんだろう。特にシャーロットが生まれてから住んでいたホワイト城の現在とか、故郷の様子とか過去の思い出を。

　それなのに、悩なやんでいる彼女をほっといて、こんなお姉様方にチヤホヤされてる姿を見せ続けたらやばい。人間的に。

「……げ」

　シャーロットはひたすらローストビーフに無表情でフォークを突き刺して、もぐもぐと口に運んでいる。シャーロットはストレスを感じると、無口になってヤケ食いする傾けい向こうがある。最近、発見した。ああ！　今度は暗いオーラを発しながら、甘いスイーツをぽいぽい口の中に放り込んでいる。ダメだダメだ、シャーロット！　デブになるぞ！　くそう！　食べ過ぎって案外、本人は気付かないからな！　だから俺は──。
















「シャーロット！　それ以上食べたらデブるって───!!」

　俺は、絶ぜつ叫きようした。

　お姉様方に囲まれて動けないから、苦肉の策だ。

　俺の声に引きずられて、シャーロットに向かって視線が集中する。シャーロットはスイーツを持ったまま、固まってしまった。

　すると、くすくすくすと笑いが広がり──。

「シャーロットってどなた？　あぁ、あの子ね」

「まぁっ！　あの子、龍殺しドラゴンスレイヤー様の従者でしたかしら。煌びやかな世界には慣れてないのね」

　シャーロットは状じよう況きように気付き、顔を赤くして──だけど、怒おこらないでくれ。

　俺はこの場を動けないんだよ。しかし、シャーロットは俺の気持ちを知ってか知らずか、摑つかんだスイーツをパクッと食べ、脱だつ兎との如ごとく舞踏会から逃げ出してしまった。逃げ出す前、思いっきり目が合った。つまり、睨まれた。

　おう……どうやら俺は最悪の地じ雷らいを踏み抜いてしまったようだ。







　空に星が点在し、眼下に広がる城下町を照らしている。

　ヨーレムとは規模が段だん違ちがいの城塞都市。

　夜でも十分に明るい王都を見み渡わたすバルコニー。ひんやりとした風を全身に浴びながら晩餐会に突とつ然ぜんやってきたカリーナ姫ひめは夜の街を見つめ、黄昏たそがれていた。

「……」

　予定になかった王女殿でん下かの来訪にどよめいた会場。何せあの方はこういう場に滅多に顔を出さない気分屋さん。だけどダリスのお姫様は舞踏会なんかにはこれっぽっちも興味がなかったようで、俺の手を引いて、バルコニーに連れ出した。正直、助かった。

「……カリーナ姫、俺はいつまでこんなことを続けないといけないのでしょう」

　弱音が零こぼれる。

　打算的な貴族達に囲まれると、あんなに息がつまるとは。

　もしもあの場に公爵家デニング関係者、嘗かつての友が一人でもいたら大分楽になるんだけどな。昔の友を何人も頭の中に思い出す。真ま面じ目めなクラウドや自由奔ほん放ぽうなシルバ、熱血漢のマルコに旅人のロズワール。次期公爵となることがほぼ決定した俺を担ぎあげる者達は大勢いたけど、本当に信しん頼らい出来る友と言えばあの四人ぐらいだ。その内の一人、シルバとは再会出来たけど……あいつは今、風の付与剣エンチヤントソードについてのデータを取るために、ダリスの研究機関アカデミーに監かん禁きん中。

「元気ないねスロウ君。舞ぶ踏とう会は楽しくなかった？」

「俺。こういうこと苦手だなって、つくづく感じました。出来ることなら、すぐにでも魔ま法ほう学園に戻もどりたいんですけど」

「ダメ。君は国宝である付与剣エンチヤントソードの属性替がえを行い、誰だれも予想しなかった龍りゆう殺しをしでかしたんだ。母上が帰ってくるまでは、王城にいてもらわないと」

「付与剣エンチヤントソードに手を出したことで俺、斬きられませんかね。ドルフルーイ卿きように」

「守護騎士ガーデイアンは噂と違って、物分かりは良いい。それに君を斬るなんてとんでもない。スロウ君は今や英えい雄ゆう、日中に君の姿を見ようって王城に詰つめかけた人の数、凄すごかったでしょ」

「えぇ。まさかこんな扱あつかいを受けることになるとは。噂が広まるのって早いんですね」

「だって龍殺しドラゴンスレイヤーだよ？　物語の中のお話だ」

　沢たく山さんの民衆が龍殺しドラゴンスレイヤーがやってくるとの噂を聞きつけて、王都は今日、大混乱だったのだ。

「……まあ、そんなに深く考える必要はないと思うよ。光の大精せい霊れい様や守護騎士ガーデイアンはちょっと不満に思うかもしれないけど、誰も学園を守った英雄に手出しは出来ない。それに母上は、多分、スロウ君のこと好きだから」

「えっ？　す、好きって？」

「会えば分かるよ。あれ？　でもスロウ君は公爵家デニングのあの……風の神童だったから、昔は母上と喋しやべったこともあるんじゃない？」

「多少は、ですよ。俺も変わりましたから──」

　……やっぱり、この後どうなるかなんて考えても無む駄だか。

　この国の最高決定権者は南方諸国家を訪問中のため、城に不在。帰国するまではまだ半月近くもあるらしいし、大人しく裁定を待つ以外の選せん択たくはなさそうだ。

　しかし、俺の人生的にこれからどうなるんだろう。公爵家デニングには居場所はないだろうし、父上が味方になってくれても公爵家デニングはデカすぎるから。

　輝かがやくような星空と裏腹に、全く未来が見えなかった。

　俺……どうなっちゃうんだろう？

「そう言えばさ……」

　贅ぜい沢たくな暮らしを望むなら、カリーナ姫の守護騎士ガーデイアンになるのもありっちゃ、あり？　いや、でも物ぶつ騒そうな世の中だしな……。あ……そう言えば、俺。ドサクサに紛まぎれてあの時、この人……いや、この方か。カリーナ姫を抱だき締しめたんだよな。無我夢中だったとはいえ、やりすぎたか？　ダメだ。思い出すな、あの時の感かん触しよくとか、色々。

　月の光を浴びながら、賑にぎやかな王都を見つめていた王女殿下。

　俺が無表情で悶もだえていると、カリーナ姫は不思議な顔をして──。

「──ねぇ。何で急に変な顔してるの？」

「いえ、何でもないです。それで何ですか？」

「君、従者の彼女と何かあった？　ほら。あの面白いミミズの子」

「……え、何にもないですよ。それにミミズって……どんな覚え方してるんですか」

「王都に来るまで会話らしい会話もなかったって聞いたから。魔法学園ではあんなに仲良しだったのに。もしかして突とつ然ぜん英雄扱いされた君に嫉しつ妬としてるのかな。あと、ミミズはインパクト強かったからさ」

「嫉妬とかそういう感情はないと思います……」

「ふーん。ねえ、クルッシュ魔法学園がお休みになったみたいだけど、あの子も故郷に帰ったりするの？　従者って常に一いつ緒しよにいるイメージなんだけど」

「シャーロットは故郷には帰りません。詳くわしい話はちょっと……」

　秘密を打ち明けてから、俺とシャーロットの間はぎこちない。

　彼女のためを思っての噓うそ。だけど、ここまでまともな話し合いも行えていない。

　クルッシュ魔法学園にいた頃ころより忙いそがしすぎるからだ。女王陛下が戻ってくるまでは、シャーロットと話す時間が取れると考えていたのに想定外だった。

　けれどカリーナ姫にまで気付かれているとは……。

「何か色々ありそうだね。でもさっ、きっと、時間が解決してくれるよ」

「カリーナ姫、そんな大人っぽい台詞せりふ、どこで覚えてきたんですか？」

「……もしかして私のこと。バカにしてる──？」




　時間が解決してくれると、カリーナ姫は言ったものの……こればかりは難しいだろう。

　何て言われようと、俺はシャーロットをずっと騙だましていたのだから。

　やはり秘密を伝えた直後、碌ろくなフォローも出来ず放置してしまったのが一番の原因だろうか。あのタイミングでもっとこう、しっかりと話し合えていればよかったんだけど……。はぁ、どうしたらいいんだ俺は……アニメではアリシアの機き嫌げんが悪い時はシューヤの奴やつ、プレゼントあげたりしてたよな……でも今のシャーロットが欲しがるものが分からないし……。魔法学園にいたらティナ辺りに相談して、それとなく探り入れてくれってお願い出来るんだけどなあ……。

「龍殺しドラゴンスレイヤー様っ。うふふ、今日は私達とお茶なんかどうですか？」

「すみません。これから予定が一いつ杯ぱいでして」

「あら、お忙しいのね龍殺しドラゴンスレイヤー様は」

　俺は独力でシャーロットと仲直りしないといけない。

　だから、向こうから本を抱かかえて歩いてくるシャーロットを見つけた時は今しかないと思ったんだ。これから付与剣エンチヤントソードの属性替えについて、王室騎士ロイヤルナイト達から聞き取りがある。だけど、このチャンスを逃のがすわけにはいかない。

「……シャーロット」

　視線を感じる。シャーロットも俺に気付いて、目が合った。急いで、彼女の下へ走った。大きな窓の傍そば、差し込む光。暖かさから夏の到とう来らいを感じる。

　久しぶりにシャーロットの顔を近くで見た。やっぱり、怒っていた。

「……スロウ様は私に謝らないといけませんよね」

　第一声はそれだった。

　謝らないといけないことは……やっぱりあれだろう。

「悪いと思ってる。だけど、これだけは言いたい。俺は君のことを考えて──」

「そっちじゃないです。いえ、そっちもですけど……私達、何年一緒にいたと思ってるんですか」

「……」

「ずっと。ず[image: ～][image: ～]っと！　スロウ様がちょっと変になっちゃってからもず[image: ～][image: ～][image: ～]っと一緒にいたのに、私悲しいです！　私の秘密を知ってることに最初はびっくりしましたけど、すぐに悲しくなりました。全然、私のこと信用してないんだなって！」

「ち、違ちがうんだ。そんなことない！」

「後、それだけじゃありません！」

「え？　シャーロットの秘密を隠かくしてたこと以外に何か謝ること、ある？」

「昨日っ、私に太るぞって言ったことです！　私のどこが太ってるって言うんですか！」

「いや、シャーロットが沢山食べてたから、心配になって……」

「それ、余計な御お世せ話わって言うんです！　私、自分で言うのもあれですけどスリムですから！　それにスロウ様、私が誰か知ってるんですよね！　私、やんごとなき王女様なんですけ──もご、もごごっ」

　ちょ、ちょーっと！　それは危険だ！

　慌あわてて、シャーロットの口を手で塞ふさいだ。

「シャーロット、誰かに聞かれたらどうするんだ……！」

　聞かれたらまずいって言い続けると、シャーロットも少しだけ冷静になってくれた。

「別に私。王女様扱いされたいとか思ってるわけじゃないんです。今いま更さら、無理って自覚もしてるんです。掃そう除じも出来るし、料理も出来る王女様なんてこの世にいるわけありませんから」

「……えっ」

　いや、探せばいると思うよ？　あれ。今、料理が上手うまいとか言った？

「何ですかスロウ様、その顔」

「あ、いや別に……」

　……沈ちん黙もく。

　ここまで顔を突つき合わせることさえなかったのだ。余りに突然のことで、心の準備も出来ていなかったから、シャーロットと何を話せばいいか分からない。

　だって本当に王女様なんだぜ？

　国はないけど、それでも社会の格から言えばシャーロットは雲の上の人なんだ。

「シャーロット。秘密を黙だまっていたことは悪かったと思ってる。だから何か、罪つみ滅ほろぼしをさせて欲しい」

「……そうですね」

　すると、シャーロットがぽつりと言った。

「じゃあ……私、帰りたいです」

「ヒュージャックに？」

「……はい」

「それは……ごめん。無理だよ」

　そう伝えると、シャーロットの表情が曇くもっていく。

　でも、分かっていたハズだ。今のヒュージャックはとにかく危険。そんなピクニックに行くみたいに、気軽に行けるなんて言えるわけがない。鍛きたえられた兵士が念入りに準備を重ねて、忍しのび込むような場所なのだ。魔ま法ほう使つかいとして半人前のシャーロットが、行けるわけない。

　ヒュージャックが吸きゆう血けつ鬼きの一派に占せん拠きよされた直後、ダリスの精せい鋭えいがホワイト城まで向かっているがモンスターの激しい抵てい抗こうに遭あい、ホワイト城を奪だつ還かんすることさえ出来なかった。

　それに、シャーロットも知っているはずだ。

　今更、故郷に帰っても……あの頃の知り合いは一人もいないって。

「知っての通り、君の故郷は今、モンスターに占拠されている。冒ぼう険けん者や調査のために兵士が派は遣けんされるぐらいで、あそこにヒュージャックの民間人は一人も残っていない」

「そんなの……分かってます」

「じゃあ、どうして」

「…………私には大精せい霊れい様がいます。あの子の力を借りれば──」

「シャーロット。大精霊さんは断ったんだろう？」

「それは……」

　アルトアンジュは、力を使いたがらない。

　理由は知らないけれど、そんなアイツがヒュージャックのモンスターを倒たおして、シャーロットを故郷に連れ帰る手助けをしてくれるとは思わなかった。シャーロットのことは大切に思っているらしいけど、大精霊さんの行動に関しては確信があった。

　現実的にヒュージャックへ行くなんて不可能なんだ。

「──おお！　こちらにいらしたかデニング殿どの」

　名前も知らない貴族が近付いてくる。おい、タイミングを考えろタイミングを。

　空気を読め、空気を！

「さっき、王女がどうのとかいう話が聞こえましたが」

「え？　ああ、聞きき間ま違ちがいでは!?」

「いえ、確かに聞こえましたぞ。もしやカリーナ姫ひめ殿でん下かとこの後、何か？　よければ私もお付き合い致いたしましょうか。何、姫殿下のお相手ならお任せあれ──私は、彼女を幼少の頃より──」

「あっ、シャーロット！」

　俺が名も知らぬ貴族と話してる間に、シャーロットはそそくさといなくなってしまった。

　というか、カリーナ姫じゃないよ。俺達が話題にしていた王女様はあの子。今、悲しい顔のままどこかへ行ってしまったシャーロット姫の方だよ。

「俺は、この後、予定があるので、すみませんがこの辺で──」







「はぁ……幾いくらシャーロットのお願いとはいえ……あれはなあ」

　やっぱり何度考えても、無理だ。

　モンスターに支配されたヒュージャック。現在、軍部が小部隊を送り、異変が起きていないか定期的に調査している。調査結果には真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代、隠れて目を通したことがある。彼女の故郷であるホワイト城周辺に強力なモンスターの生息を確認、それとトブの大森林にオークの村が出来ていたとか報告があったな……。

「まぁ……見なさいよあの格好。汚けがらわしい」

　うわあ、ひそひそ声だ。

　こういうのってついつい、気になっちゃうんだよ。実は陰かげで俺の悪口言ってるんじゃね？　ってさ。真っ黒豚公爵時代の嫌いやな名残だな。

　でも、貴婦人方の声は、俺への悪口じゃなかった。

「ここをどこだと勘かん違ちがいしてるのかしら。軍人はいやあね」

「軍ぐん閥ばつ貴族の方々とは住む世界が違うのよ」

　立派な軍服を着た、若い男が廊ろう下かを歩いている。

　余程急いで登庁したのか、見栄えがするだろう軍服は汚よごれ、口は真一文字。

　王城の役人達は嫌な顔で、戦場から一直線に王都まで帰き還かんしたらしい軍人を見るが、若い軍人は深刻な表情で前しか見ておらず、向けられる言葉を気にもしない。ったく。あいつら、誰だれが国を守ってると思ってんだ。でも、あの服に付いている勲くん章しようから察するに小隊を指揮する将校クラス。もしかしたら、知り合いかもな。軽い気持ちで顔を確認すると……。

　見覚えがあった。気付けば身体からだが先に動いていた。




「これは……ヒール？　一体誰が……」

「マルコ。登庁するなら、その格好はよせ。物笑いの種だぞ」

　男だん爵しやく家出身で父上のお気に入り。俺もよく遊んでもらった記き憶おくがある。

　悪を見み逃のがせない熱い男。確かシルバと同年ねん齢れいで、俺の方が強いって平民のあいつによく絡からんでたっけな。

「……王宮の犬に幾ら笑われた所で構うものですか、私が生きるのは王都ではなく戦場。それより若、聞きましたよ。魔法学園で貴方が行った龍りゆう殺し。今ではどこも若のご活かつ躍やくを酒の肴さかなに──」

「──その話は後だ。何故なぜ、お前がここにいる。お前はヒュージャックの潜せん入にゆう調査に抜ばつ擢てきされていた筈はずだろう」

「……よくご存じで」

　マルコは父上に素質を見込まれ、ヒュージャックでの重要任務を任された男。必要があればヒュージャックに侵しん入にゆうし、小隊を率いてモンスターの様子を探る。

　記憶のマルコはいつも朗らかで優しかった。しかし、今は憔しよう悴すいしている。

「私は最低の男です。仲間を見捨て……たった一人。おめおめと戻もどって参りました」

「何があった？」

　いつもの任務中。

　ヒュージャックで可笑おかしな人間に遭そう遇ぐうし、即そく座ざに戦せん闘とうへと発展したとマルコは言う。そして部隊は全ぜん滅めつし、マルコは指揮官でありながら、自分よりも年上の仲間達から逃にがされたらしい。

「マルコ、お前を襲おそったという人間は間違いなく帝てい国こくの人間だったんだな？」

「間違いなく。あの凶まが々まがしさ！　ドストル帝国以外にありえない！」

「……」

　俺は固まった。

　それってさ。それって……。

　あぁ、やばい。どうしよう。

　すっかり忘れていたけどヒュージャックにドストル帝国の軍人って……。

　それ、完全にアニメ展開じゃねーか!!

　まずい、まずい。ダイエットにばかり、力を注いでる場合じゃなかった！

　俺はすっかり忘れていた。時期的にもそろそろじゃないか。

　アニメ本ほん篇ぺんが、始まってしまう。

　ってことは戦争が始まって俺はシャーロットと離はなれ離ばなれのバッドエンド直行だ。

「若。軍人として、敵前逃とう亡ぼうは死し刑けい。いや、裁定を待つ必要もありません。陛下不在の今、直ちに王女殿下に報告し、私は皆みんなの下へ向かいます。覚かく悟ごは出来ています」

「いや、待て待て！　お前は生き残ったんだろ、そんな覚悟しなくていいから」

「しかし私は！　敵前逃亡をしたのです！」

「その……マルコ。お前は若くして隊を預かる優ゆう秀しゆうな軍人だ。そんなお前が手も足も出なかったぐらい相手が強かったんだろ？　お前を失うのは軍として手痛い。父上もそう考える筈だ」

「私如ごとき！　……代わりなど幾らでもおります！」

「ちょ！　声でかい！　ここは戦場じゃねえんだぞ！　声抑おさえろ！」

　アニメの展開通りならシューヤが長期休きゆう暇かを利用し、迷宮都市ゼネラウスに向かおうとして……だけどシューヤは馬ば鹿かだから、時間の節約とか言ってヒュージャックを突っ切って行こうとするんだ。そして、アリシアも家出同然についていく。

　そういえば、シューヤって旅立ち前に図書館に通いつめてヒュージャックの勉強をするんだよな……あー、あいつの行動を確認しとけばよかった！　あいつらがアニメ展開通りに行動したらまずすぎる！

「マルコ、お前が責任を取って死ぬ必要はない、再戦して次勝てばいいんだよ！」

「成る程！　ならばすぐにヒュージャックに戻らなくては」

「いや、違うだろ！　お前はカリーナ姫に報告に来たんだろ！　ヒュージャックにドストル帝国の軍人が忍び込んでいるかもしれないってさ！」




『シューヤ・マリオネット』、第一クールの出発点。

　日常パートを終えたあいつが、力を求めてモンスターに支配された国に侵入する。

　しかし見通しの甘あまさからすぐにオークに捕つかまり、奴やつらの住居に連れていかれてしまう。

　オークの村で、絶体絶命のアニメ版主人公とメインヒロイン。

　しかし、二人は人間との和わ睦ぼくを目指すピクシーに命を助けられ、オークの村でモンスターと不思議な交流をする。

　だけど、楽しい毎日はすぐに終わりを告げる。

　ドストル帝国の軍人が、ホワイト城を見物に行ったシューヤ達を襲うからだ。

　今回、マルコが出会ったという男は、そのドストル軍人だろう。

「若。これより私はカリーナ殿下に報告を行い、再びヒュージャックに潜もぐります」

「俺もついていくぞ。今のお前を一人にしていたら、何を言い出すか分からない」

　俺はドストル軍人の正体を、そして奴の目的さえも知っている。

　男は南方統一を目指す闇の大精霊ナナトリージユさんから絶大な信しん頼らいを受ける軍人だ。

　ヒュージャックに潜ひそんでいるダリスやサーキスタの兵士、そして自由連れん邦ぽうの冒険者を殺さつ戮りくし、南の力を量るためにヒュージャックへ潜せん伏ぷく中。

　アニメの中ではホワイト城近くで出会ったシューヤに興味を持ち、わざとシューヤの弱点を指し摘てきするなど成長を促うながすかのような行動が幾いく度ども見られる気分屋でもある。敵側のライバル格の一人って感じか？　何度も負けるけど、シューヤが乗のり越こえるべき壁かべみたいな。

　しかし、今のシューヤじゃ間ま違ちがいなく、足元にも及およばない相手。

　あいつがヒュージャックにいる……龍殺しドラゴンスレイヤーとして浮うかれた気分は一気に吹ふき飛とんだ。

　とめどない思考を続けながら、マルコの隣となりを平行して歩いていると。

「……変わりましたね。まるで、あの頃ころの若と喋しやべっているようです」

「ああ。ダイエットしてるからな」

　そういう意味じゃないんですがと苦笑するマルコだが、俺が変わったことなんてそれ以外に何があるだろう？







　そして、謁えつ見けんの間。

　普ふ段だんは女王陛下や守護騎士ガーデイアンがいる場所に、カリーナ姫ひめと彼女の教育係である枢すう機き卿きようの姿あり。そして俺やマルコの背後には、白外がい套とうを着込んだ王室騎士ロイヤルナイト達が並んでいる。

　汚よごれたマルコの姿とは雲うん泥でいの差。

　報告を受けたカリーナ姫は、眉み間けんに皺しわを寄せて思案中。

　マルコが再び自分をヒュージャックに潜もぐらせてくれと頼たのみ込んだからだ。

「あの、ちょっとだけ口を挟はさんでもいいですか？」

「……スロウ君？　あ、こういう時はデニング卿きようだっけ……？　まあ、今はお母様もいないし、いっか。何？」

　しかし、俺はどうして忘れていたんだろう。

　ただ幸せな生活を満まん喫きつしていれば、時と共にアニメ展開が始まってしまう。

　そしてアニメ展開通りに戦争が始まれば──俺は最前線送り確定。戦争の真まっ只ただ中なかにシャーロットを連れて行くなんてあり得ないし、一人寂さびしく戦地で死んでしまう可能性だって大いにあり得る。そんな未来は絶対に御ご免めんだ！

「では遠えん慮りよなく──適任なら目の前にいるじゃありませんかカリーナ姫。俺がヒュージャックに潜せん入にゆうして、マルコの部隊を壊かい滅めつさせた男について調べてきます」

「わ、若ッ！　言葉の意味を理解されているのですか！　若の身に何かあれば、私は公爵家デニングの皆みな様さまに顔向けが出来ないっ！　失態を、若に拭ぬぐってもらうなんて！」

「俺の身に何かあったら、むしろ喜ぶ奴らが多い気がするけどな。それにマルコ。俺は間違ったことは言ってないつもりだ。父上は俺に、公爵家デニングの人間らしく生きろと言った。ならば、俺が動くべきだろ？」

　父上には龍殺しぐらいで、今までの全てが帳消しになったと思うなって怒おこられたからな。

「アイツを倒たおすのは私の役目です。幾いくら若だろうと、譲ゆずれない！」

「お前は相変わらず熱い男だなあ……少しはあいつら、王室騎士ロイヤルナイトの冷静さを見習ったらどうだ？　見ろよ、あいつら。頼まれたってヒュージャック潜入なんか御免って顔してるぜ？　ああ、いや。すみません、悪気はなくて。ただ、こいつを冷静にしようと。見ての通り、責任感が強すぎて」

　マルコは若さの割にかなり位の高い軍人だ。それはヒュージャックという危険地帯担当、ということからも窺うかがえる。この国の軍人は偉えらい奴ほど、前線に出るものなのだ。公爵家デニングの影えい響きようである。てかうちの人間に気に入られないと、軍で出世出来ないからな。

「カリーナ姫。マルコは見ての通り、部下がやられたことで頭に血が上っている。冷静とは言い難い。ヒュージャックに戻もどってもし件くだんの男に出会えば、二にの舞まいになるだけ」

「カリーナ姫殿でん下か！　なりません！　若は公爵家デニングの宝であり、未いまだクルッシュに通う学生の身！　あのヒュージャックに向かわせるなど言語道断でありましょう！」

「何言ってんだよ。俺はあの、龍殺しドラゴンスレイヤー様だぜ？」

「う、うーん。マ、マルディーニ……こういう場合は、どうしたらいいの？　こんな状じよう況きよう、母上から教えられてないんだけど、私にはちょっと……重いって……」

「姫殿下、彼のことはデニング公爵から長兄達と同列に扱あつかうよう伝えられております。なれば、カリーナ姫。悩なやむことはありません。公爵家デニングの人間は、宿命を背負っています」

　今ヒュージャックに兵を派は遣けんしても、ルーニーの犠ぎ牲せいになるだけだ。

　マルコは帝国軍人が何人もいるに違いないと思っているだろうが敵は一人。たった一人でドストル帝国の軍人はヒュージャックに潜入したのだ。

　奴は定期的に潜入するダリスやサーキスタの兵士、果てにはヒュージャックを迷宮ダンジヨンと捉とらえる冒ぼう険けん者と戦うことで南方の戦力を見極めている。

　そしてルーニーは闇の大精霊ナナトリージユへ、南方統一は迅じん速そくに可能、と最悪の報告をしてしまう。




「カリーナ姫、ヒュージャックは現在、モンスターの占せん領りよう下にあり、事態を迅速に収束するためには柔じゆう軟なんに対応出来る少数精せい鋭えいが望ましい。俺は単たん騎きで龍を討った龍殺しドラゴンスレイヤー、俺以上の適任はいない筈。それに父上なら言うでしょう。これは、直系の役割だと」

「姫殿下。彼に一任するのが宜よろしいかと」

「え、でも。スロウ君は軍人じゃないし、母上が帰ってくるまでは、どこにも行かせないって言ったのはマルディーニじゃない。前と言ってること正反対なんだけど」

「……」

　マルコは知らないが、俺はノーフェイスやセピスを捕まえている。

　枢機卿には、恩を売りまくっているのだ。

「……龍殺しドラゴンスレイヤーたる彼なら、帝国の軍人が相手であっても、遅おくれをとることはないかと」

「枢機卿、貴方あなたは正気ですか！　一体、何を考えておられるのか！」

「マルコ、お前さっき言ってただろ。俺が変わったって。部下を失って辛つらいのは分かるけど今にも倒れそうだぜ。だから、お前は休め。じゃあ枢機卿、詳しよう細さいを詰つめましょう。なあに、心配いりません。女王陛下が戻ってくるまでには、帰ります。そうですね、二週間ぐらいあれば十分かな」

「ダールトン……彼を下がらせろ」

　枢機卿の言葉に従って、数人の王室騎士ロイヤルナイトが強引にマルコの両りよう腕うでを持ち、退場させる。

「若！　ヒュージャックは人の身で立ち入るには余りに危険！　私は身をもってヒュージャックの恐おそろしさを体感しているのです！」




　モンスターの居住地、ヒュージャック。

　アニメの中でシューヤ達はヒュージャック横断を無茶だったって振ふり返かえっていた。

　まあ、当然だろう。あいつらが行ったことはモンスターがクルッシュ魔ま法ほう学園の食堂で生徒にばれず飯を食えるかどうかぐらいのことだ。

　しかし、俺はシューヤやアリシアとは違う。

　ヒュージャックに侵しん入にゆうするにあたって、予想出来る苦労を全て背負うつもりはない。

　一言で言えば、楽出来るなら楽したいってこと。

　そして俺が持つ知識を使えば、それは可能だ。

　だから、自分の意思でここにいる。

「変化の魔法について詳細を聞き出そうとしましたが、何も語らず。奴はまるで飢うえた獣けもの、我々もほとほと手を焼いていたのです。しかし、本当にお一人で宜しいのですか？」

「問題はない。おっと、ここから先は俺だけでいい。鍵かぎもいらない」

　衛兵に見送られ、一筋の光すらも通さぬダリス大監かん獄ごくを進んでいく。

　王城の隠かくされた地下──その内部において更さらに奥、隠された螺ら旋せん状の階段の最下層より続く石いし畳だたみの廊ろう下か。全長にして数百メートルはあるだろう。

　王城の地下には罪人を閉じ込める牢ろう屋やがあると都市伝説的に囁ささやかれているが、実際にそれはあるのだ。

　さて、何故なぜ俺が牢ろう獄ごくへと繫つながる通路にいるのかと言うと……。




「今度は誰だれかしら。誰が来ても何も喋しやべらないわよ…………っ！」

　随ずい分ぶんやせ細って見えるが、瞳ひとみの力は変わらない。

　クルッシュ魔法学園に侵入していた傭よう兵へい。今は杖つえを奪うばわれ、無力化されているって聞いていたんだけど。鉄格子を摑つかんで、手を伸のばして俺を捕まえようともがく彼女。

　控ひかえめに言って──こええええええええ！

　怒ってるとは予想してたけど想像以上。

　クルッシュ魔法学園に忍しのび込んでいた、激おこ傭兵ノーフェイスさん。

「スロウ・デニング！　今いま更さら、よく顔を出せたもんだねッ！」

　俺によって運命を狂くるわされたナンバーワン。セピスはまだ自分を反省出来たみたいだけど、こいつは違ちがうだろう。ていうか獄ごく中ちゆうから俺を呼び出していたらしい。俺と喋るまでは、何も喋るつもりはないとか。でも、その情報が届いてなかったんだから、仕方ないだろ。

「魔法学園で、お前は私の正体を知っている口くち振ぶりだった！　一体、どこまで私の正体を知っているッ！」

「……その問いは保留として。えっと──君の釈しやく放ほうに尽じん力りよくしたいって言ったらどうする？」

　背に腹は替かえられない。

　俺はヒュージャック侵入のために、こいつの力を必要としている。

　変化の魔法、現段階ではまだ誰も気付いていないみたいだけど、こいつが変化なんて凄すさまじい魔法を行使出来たのはマジックアイテムのお陰かげ。

　希少性で見れば騎士国家の国宝、あの付与剣エンチヤントソードすらも凌りよう駕がする秘ひ匿とくの力。

　アニメ展開開始の前に、戦争を止められるなら、全力を尽つくす。

　今更、悪役と手を組むことに、躊ちゆう躇ちよなんてしない。

「……条件は？」

　彼女の怒いかりが目に見えて下がる。さすがノーフェイス、切り替えが早い。怒り以上の感情が浮かんだからだろう。

「お前が持つマジックアイテムを貸して欲しい」

「…………やっぱり知ってるのね。何故、私の正体を知っているの？」

「アニメで見たからだぶひ」

「は？　殺すわよ。真ま面じ目めに答えなさい」

　正直に答えたんだけどな。

　そもそも何て説明すればいいんだよ。

　未来を知ったなんて言えば、俺が可笑おかしな病院に入れられかねんだろ。

「答える義務はない。だけど、お前もやるべきことがある筈はずだ。このままでは死んでも死にきれないだろ。お前の故郷を焼き尽くした火の大精霊エルドレツドに復ふく讐しゆうをするまでは」

「……どこまで、知ってるのよ」

「少なくとも、お前の好きな食べ物とかは知らないな」

　知っているさ。

　ノーフェイスの正体が元貴族だってことも。火の大精霊エルドレツドを恨うらんでいるってこともな。

　余りの事態に逆に冷静さを取とり戻もどすとかじゃなく、ノーフェイスはもはや恐きよう怖ふしていた。誰も知りえない内心を悟さとられているんだから当然の反応だろう。

　この世界から、火の大精霊エルドレツドを葬ほうむり去さる。

　途と方ほうもない夢を、こんな見ず知らずの豚ぶたが知っていたのだから。

「さあ、俺の考えに乗るか、乗らないか。どっちだ」







　地下牢から地上へ戻ると、明るい太陽の光で目が眩くらみそうになる。

　俺の指に滑すべり込んだ黒い指輪、こいつがあればヒュージャック侵入のみならず──ホワイト城へだって近付けるかもしれない。

　これで、ヒュージャック潜せん入にゆう問題についてはクリア。

　シューヤのように、迷宮都市ゼネラウスへ行くための日数を省略するために、無策でヒュージャックに突とつ入にゆうなんてバカのやることだ。




「──スロウ様！」

「早いね、シャーロット。君をこの場に呼び出した理由だけど、もう大体は把は握あくしてる？」

　いかつい兵士ばかりの中で、場の雰ふん囲い気きにそぐわない少女が俺の名前を呼んでいる。

　兵士から何者かと興味を持たれていたようだけど、俺の、公爵家デニングの関係者だということが分かると、彼らは納得したようだった。

　王室騎士ロイヤルナイトにお願いして、シャーロットをここまで呼び出してもらったのだ。その真しん剣けんな様子を見ると、王室騎士ロイヤルナイトから大体の話は聞いているんだろう。

「ヒュージャックに行くって聞きました！　それで、マルコさんは無事なんですか？」

「あいつは無事だよ。昔と変わらず熱いノリで、最後まで自分をヒュージャックに連れていけってごねてたさ」

　マルコにはせめて自分をヒュージャックへの道案内扱いでもいいから連れていくよう懇こん願がんされたが、断固拒きよ否ひした。ルーニーに恨みを持つが故に、奴やつを見つけた途と端たん、勝手な行動をされたら堪たまらないからな。

　でも、シャーロットは別。今、俺達の関係は複雑だから、ヒュージャックへ向かうのは俺一人って選せん択たく肢しも間ま違ちがっていない。

　だって、あそこはモンスターが闊かつ歩ぽする未知の世界。

　一人前の魔ま法ほう使つかいとは呼べないシャーロットは足あし手で纏まといだから。

「えーっと。それでマルコがヒュージャックを調査中、不ふ審しんな男に襲おそわれ部隊は壊かい滅めつ。俺はあの地で何が起きているのか調査することになったわけだけど」

「でも、スロウ様は女王陛下に会うまでは……」

「カリーナ姫ひめには二週間の自由を貰もらった。短いけれど、その間にケリをつける」

「たった二週間でですか？　今、ヒュージャックは……」

「知ってるよ。でも、俺は公爵家デニングの人間として、行かないといけない。シャーロット。凄すごく突とつ然ぜんの話だけど、どうするかこの場で聞かせて欲しい」

　モンスターに支配されている彼女の故郷に、異常が起きつつある。

　アニメ展開の始まりを予感させる今。

　この二か月はまさに戦争を止めるための絶好の機会なんだ。

「……スロウ様。ヒュージャックはモンスターで一いつ杯ぱいで、とてもじゃないけど、潜入出来ないってさっき……」

「言った。だから、悪い奴と手を組むことにした。後でどうなるか分からないけど、少なくとも潜入するための目星はついた」

「それって、あの。どういうことですか？」

「今は事情があって言えない。シャーロットもとても信じられないだろうやり方で、俺は君の故郷に潜入する。今知りたいのは君の意思。行くか、行かないか。行かないなら、俺は一人で向かうだけだ」

　帝てい国こく軍人はノーフェイスやセピスとは格が二つも違う敵キャラで、付与剣エンチヤントソードを持ったシルバでさえ敗北する可能性が高い魔法使い。

　正直、茨いばらの道だけれど、戦争に繫がるアニメ展開を止めるために、奴に一ひと泡あわ吹ふかせ、南方統一は困難と思わせないといけない。

「出発は……いつですか？」

「今すぐにでも出発したい。あっちで、色々と準備がしたいからね」

「今からって……すっごく急ですね」

　シャーロットにとっては、まさに急転直下だろう。

　だって、さっき否定したばかりなんだから。

　それに故郷に帰りたいと言いながら、もしかすると現実味はなかったのかもしれない。

　だって、あそこは世間一いつ般ぱんでは吸きゆう血けつ鬼きの一派に支配される恐ろしい人外魔境。

「私も、行きます。だから、連れていって下さい」

　それでも彼女は勇ゆう敢かんに、口にした。




　亀き裂れつの入った俺達の関係。

　チームワークは期待出来ないし、俺達の目的もバラバラだ。

　君は生家のホワイト城に帰りたい。

　俺は君の故郷ヒユージヤツクで未来を変える。

　俺達の目的はどちらも、困難極まりない任務に違いなかった。








二章　ヒュージャック









「二週間しか時間がないのに……空き家に籠こもって、何をしてるんだろうと思ったら……スロウ様！　モンスターに変身するなんて出来るわけがありません！　準備は整ったとか言って現実逃とう避ひするの止やめてくださいっ！」

　誰だって想像したことぐらいはある筈だ。

　今よりもっと頭がよくなりたい、足が速くなりたい、強くなりたい、とか。

　希望に満ちた未来を夢見て、そしていつかは、自分の限界を悟るもんだ。

　けれど、ここは不可能を可能にする──魔法の世界。

　大勢の魔法使いが、今なお命いのち懸がけで挑ちよう戦せんする魔法は大体次の三つに絞しぼられている。

　蘇生アライブ、飛行フロウ、そして変チエ化ンジ。

「シャーロット。姿を変えるぐらいしなければヒュージャックで自由に行動なんて出来っこない。それこそ君が目指すホワイト城は、北との国境に近いヒュージャックの奥地にあるんだ」

「……大精せい霊れい様にお願いすればいいじゃないですか」

「あいつは確かにシャーロットの味方だけど、ホワイト城を見る、そんな目的のためにモンスターを攻こう撃げきなんてしないさ。クルッシュ魔法学園がモンスターに襲われた時も最後まで何もしなかったでしょ？」

「それは……そうかもしれませんけど」

　シャーロット、君はまだ知らないかもしれないけど……ベッドの上でうつらうつらしている黒くろ猫ねこはまじで役に立たないんだよ。

「ヒュージャックへの侵しん入にゆうは俺一人ならなんとかなるけど、魔法に漸ようやく手が届いたレベルの魔法使いを常にフォローしながらは少し厳しい。多分、何も出来なくて逃にげ帰かえってくるのがオチさ。現にここ数日、シャーロットは一人でヒュージャックの向こう側に渡わたろうとして、結局国境線より先のモンスターにびびって一歩だって進めていないでしょ？」

「……じゃあ、スロウ様がやろうとしている魔法、成功する見込みがあるんですか？」

「見込みがなきゃ、やらないさ」

　変化、それは魔法使いの夢でもある大魔法。

　己の姿を自由自在に操りたいといった欲よく望ぼうは、誰だれもが一度は夢見る奇き跡せき。

　しかしシャーロットは不可能って言い切るが、本当にそうだろうか？　最近、変化の魔法を使って学園に忍しのび込んでいた傭よう兵へいがいなかっただろうか？

　あ、でもそうか。あの時、シャーロットは直接見てないのか。

「不可能じゃないにゃあシャーロット。スロウが持ってる嫌いやな道具を使えば、上手うまくいくかもしれないにゃあ」

「え。大精霊様、どういうことですか？　というかあの、起きてたんですね」

「起きてたにゃあ。でもスロウ。お前、それどこから手に入れてきたにゃあ」

「秘密だよ」

　やっぱり、風の大精霊さんは俺が身に着けているアレに気付くか。それに嫌なモノって。

　ま、仕方ないか。闇の大精霊ナナトリージユさんは他の大精霊さんから嫌きらわれてるからなあ。

「シャーロットも覚えてると思うけど、魔法学園に傭兵が忍び込んだ事件。あれは変装の達人なんて話で決着がついたけど、真実は違う。さて、準備はこれで終わり。シャーロットはそこから一歩も動かないでね」

「あの……？　スロウ様、私。話の流れが読めないんですけど……えっと。スロウ様はここ数日、空き家でごそごそ何かしてると思ったら、複雑な魔ま法ほう陣じんを描いたりしてて──全部、変化の魔法のための下準備……でも、そんなの絶対無理で……」

「簡単な話だよ。傭兵ノーフェイスは自分の姿を変えるためにマジックアイテムに頼たよっていたってだけのこと。そして、傭兵のマジックアイテムは今、俺の手の中にある」

　俺は机の上に置かれた瓶びんを取り、中身を一ひと滴しずく床ゆかに垂らす。

　ボワッと魔法陣が反応し、黒い煙けむりが怪あやしげにもくもく。そして俺の左手、人差し指にハマる漆しつ黒こくの指輪が鈍にぶく輝かがやいた。

　ノーフェイスの釈しやく放ほうに力を貸す代わりに、借り受けたマジックアイテム。貴族としての過去を持つ傭兵が、大災害の中で家族から受うけ継ついだ遺産。

「な、何ですかこの煙……スロウ様、一体何をする気ですか！」

　ここ数日、俺はヒュージャックとの国境沿いに打ち捨てられた民家の一室に閉じ籠り、ひたすら調整に努めていた。

　ここら辺は捨て屋の宝庫。

　多少、不思議な光が漏もれたって、気にする者は一人もいない。

「せ、説明して下さい！」

「シャーロット。心配はいらないにゃあ。多分、大だい丈じよう夫ぶにゃあ」

「大精霊様っ、多分って何ですか、多分って！」

　大切なのは自分を信じ切ることだ。

　俺はオーク。人間じゃない。肌はだ色いろの太い腕うで、足、沢たく山さん息が吸えそうなでかい鼻。イメージしろ。俺は脂あぶらぎったオーク……いや、それはやだな……ちょっとかっこいい……オーク……いやいや、もうオークになれたら何でもいいか！　とにかく俺はオーク！

　そしてシャーロットは当然アレだ。

　今、ヒュージャックにいる彼女のためにも──アレしかない！

「大精霊様！　スロウ様の目が血走ってますけど、これでいいんですか？」

「あれは寝ねてないからだと思うにゃあ。じゃあこの辺で」

「あ、逃げた！」

　さあ、待っていろ、闇の大精霊ナナトリージユのお気に入り。

　優れた軍人としての素養を持つお前を倒たおし、俺は帝国のボスナナトリージユに伝えてやるんだ。

　嘗かつては、北方に君臨する魔人エルフから領土を勝ち取り、北に人間の国ドストルを興したやり手の大精霊。けれど最近はやりたい放題しすぎて、南方の敵になった我儘な女の子ナナトリージユ。

「シャーロット、動かないで！　落ち着いて！」

「それはこっちの台詞せりふですスロウ様！　正気に戻もどって下さい！」




　お前の手先をヒュージャックから追い出し──俺は未来を変えてやる。




　　　●




「モンスターになったとはいえ、これだけ簡単に入国出来るとは……」

　木こ漏もれ日びの光線が降り注ぐ森の入り口、目の前には大草原が広がっている。

　俺達は黄緑色の草原を眺ながめながら休きゆう憩けい中。




　モンスターの統治下にあるヒュージャック。

　人間が領地に侵入すれば、卑ひ劣れつで残ざん虐ぎやくと名高い北の吸血鬼に襲おそわれると、イメージは最悪。けれど、全すべては人間から見た一面で。モンスターへと姿を変えた俺達からすれば、滅め茶ちや苦く茶ちやのどかな光景がヒュージャックには広がっていた。国境沿いでは目を光らせているように見えたモンスター達も、近寄ってみるとただのんびりと日向ひなたぼっこをしているだけ。

「とは言っても、人間の姿だったら何度も襲われる羽目になったんだろうけどさ……」

　シャーロットはヒュージャックが想像と違ちがいすぎて声も出ないようだ。

　さて、俺はシャーロットとこれからの方針を話し合いたい所なんだけど……彼女が国の現状について言葉もない様子なので、復活するのを待つとしよう。

　モンスターとなっても清せい楚そさを失わない可愛かわいらしい横顔をぼーっと眺める。シャーロットはオークとなった俺の後ろについているのだが、ずっとご機き嫌げん斜ななめなのだ。ピクシーの服装はアレなんだから、当然だと思うのだけど……。

「あの……スロウ様」

　この国で起きるだろう未来を入念に吟ぎん味みした結果、シャーロットにはピクシーさんになってもらうことにしたのだ！

　にしても……きわどすぎるだろ、これ。いかんのじゃないか、いかんのじゃないかこれ。

「どこ見てるんですか！」

「…………え」

　俺の視線に気付いたのか、シャーロットがわなわなと震ふるえていた。

「やっぱり可笑おかしいです……何で私、服の下あんな格好なんですか……スロウ様は私のこと何だと思ってるんですか、これでも一応、い、一応王女様！　確かに王女様扱あつかいは求めてないって言いましたけど、これはないと思うんですけど！」

「お、落ち着いてシャーロット。全てはこの国にいるモンスター事情を分ぶん析せきした結果で、今にピクシーでよかったって思うようになるから！　本当だよ信じて！」

「わ、私知ってるんですからね！　スロウ様がモンスター図ず鑑かんに折り目つけてたページのこと！　そこに載のってたモンスターもちゃんと覚えてますから！　ピクシーって南にはあんまり現れないから残念だなーってスロウ様が昔ぼやいてたの私、覚えてます！　私の秘密をずっと黙だまってたのもそうです！　いっつも大切なこと教えてくれないんですねっ」

　オークになった俺にピクシーさんからの怒ど濤とうの罵ば声せい。

　いかん！

　どうやらシャーロットがずっと黙っていたのは自分の服装について考えていたからのようだ！　それに折り目って！　シャーロット、そんなとこまでチェックしてたの!?

　これまで溜ため込んでいたのだろう文句が浴びせかけられる。

「そのへんにするにゃあシャーロット。オークになるよりはましにゃあ」

「それはそうですけど……というか、あの。起きてたんですね……」

　まさか風の大精霊さんが助たすけ舟ぶねを出してくれるとは思わなかった。

　ていうかこいつ……もしかして気付いている？　俺とシャーロット、二人の変化を維い持じするために、常に魔ま力りよくを消費してるってこと……。あり得そうだな、一応は大精霊様なんだし。

　でも、これ以外の方法はなかった。

　俺だけならともかく、シャーロットも一いつ緒しよとくれば選せん択たく肢しはない。モンスターに変化した今だから楽勝気分を味わってるけど、ヒュージャックへの入国は過か酷こくすぎる。

　……よし。シャーロットも落ち着いたみたいだし、そろそろ本題に入るか。




「シャーロット、俺達はこれからモンスターの生息地であるトブの大森林に入る。俺の目的はマルコを襲った男の調査で、君の目的はホワイト城へ帰ること。これで、間ま違ちがいないね」

「……はい」

「それじゃあ……まずは現在のヒュージャックについて軽く説明をしようと思う」

「今いま更さら、ヒュージャックの説明、ですか？」

「うん、説明さ。俺も変化すれば絶対モンスターに襲われないって確信が持てなかったから、詳くわしい説明はしなかった。でもこうやって無事に入れたから、話そうと思う。ここからの話は世間では知られていない、ヒュージャックの真実ってやつだ」

　そもそもの話。

　ヒュージャックは吸きゆう血けつ鬼きによって支配されているとされているが、前提が違うんだ。

「まず──君の祖国を襲ったモンスター、現在は帝てい国こくの領土となっている北方イシュラン領Ａ級迷宮の迷宮主ダンジヨンマスター、灰色吸血鬼ブラッディ卿きようの一味は既すでに討とう伐ばつされている。現在、ヒュージャックを支配しているモンスターは吸血鬼じゃなくて、別のモンスターなんだ」

　シャーロットは絶句している。

　でも冷静に俺の言葉を聞こうとする姿勢は有り難い。

　少しずつ、君の祖国に何が起きたのか、伝えていこう。

「……本当ですか？」

「本当だよ。だからってわけじゃないけど、ヒュージャックのイメージが、噂うわさの吸血鬼による恐きよう怖ふ政治とは全然違ったでしょ？」

「どうして……そんな大事な情報が広まっていないんですか」

「あの恐おそろしい灰色吸血鬼を討ったのが人間じゃないからだよ」

「……人間じゃ、ない？　よく分かりません……」

「モンスターなんだ。モンスターが、国を落とした吸血鬼を討伐したんだ。そして新たにヒュージャックを支配するようになったモンスターはずっと南方の大国に和平を伝えている。だけど、南方の大国はどこもその手を取れないでいる。ちょっと……いや、かなり事情のあるモンスターでね」

「吸血鬼を倒したのは一体どんなモンスターなんですか？」

　当然の疑問だろう。

　ヒュージャックの人間をたった数日で追い出した吸きゆう血けつ鬼きの軍勢は驚きよう異い的だった。けれど、もう奴らはどこにもいない。

　ならば、奴らを倒したのは誰だれだ？

「ドストル帝てい国こくに抗あらがい続けているピクシーって言えば、ピンと来るんじゃないかな」

「まさか……」

「多分、シャーロットの想像通りだよ。より詳くわしく言うと、蒼い目ブルーライトの異名を持つピクシー種に生まれた英えい雄ゆう個体。ドストル帝国に反目する人間と、手を結ぶことに成功したモンスターの王様が吸血鬼を滅ほろぼしたんだ」

　知らない人間なんていないだろう。

　今、北方の強力なモンスターを纏まとめ上げて、帝国に抗っている北の魔ま王おう。幾つもの国々が帝国の勢いに飲まれている中で、帝国の三さん銃じゆう士しと唯ゆい一いつ渡わたり合うことが可能なモンスター。

「元々、吸血鬼達は人間との同盟を選択した北の魔王とそりが合わなくて南方に下ったと言われている。だけど、ヒュージャックを襲おそったのは北方魔王の意に反した、見み逃のがせない暴挙だったんだろうね。吸血鬼は一晩で駆く逐ちくされたって聞いている」

「……どうして教えてくれなかったんですか」

「当然、教えるつもりだった。でも、吸血鬼が討伐されたのは随ずい分ぶんと昔の話で、君はまだ元気とは程遠い状態だった。とてもじゃないけど、故郷の話なんて出来る状じよう況きようじゃなかった」

　あの頃ころのシャーロットは、言っちゃなんだが病んでたからなあ。

　そんな時に、故郷の情報を伝えるのは辛つらすぎると思ったんだ。シャーロットも当時の自分の状況を思い出したのか、少し暗い顔だ。

「現在この地、ヒュージャックは蒼い目ブルーライトの意を汲くむ同族のピクシーが治めている。名前はエアリス、全てのモンスターがピクシーに従っているわけじゃないって話だけど、かなりの権力を持っているみたいだ。エアリスはすぐにでもヒュージャックを人間に返へん還かんする気があると伝えているが、南方の国々は動けない。彼女と対話をすることは、蒼い目ブルーライトと対立しているドストル帝国への宣戦布告とみなされるだろうからね」

　しかしエアリス、彼女の最後を思い出すと心が痛む。

　このヒュージャックで起きる未来。

　帝国の人間が送り込まれたことを悟さとったエアリスは、南の人間達との和わ睦ぼくを進めようと行動する。

　彼女は妹である蒼い目ブルーライトのように、南方にも人間と協力し合えるモンスターの集団を作ろうと考えていた。手始めにダリス貴族であるシューヤと、サーキスタの王族であるアリシアと交流を図るが、二人をホワイト城に連れていった際にドストル軍人に襲われ──あっけなく、死んだ。死んでしまった。

「シャーロットもモンスターの姿でここへ来て、驚おどろいたと思う。噂で聞く吸血鬼の支配とは正反対。これだけのどかな世界が広がっているのは、エアリスの意向が反映されてのことだろう。人間が動かないなら、自分達にとって生きやすい世界に作つくり替かえるってね」

　大陸南方と違い、北方は戦いの歴史だと言われている。

　ドラゴンみたいに強いモンスターなら人間の方が逃にげ出すけど、大半のモンスターは人間に狩かられる存在だ。だから彼らはいつも逃げるように暮らしていたらしい。そこへ、人間が立ち入りを恐れる領土を、偶ぐう然ぜんとはいえ手に入れた。

　彼らにしてみれば、ヒュージャックは楽園のように感じるのだろう。

「シャーロット。俺はこれからトブの大森林、その奥地に入って情報を集めるため、モンスターの側に立ち、本物のオークのように振ふる舞まうつもりだ。俺が知りたい男の情報はこの森に棲すんでいるモンスターが一番詳しいと思うからね。そしてシャーロットはモンスターの側に立つ俺を見て、嫌いやな気持ちになるかもしれないけど、先に言っておく。ごめん」

　細心の注意を払はらって言葉を紡つむぐ。

　シャーロットは神しん妙みような顔だ。

　本当は言いたいことが沢たく山さんあって、俺に対する怒いかりもあるのかもしれない。

　どうして故郷の真実を今まで黙だまっていたのか、とか。

　まだ何か隠かくしていることがあるんじゃないか、とか。

「……分かりました。じゃあ、スロウ様がオークになったのは理由が──」

「あるよ」

　そもそもシャーロットをピクシーに変化させたことだって大きな理由がある。

　当然、俺がオークであるのもな。

「マルコから聞いたんだ。この森の中ではオークが一大勢力を──」

　続けて、俺は理由を伝えようとして───。

　その時、遠くから誰かの叫さけび声が聞こえ、俺達は顔を見合わせた。

　低い声が幾つも重なり合っていて、最初は人間の声かと思ったが……耳を澄すませば、全く違う。

「ブヒー！　死んじゃうブヒ！」

「死にたくないブヒー！　誰か助けてくれブヒー！」

　間違いなく仲間……じゃなくてリアルオークの声。声のする方向へ顔を向ければ──いた。オークの一団がでかい四足歩行のトカゲに襲おそわれている。

　あれはトカゲ型モンスターの中でも特に攻こう撃げき的な──アタックリザード。硬かたい皮ひ膚ふと巨きよ体たいの割には俊しゆん敏びんな動き、長い舌で離はなれた場所にいる相手を一気に搦からめ捕る。

　ダンジョンに挑いどむ冒ぼう険けん者基準で考えるとＢ級やり手に分類されるモンスター。

「スロウ様。あれって……」

「うん。早速だね」

　シャーロットの言う通り、オーク達がアタックリザードのうねうねと長い舌から逃げている。それは、モンスター同士の戦いで、人間である俺達には関係がないって言えるかもしれない。

　でも。

「俺はまず、この地で今何が起きているのか知りたい。だから、助けに行ってくるよ。今の俺はオークだ。仲間が襲われてるなら、助けないと」

　帝国から送り込まれたルーニーは強敵だ。

　奴を倒たおすのは一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。だって、アニメでも終しゆう盤ばん、火の大精霊エルドレツドの力を引き出せるようになったシューヤがようやく倒せるようになった相手なんだ。オークとはいえ、仲間が欲しい。

　少なくともあれだけのモンスターが集まったアニメの状況へ、ルーニーを追い込みたい。

　だからまずは、この国にいるモンスター達に仲間と認められることが重要だ。

　俺は草むらからアタックリザードに襲しゆう撃げきされているオークの一団に近付いていく。右手にはオークに相応ふさわしくない杖つえを握にぎり締しめて───。

「ぶひぶひぶひー！」

　───ダッシュだ！

　クルッシュ魔ま法ほう学園でダイエットのために多用したダッシュ！

　俺はどかどかと大おお股またで走る。どけどけー！　リアルオークのお通りだぞー！

「ギュォォォオオオオオオオオオ」

　おお！　トカゲさんのでっかい声！　近くで見るとよりでかいな！　少なくともオークが幾ら集まったって太刀打ち出来ないだろう！　だけど、俺なら──。







「オークの魔法使い、スローブ！　オークの村はスローブを歓かん迎げいするブヒぃ！」

　長い隊列を組んだオーク戦隊がぞろぞろと森の中を歩いていく。

　アタックリザードを相手に、誰よりも先頭で果か敢かんに戦っていた一体のオーク。身体からだを傷だらけにしたそいつは自身の何倍も大きなアタックリザードと互ご角かくに渡わたり合っていた。オークにしてはかなり良い動きで、左胸に刻まれた赤い入いれ墨ずみを見た時、俺は理解した。

　ただのオークがアタックリザードと対等に渡り合うなんてあり得ない。

　だから、そいつは紛まぎれもない──オークキング。

　俺は王おう冠かんオーク改め、オークキングの隣となりに立ち、助太刀を申し出て──オークキングが何かを言う前に魔法でアタックリザードを仕留めた。

　──そしたら、オークの魔法使いが現れたって大おお騒さわぎ。

「楽しみにしてるぶひスローブ。オークの村は急発展中なのブヒヒィ！」

　オーク戦隊の中でも先頭を歩き、豪ごう快かいに笑うオークキング。

　俺はこいつに見覚えがあった。

　シューヤとアリシアが滞たい在ざいしたオークの村のボス、ブヒータ。

　俺達と出会ったのは他の村のオークを連れて自分達の村に向かう最中。暴あばれん坊ぼうで村を追い出された巨きよ大だいトカゲに襲われ逃げていた時だったらしい。

「それでブヒータ。お前の村にこれからピクシーが来るって話、本当なんだろうな？」

「本当ブヒ！」

　エアリスとの接せつ触しよく・友好を望む俺からすれば、オークの村に向かうのは至極当然な話。

　そして俺の後ろを歩くピクシー姿の彼女も今のヒュージャックを支配しているモンスター、エアリスに興味ありありのご様子だ。そんな彼女の腕うでの中ではどこからともなく帰ってきた風の大精霊さんがイビキをかいて寝ねていた。つーか本当に自由すぎるだろ。これでいいのか風の大精霊さん。少しは緊張感持てよ。

「それはそうとスローブ。オークとピクシーの二人組なんて珍めずらしいぶひ。もしかして恋こい人びとって奴ブヒィ？」

　アタックリザードに襲われていたブヒータの傷をヒールで癒いやしてから、ブヒータはオークの魔法使いである俺をオークの村に連れていくことに躍やつ起きになっていた。最初はリアルオークじゃなくて偽にせオークであることがばれないか心配だったが、俺の杞き憂ゆうだったようだ。

　しかし、やめてくれよブヒータ。

　俺とシャーロットは今、絶ぜつ妙みようなバランスの上で関係が成立してるんだ。俺達の間に流れる微び妙みような空気、察してくれ、まぁ、事情も知らないモンスターに言うのも酷こくか。

「ただの友達だよ」

「ピクシーとオークが仲良いなんて初めて聞いたブヒ」

「……色々あるんだ」

　やけにグイグイ来るオークだな……。

　しかし、俺とシャーロットの関係だって？　中々深いとこを突つくオークだ……。

　友達？　主従？　いやでもシャーロットは王女様だ。友達……と言っていいのかな？　よく分からない、助けを求めてシャーロットを見ると、あ、気付いてない。てかメッチャ緊張してる！　まぁ、無理もないか。モンスターに囲まれているんだ。だけど俺もさっきからずっとオークに話しかけられっぱなしで──。

「それに何で二人とも人間みたいな服着てるブヒぃ？」

「モンスターもファッションセンスを磨みがかないと時代に取り残されるんだよ」

「それでもピクシーがあんな服を着るのは可笑おかしいと思うブヒィ！」

「それについては俺も全く同感……あ、うそうそ。噓うそですほんと」

　嫌な視線を後ろから感じる。

　ちらと見れば、シャーロットがどす黒い感情を含ふくんだ目で俺を睨にらんでいた。さっきまでは不安そうに、きょろきょろしながらついてきていたのに、やっぱり服装に関しては根に持っているらしい。ちなみにオークの隊列後方では『オークの魔法使い～、魔法使い～』と大合唱が起きている。っておい。あのアタックリザードを数十体のオークがえっほえっほと担いでいた。今日の夕ご飯にでもするつもりか？

「それにしてもブヒータ。お前はどうして自分の村にオーク以外のモンスターを集めてんの？」

「スローブは悪あく魔まのことを知ってるブヒ？」

「……」

「あれスローブ。急に黙だまってどうしたブヒ？」

「いや、なんでもないんだ。それに悪魔か……もしよければ、教えてくれないか？」

「この国に突とつ然ぜんやってきた、光を奪うばう人間のことブヒ。近付いたら何も見えなくなっちゃうんだブヒ。あいつに対たい抗こうするために、おいら達は種族の壁かべを越こえて団結する必要があるんだブヒ」

「……」

　間ま違ちがいなく、オーク達が脅きよう威いに思っている人間は、ルーニーのことだ。

　そうか、もう今の時点でモンスター側もルーニーの存在に気付いていたのか……。

　しかし、あいつのことを悪魔。悪魔ね。あいつが使う魔法を考えれば、随ずい分ぶんと的を射た呼び方だ。オーク達は悪魔に対抗するために、自分達の村にモンスターを集結させようとしている。そして、いつか悪魔を追い出すために戦うのだという。

　──オークとはいえ、キング種ともなればしっかりしてるな。

「「「スローブは魔法使い。オークの魔法使いブヒ」」」

　下手っぴなオークの歌を聞きながら、俺達は歩く。

　スローブ、スローブ、とオーク達がぶひーと騒さわいでいる。どうやらオーク内で完全に俺の名前が決定したみたいだな～、変な発音で呼ばれるたびに笑いそうになる。

「なぁブヒータ。気になってたんだけど、どうしてみんな変なもの着けてるんだ？」

　俺は決心して聞いてみた。実はさっきからずっと気になっていたのだ。

　王冠を被かぶっているブヒータ然しかり、他のオークも色々な装そう飾しよく品を身に着けて着き飾かざっている。

　俺が知っているモンスターはこんな意味のないことをしない筈はずだが……。

「スローブ、よく気付いたぶひ！　実は───」

「───差別化よ」と、凜りんとした女性の声。

　間ま抜ぬけなオークと異なる、確かな知性を感じさせる誰だれかの言葉。

「少しだけ平へい穏おんな生活を手に入れたから、遊びだしたのよこいつら」

　振ふり返かえればシャーロットもきょろきょろと声の主を探していた。

　とんとんと肩かたを叩たたかれ隣を見ると、手作り感満まん載さいの王冠を被かぶったオークキング、ブヒータが左手で上空を示していた。

　青いキャンバスと白い雲しか見えない大空に何者かがいるのだろうか。

　俺はブヒータが指差す通りに空を仰あおぎ。

「話は聞いたわ。貴方あなた、オークなのに魔法が使えるらしいわね」

「へぇ。そっちから来てくれたのか」

　背中に綺き麗れいな羽を持つ。

　悪戯いたずら好きで、モンスターには珍しく魔ま力りよくを持って生まれた異い端たんの種。

　大陸の北方に存在する、深い霧きりに覆おおわれたイバラの森のみで生まれるとされており、綺麗な花を身体のどこかに身に着けているため花の妖よう精せいとも呼ばれている。

「私の自己紹しよう介かいは、いるかしら」




　あぁ───運命を感じずにはいられないな。

　常に、妖よう美びで、魅み惑わく的。

　哀あわれな北方モンスター達の未来を誰よりも考え。

　非力なピクシーの身でありながら、この国を統治する優しい妖精。




「スローブ！　あれが───」

「……知ってるよ、ブヒータ」

「ええ!?　スローブは物知りだブヒ！　やっぱりスローブは知的オークブヒィ！」

「下がりなさい、ブヒータ。そっちのオークに聞きたいことがあるの」

「エアリス様！　こいつはスローブ、オークの魔法使いなんだブヒィ！」

　上空からゆっくりと降りてくる彼女が何者なのか俺は分かっている。

　頭の中に、ホワイト城でシューヤとアリシアを救うために命を散らしたあの瞬しゆん間かんがフラッシュバック。

　針のように鋭するどく俺を貫つらぬく視線を、真っ向から受け止める。

　こうして俺は余りにも呆気あつけなく。

　死すべき定めの──君と対面することが出来たのだった。




「スローブ！　この方が今この国を支配しているエアリス様ブヒィ！」

　頭に白い花はな冠かんむりを乗っけた可愛かわいらしいピクシーが空からゆっくりと降りてくる。

　パタパタと羽をはばたかせ、ちょっと厳しい目つきの真ま面じ目め系な薄うすい金髪の委員長。キリッとした顔をしているくせに……人間のお姉さんがコスプレしているようにしか見えない彼女こそ真面目系委員長！

　じゃなくて薄い金髪のピクシー、エアリスなのだ。

　森の妖精と呼ばれるピクシー達は純真であどけない顔をしているのに、ハレンチな服を着ている。それが直接的な理由かは知らないけど、そんなピクシー種はモンスターオタクの中ではサキュバスと双そう璧へきを成すほどの人気があるモンスター！
















　エアリスがブヒータを呆あきれたように見つめ、俺の後ろではシャーロットが興きよう味み津しん々しんでエアリスを見上げていた。

「そこのオークキングは喋しやべり出したらきりがないから無視するわ……それでさっきの話だけど、こいつらが住むオークの村は人間の文化に興味がある変わったオークキングが現れたせいで個性的なオークが増えたのよ。片足だけ靴くつ下したを穿はいて自分らしさを演出するオークとかも現れているの」

「片足靴下オークはブヒヒヒータが考えた至高のおしゃれブヒィ！　ちなみにブヒータはオークキングだから王冠ブヒィ！　王様なんだブヒぃ！　あ、それでエアリス様！　こっちのスローブはさっきすごい威い力りよくの魔ま法ほうででっかいトカゲを仕留めたんだぶひィ！」

「そうそれよ。スローブとかいったかしら。一体どういうことなの？　魔法を使えるオークなんて聞いたこともないんだけど」

　地に降り立ったピクシーが、俺と向かい合う。

　身長はオーク姿の俺より低い。

　基本的に小こ柄がらなピクシー種の中でも平均的な大きさ。それにしてもさすがピクシー種、驚おどろくぐらい綺麗で端たん整せいな顔、さらに良い匂においがする。……触さわってみたいなあ。

「幾いくつか聞きたいことがあるのだけど、その杖つえはどこで手に入れたの？」

「これは父親のぶ・ぶーから受うけ継ついだんだ」

　エアリスがひくひくと動くこめかみの辺りを押おさえた。

「オークの名前のセンスだけは本当に理解出来ない……ええと、それで、何で貴方達はこの国に来たの？」

　俺は簡潔に伝えた。

　ダリスも冒ぼう険けん者が増えて生きてくのが大変になったこと。ヒュージャックに来れば北方の強いモンスターが守ってくれるって噂うわさを聞いたこと。

　そして──綺麗と名高いホワイト城を見物しに来たこと。途と中ちゆうまではうんうんと頷うなずいていたエアリスだけど、ホワイト城と伝えた瞬間、態度が変わる。

「あそこに近付くのは止やめておきなさい。変な人間が現れて異様にピリピリしているから、近付いただけで殺されるわよ。私だって、あそこにはうかつには近付けない」




　そうか、やはりアニメの中と同じか。

　エアリスの威い光こうはホワイト城までは届いていない。

　だけど、俺は知っている。エアリスがルーニーと戦うために、ホワイト城にいるモンスターを仲間にしようとしていることを。ルーニーもホワイト城を南方統一の足あし掛がかりと捉とらえ、ホワイト城周辺に住むモンスターも巻き込んで、凄すさまじい争いが勃ぼつ発ぱつする。

「エアリス様。おいらはあいつらを仲間につけるなんて反対ブヒ」

「そうは言ってられない状じよう況きようでしょ、ブヒータ。こっちは数は多いけど、質はあっちの方が良いいんだから。彼らが素直に仲間になってくれれば、あの人間だって……──それで、スローブ。貴方達はブヒータと一いつ緒しよにいるってことはオークの村に向かうつもりなの？」

「そうブヒ、エアリス様！　スローブはおいら達の村の一員になるんだブヒ！」

「心強いわね──それと、気になってたんだけどそこにいるのはピクシーよね？」

「エアリス様！　シャーロットちゃんはスローブの恋こい人びとらしいぶひィ！　つまりはそういうことブヒィ！」

「──え？」

　さっきからシャーロットをちらちら気にしていたエアリスはブヒータの言葉に滅め茶ちや苦く茶ちや泡あわ食っている。のけぞって、漫まん画がならガビーンと効果音が付きそうなぐらいの驚き方。

「そ、そうなの貴方!?」

「はっ、はい？」

　シャーロットが反射的に答えた。

　エアリスはシャーロットの前に立って本気？　とかオークの何がいいの？　どうしてピクシーなのに服を着ているの？　とか、オークよオーク、とか好き勝手なことを捲まくし立てているんだけど……。あー、その反応はなんか俺まで傷ついてきちゃうな。

「後で沢たく山さん話をしましょうね、シャーロット。家いえ出で娘むすめの話を聞くのも私の仕事だから」

　森の妖精とも言われるピクシーはその可愛らしさから別名、恋こいのキューピッドとか様々な諸説を持っているモンスターだ。シャーロットを問とい詰つめている姿なんて、ヒュージャックのボスなんて威い厳げんはあったものじゃない！　ただの恋れん愛あいゴシップ好きなニヤニヤ妖精さんとしか思えなかった。







「スローブ！　これがおいらの村ブヒ！」

　ぐるっと手作り感溢あふれる木の柵さくが、オークの村を囲っている。

　入り口は草原に繫つながり、村の反対側は森の中に繫がっているのだろう。柵の外からでも見える場所に、よく分からない巨きよ大だいな骨とか羽が掲かかげられ、雑然とした入り口。

　人間が破は棄きした村を建て直し、木々を切きり倒たおし広げていったんだろう。村の中には石を重ねて作られた四角い家がそこら中に建てられており、ガヤガヤぶひーぶひーガヤガヤぶひーぶひーと騒がしい声を上げながらオーク達が村の中を走り回っている。沢山のオークがえっほえっほと材木を運んだり、料理をしていたり、子供オークが走り回っていたり、ごちゃごちゃとした村の活気が伝わってくる。

　あ、さっき倒したでっかいトカゲさんがぶっひぶっひと里の奥に運ばれていく。

「スローブ！　オークの村では専属のコックがいるんだブヒイ」

「いい、シャーロット。イバラの森から家出をするのは勝手だけど、南方にまで出てくるなんて……一体どんな手を使ったの？　怖こわい目には遭あわなかった？」

　まぬけと思われているオークががちゃりとドアを開けて家に出入りする様子は何だかシュールだ。……あ、ドアが壊こわれた。オークは力が強いから力加減が難しいんだね、しょうがないね。それにしてもモンスターが生活している村を見るのは初めての経験。シャーロットも俺と同じ思いのようで興味津々できょろきょろとオークの里を見回している。

「スローブにも家をプレゼントするブヒ！　シャーロットちゃんと一緒がいいブヒ？」

「いい、シャーロット。私もね、人間が全員敵とは言わないわ。でも、ピクシーは嘗かつて人間の見世物にされて、大変な目に遭ったことを貴方も知ってるでしょ？　……ちょっとシャーロット、オークと一緒に生活するなんて本気!?　ピクシーとしてそれでいいの!?」

　ああ、そうだ。

　認めよう、俺の心は歓かん喜きに打ち震ふるえている。

　この場所はアニメの中でシューヤとアリシアが滞たい在ざいした舞ぶ台たいで、そこに俺もいる。

　時期は早いけど、俺達がヒュージャックにおける、あいつらの役割をこなすってことだ。

「ぷぴ～、変な猫ねこが追いかけてくるぷぴ～」

　人が感傷に浸ひたってるって言うのに……大精せい霊れいさんがさっそく子供オークを追いかけて遊んでやがる。あいつは本当に自由だな……。

　沢山のオークがいるもんだから何か特とく徴ちようがないとシャーロットも誰だれが俺なのか分からなくなってしまうだろうと思ってたけど、この村のオークはエアリスが言う通り千差万別だった。片足だけ靴くつを履いているオークがいたり、頭に葉っぱを乗っけてるオークがいたり、枝を銜くわえてカッコつけてるオークがいたり、お前は剣けん士しかよとつい突つっ込こみたくなるな。

「スローブ！　今、村は前代未聞の危機に襲おそわれてるブヒ。悪あく魔まは相手にしていた人間がいなくなって……最近はモンスターを殺して遊んでるブヒ。人間の次はおいら達が襲われる番だって、いつかこの村にも来るんじゃないかって……」

「いい、シャーロット。今ブヒータが言ったように、今この国にも危険な人間がうろついているの。え？　ダリスやサーキスタの兵士じゃないし、冒険者でもないわ。あいつらなんて、危険でも何でもない。ヒュージャックを荒らす人間なんてちょっと脅おどかせば、国から逃にげていくんだから。でも、シャーロット。今度の人間は違ちがう」

　嘗てのヒュージャックは道から外れた冒険者にとってやりたい放題出来る環かん境きように他ならなかった。特に迷宮都市ゼネラウスの冒険者達には手を焼いていたとエアリスは言う。なのに、そんな冒険者よりも危険と言われる男。そいつが俺が打だ倒とうすべき敵だ。

「べ、別に貴方あなたを脅かそうって気持ちはないのよ？　でも……ただでさえ、ピクシーは金になるって冒険者に目をつけられてるんだから……用心するに越こしたことはないの」

　あの有名な蒼い目ブルーライトの家族。

　シャーロットはエアリスの話に聞き入り、不思議なことにエアリスにだけは恐きよう怖ふを感じていないように見えた。

「おい……ブヒータ、この匂においはまさか」

　何やら肉の焼けるいい匂い。

　俺は少し前まではやりたい放題の真っ黒豚ぶた公こう爵しやく！　たとえ見かけが変わっても蓄たくわえられた経験や技能は受け継がれている。

　つまり、何が言いたいかと言うと、食事の匂いにはひじょ～に敏びん感かんだってことだ。




「うま！　これうんめー！」

　不格好な木製のマグになみなみと注がれた水に口を付けて、俺は肉に食らい付いた。

　青空教室のように木の机と椅い子すが置かれたゾーン、そこがオークの村の食事場所らしいのだ。湯気を立てる温かな料理。肉とか野草が木の器の上に山盛りに盛られ、料理を目にしたシャーロットが感心したように頷いている。何も言わない所を見ると、ちゃんとした食べられる野草のようで、俺が今、口にしているのはさっき仕留めたアタックリザードの肉だ。

　しかしまあ本当に食事とはいいものだ。

　エネルギーが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡わたり、身体からだに活力を与あたえてくれる。

「俺達もご飯食べたいぶひー、ずるいブヒ」

「あんなに水を飲んで、ええんかブヒ。貴重なんだぞ、ブヒ」

　本当はまだ食事の時間じゃないらしく、他のオーク達が羨うらやましそうに俺達を見ていた。けれど、俺がオークの魔ま法ほう使つかいだという話はあっという間にオークの村を駆かけ回り、巨大なトカゲも俺が仕留めたらしいとの噂が広まると、それじゃあ仕方ないぶひな～と他のオーク達は納得しているらしかった。単純だなあオークって。

「ブヒータ、水って貴重なのか？」

「最近、おいら達が水を汲くんでる湖にでっかい蛇へびが住み着くようになって、水がどんどん汚よごれていくから遠い池まで水を汲みにいくようになったブヒィ。でもスローブは爺じいさん連中なんて気にしなくていいブヒ」

　ふーん、成る程。

　オークの村の連中は困っているらしい。

　情報収集のためにも早く信しん頼らいを集めたいし、ここは一ひと肌はだ脱ぬぐか。それに俺個人としても水は死活問題。だから、一気に昼ご飯をかっこんで、立ち上がった。

「──ブヒータ。俺をその湖まで連れていってくれ」
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　北方では魔王なんて呼ばれている妹の反対を押し切って、この地にやってきた。

　大きな力がなくたって、ただのピクシーだって平和なモンスターの世界を作れるって証明したかった。

　あれから、もう何年が経過しただろう。

「あのイーグルでも無理だったブヒ。オークの魔ま法ほう使つかいが解決出来るわけないブヒ」

「結局、エアリス様。何も役立たなかったブヒ」

　いつか、こんな時が来ると思っていた。

　手に負えないモンスターが現れ、自分の無力さが露ろ呈ていする。この身体は北にいるあの子とは違い非力で、少し風の扱いが上手なだけのただのピクシー。

　一度見くびられたら、それでお終しまい。

「おい。そんなこと言うなブヒ。エアリス様、悲しんでるブヒ」

「間ま違ちがってないブヒ。やっぱりエアリス様は魔王様とは違うブヒ。魔王様なら一いつ瞬しゆんブヒ」

　湖の水中深くに住み着いたヒュドラには、エアリスもずっと頭を悩ませていた。

　鮮あざやかに解決し、ヒュージャックのリーダーとして認められたい。そんな思いもあるが、水問題が解決すればオークの村に今以上のモンスターを移住させることも可能なのだ。来るべき悪あく魔まとの決戦に備え、出来るだけエアリスは多くのモンスターをオークの村に集めたかった。

　しかしヒュドラは数日に一度しか水中から姿を見せず、討とう伐ばつしようにも水中への攻こう撃げき手段を持たないため苦労している。

　だけど、彼は──オークの魔法使いは、事もなげに俺に任せろと言ってみせた。

　大たい言げん壮そう語ごとも言い切れない。既すでに彼は、オークキングでも手を焼くモンスターを一体、軽々と仕留めているのだから。

　オークの魔法使い、彼の前には今、果てしない湖面が広がっている。

「……スローブ、何をする気？」

「毒を食らわば、皿まで、だ。皆みんな、下がって欲しい」

　その声に従い、エアリスやオーク達が下がったことを確認すると、オークの魔法使いは杖つえを振ふるう。

　たった、それだけ。

　しかし、エアリスは水中にいる巨大なヒュドラの怒いかりを直感。

「スローブ、貴方！　何を──」

「ほら、出てくるよ」

　一動作で水面から水の柱が何本も立ち上がり、エアリスは風の結界を展開。

　水中に潜ひそむ、ヒュドラの攻撃だと気付く。恐おそらく、オークの魔法使い、スローブが水中下で何かを、ヒュドラの機き嫌げんを損ねる何かをして──怒りを買ったのだ。

　絡からみ合った大だい蛇じやが水面から頭を出したが、こちらには自分の護衛であるイーグルもいないのだ。凄せい惨さんな未来がエアリスには見えた。

　次の瞬しゆん間かんには、思った通り。

　意思を持つ水が、水辺に立つオークやエアリス、そしてオークの魔法使いたる彼の下へ飛んでくる。
















　誰も動けなかった。

　ただオークの魔法使いだけがこれで終わりとばかりに杖を仕し舞まい、エアリスは冷気を感じた。

　そして彼女は見た。

　湖が凍こおっていく。

　信じられない速度で湖が氷となり、エアリスの想像した未来は訪れず。

　向こうには巨大な大蛇の彫ちよう刻こくが生まれ──オークの魔法使いと目が合った。

　沢山のオーク達が興奮して絶ぜつ叫きようする中で、彼は。

「──悪魔と戦うんだ。ヒュドラに苦戦してるぐらいじゃ、何も出来ない」

「……スローブ。貴方、何者……？」

　そして、オークの魔法使いはすれ違い様ざまに、彼女にだけ聞こえるようにそっと囁ささやいた。

「俺はね、エアリス──悪魔を倒しに来たオークの魔法使いさ」

　こうして。

　北の王、蒼い目ブルーライトの家族として、特別な扱あつかいを受けるピクシーは。

　世にも奇き妙みようなオークの魔法使いに、出会ったのだ。
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　ドアをしっかり閉めても、まだあの馬ば鹿か騒さわぎが聞こえてくる。

　あいつら、ヒュドラ打倒を祝う宴えん会かいをいつまで続ける気だよ、俺はもう限界だっての。

　俺は村の飲み水問題を解決した救世主ってことで、宴会の中心に据すえられ、オーク達の一発芸とかへたくそな歌なんかをずっと聴きかされていて、さっきやっと解放されたのだ。

「ただいま、シャーロット……」

「お帰りなさい、スロウ様。凄すごく大歓かん迎げいされてましたね」

「歓迎……されてたのかな。あいつら騒いでばっかりだから分からないね。でもこの村、夜は暗すぎじゃない？　俺の顔が見えてるのかってのも怪あやしいもんだ」

「……本当にオークって、悪魔って呼んでる人のこと怖がってるんです。でも、その悪魔が、マルコさんを襲った人なんでしょうか……」

「恐らくね。ていうか、あんだけ騒いでたら幾いくら火を使わなくても悪魔を刺し激げきしちゃうと思うけどな」

　ヒュージャックを訪れた悪魔。

　この村のオーク達は奴やつを刺激しないように、夜は出来るだけ火を使わないのだという。

　エアリスの話によれば彼女の部下が悪魔の監かん視しをしており、現在は遠くにいるらしいから襲われる心配はない、とのことだがオーク達はたった一人の人間を異常に怖こわがっている。それは今日一日一いつ緒しよにいただけでも、よく分かった。

「ま、今日は悪魔に加えて問題だった飲み水問題が解決したから、羽目を外してるんだろうな。お陰かげでまともな家をくれたことには感謝しとこう」

「……本当によかったです。私、ヒュージャックでは最悪、野宿も覚かく悟ごしてましたから」

　俺達に与えられたのはオークの村外れにある一いつ軒けんのボロ家。そして俺よりも先に宴会から解放されたシャーロットは家の掃そう除じをしていたようだ。

「それよりシャーロットはエアリスにずっと絡からまれてたみたいだけど、何を話してたの？」

「私……エアリスさんに家出ピクシーって思われてるみたいなんです。だから、話を合わせるのが大変でした」

　俺がオーク達に捕つかまっていたように、今日は一日シャーロットもエアリスに絡まれまくり。ピクシーの生息地であるイバラの森から大陸南方に家出したと勘かん違ちがいされ、随ずい分ぶんと心配されていたようだった。

　実際に、これまでどうやって生活していたのか、根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたらしい。

「それで、ホワイト城は？」

「あそこはヒュージャックでも一際強力なモンスターが占せん領りようしてて、エアリスさんでも近付けないって聞きました……」

　シャーロットが住んでいたお城は森の中にひっそり佇たたずむ、ヒュージャックの中心部。

　あの辺りは縄なわ張ばり意識の強いモンスターの巣そう窟くつで、俺達がホワイト城に近付くにはエアリスの協力が必要不可欠。だけど悪魔と戦うためにエアリスはホワイト城のモンスターと手を結ぼうとしており、その時に同行すればスムーズにホワイト城へ近づけるだろう。

「でも、エアリスさんの傍そばにいればチャンスがあるって分かりましたから……頑がん張ばれそうです。それで、スロウ様の方は詳しい話は聞けましたか？」

「宴えん会かい中、オーク達に聞いたよ。最近、ヒュージャックのモンスターを全て殺さつ戮りくしている可笑しな人間がいるって。多分、そいつがマルコの部隊を全ぜん滅めつさせた男だ。話を聞いてる限りじゃ、まともじゃない」

「危険だからエアリスさんの護衛、翼つばさを持つモンスターが空から常に監かん視ししてるって言ってました。でも、光を奪うばうってどういう意味なんでしょう」

「多分、闇やみの魔ま法ほうだろう。それより、シャーロットはエアリスが怖こわくないんだね」

「今は怖がってる場合じゃありませんから。早く、ホワイト城に帰って、探したいものが沢山あって……あ、そういえばエアリスさんは明日からオークの村近くの集落に行くみたいです。悪魔と戦うには皆みんなの力が必要だから、この村に集まれって声を掛かけるみたいで」

「そう言えばブヒータ。あのオークキングも似たようなこと言ってたな。団結して悪魔を倒たおすんだって」

「……それで、あの。エアリスさんは明日以降も私に色々教えてくれるって言ってて、だから私、明日からはエアリスさんと一いつ緒しよに行動しようと思います。大精せい霊れい様も一緒ですけど、出来るだけ用心するつもりです」

「安全にホワイト城に行くためには、エアリスから信しん頼らいを得ること。それが一番だと俺も思う」

　ピクシーは元々、戦いに優れたモンスターではない。

　そのためエアリスの周りには常に何体かの強力なモンスターが護衛として張り付いている。そんなピクシーをヒュージャックのモンスターは慕したっている。このオークの村に数多くのモンスターが身を寄せているのも、エアリスがこうして頻ひん繁ぱんに立ち寄っていることが大きな理由の一つだろう。

「シャーロット……君の秘密をずっと黙ってたことなんだけどさ」

　てか、あれだな。

　思ったよりも、シャーロットと普ふ通つうに話せている。

　もしかして……もう怒おこってなかったり？　と思ったのが運うんの尽つき。

「スロウ様。私、今はホワイト城に帰る、それ以外は何も考えられないんです……この姿になってエアリスさんを騙だましてるみたいで、ちょっと気が引けますけど……ここにいつまでいられるか分かりませんし」

「……ごめん。シャーロットの言うとおりだ。今、話すことでもなかった」

　──ルーニーを倒し、未来を変える。

　それが今の俺にとって、何よりの優先事じ項こう。当然、シャーロットも目的があってヒュージャックにやってきた。俺との関係なんて、故郷の重さに比べたら虫のようなもの。いや、ミジンコだ。

「俺もここでやるべきことがある。ヒュージャックにいられる時間は短いし、お互たがいの目的にそれぞれ全力を──」

「今夜は朝まで騒さわぐブヒー！」

「ブヒ！　オークの時代、到とう来らいブヒー！」

「うるせえな、外のオーク達……」

　しかし、全く。雰ふん囲い気きを台無しにするオークだな。

　悪魔を刺激しないために、火を使わないんだブヒって言っても、あんだけ騒いでたら意味ないだろと思ったが、楽しそうなので放っておいた。

　それに今は──。

　少なくても、やつらの馬鹿騒ぎが有り難かった。







　翌朝、家の外に出ると死し屍し累るい々のオーク達を見つけた。

　地面に倒れこんでいるが、本当に死んでいるわけではない。

　酔よっ払ぱらい、意識を飛ばしてるみたいだ。オーク以外のモンスターも宴会に参加してた筈はずなのに、死んでるのは大体オーク。ぐーぐーとイビキをかきながら、寝ねている。……調子ノリなオークの性質がよく現れてるな。こいつら、俺が人間だって分かったらどんな反応するんだろう。意外と気にしなかったり……いや、それはないか。さすがのオークでも……。

「おっと、危ない」

　死体オークを踏ふみつけないよう、村を歩く。

　昨日はとんとん拍びよう子しに話が進み、まさか初日にオークの村にやってこられるとは思わなかった。

　アニメの中でシューヤとアリシアが滞たい在ざいしたオークの村。

　意識すると、自分が異界に来てしまった事実を実感する。

「──スローブ。朝早いのね。シャーロットはまだ家？」

　幻げん想そう的な美のため、鑑賞用に乱らん獲かくされ、南ではすっかり見なくなったモンスター。

　でも、ちょうどよかった。

　エアリスと色々話したいことがあったんだけど、昨日は同族のシャーロットに夢中だったみたいだから。

「ああ、まだ寝ているよ」

「そう。あの子、こんなにモンスターがいる場所は初めてだって言っていたから、昨日の宴会で疲つかれちゃったのかもしれないわね」

　エアリスの推測は多分、当たっている。

　シャーロットはそもそもモンスターによい気持ちを持っていない。

　ていうか、抱いだけるわけがない。

　故郷を滅ほろぼしたのはモンスターなんだから。でも、エアリスに対してはピクシーという可愛らしさ抜ばつ群ぐんの外見、そしてホワイト城に行くために仲良くする必要があるから、積極的に近付こうとしている。

「そうだね……疲れてるかもしれない。だからってわけじゃないけど、シャーロットがもしオークとかに話しかけられて可笑おかしな反応をしても許してあげて欲しいな」

「ふふっ。何よ変な反応って」

　今日の朝、シャーロットが沢たく山さんのモンスターに対して、どう反応するか。

　昨夜はあぁ言っていたが、一晩経たち現実に戻った彼女がどう思うかは分からない。

　俺はここがシャーロットにとっての正念場だと思っている。

「昨日見てて思ったけど、スローブはオークなのに場の空気に流されないのね」

「そう？」

「オークってその場の気分で生きてる、刹せつ那な的なモンスターじゃない。だけど、スローブは昨日の宴会も途と中ちゆうで抜ぬけ出だして、珍めずらしいなって思ったの」

　まあ、俺。人間だしな。

「ねぇ、私、シャーロットのことで聞きたいことがあるのだけど、いい？」

「……いいよ」

「スローブ、あの子とどこで出会ったの？　あの子はダリスで出会ったなんて言ってたけど、そんなことあり得ないのよ。南の環かん境きようで人間に見つからず、長年生きられるピクシーなんて……想像も付かない」

　愛らしい顔立ちで、人気を集めるモンスター。考え込んでいるその姿も、どこか甘あまえるように可愛らしく、見ていると何故なぜか頰ほおが自然と緩ゆるんでしまう。エアリスも意識してやってるわけじゃないだろうけど、どうにもエアリスの頼たのみ事は断れる気がしなかった。

　多分、俺がアニメ中での彼女の行動に好感を抱いているってのもあるだろうな……。

　だから、出来ることならエアリスがあんな目に遭あう未来が来ないことを願うばかりだ。

「あのねスローブ。私が言いたいのは、あの子がここにいる限り、出来るだけ私が面めん倒どうを見たいってこと」

　エアリスと共に行動する。

　それは、昨日シャーロットから聞いていたことだ。

　俺としても反対する理由はない。だけど、一応聞いておこう。

「それは、どうして？」

「同族だから、それが一番の理由よ。でも、それだけじゃない。あの子、飛べないっていうじゃない。それに風の魔法も使えない。あぁいう子は、すぐに見込みなしって判断されて捨てられる。だから、あんなに成長した子は初めて見たの」

　いや、まぁシャーロットも人間だからな。

　……うぅ、騙してるみたいで気が引けるけれど、今のところ勘かんの鋭するどいエアリスでさえ、シャーロットが人間であるなんて疑問を一切持っていないようだ。

「だから、ありがとう。あの子と同じピクシーとして、お礼を言うわ」

「ありがとう？　どうして？」

「オークとピクシーの二人組なんて聞いたことがないけれど……あの子、随分とスローブに懐なついてるみたいだし。貴方あなたと一いつ緒しよにいられてあの子は幸せだったんでしょうね──あ、シャーロット！」




　ぼそぼそと目を擦こすり、家の中からシャーロットが出てくる。

　酒で死んでいるオーク達を見て驚おどろいたようだけど、あいつらを器用に避よけて、俺達の方へやってくる。半分意識を失っていそうな風の大精霊さんを抱きながら。

　どうやら、俺の心配は杞き憂ゆうに終わったようだ。

「スローブ！　ちょっと来てくれブヒー！　昨日紹しよう介かい出来なかった皆みんなにスローブを紹介するブヒー。まずはゴーレムのゴレムさんのとこ行くブヒ！」

「ブヒータが俺を呼んでいるみたいだから、じゃあエアリス。シャーロットのこと、頼むよ」

「ええ、任せて」

　それだけ言うと、エアリスは目元を緩めた。

　そして自分の未来を何も知らないエアリスは、ピクシーらしく地面を蹴けって軽く浮うきながら、シャーロットの目の前に降り立った。







　エアリスとブヒータはお互いの人脈ならぬモンスター脈を使って、異種族のモンスターを村へと引き寄せるべく活動中だ。最初に会った時、ブヒータがオークの村は凄すごい勢いで発展していると言ってたのは本当のようである。

「皆で一いつ致ち団結しないと悪あく魔まには勝てないブヒ！　オークの魔ま法ほう使つかいもいるブヒ！　あのヒュドラを仕留めた魔法使いブヒ！　──勧かん誘ゆう成功！　さて、次行くブヒぃ、スローブ！」

　しかし俺の常識でも、異種族のモンスターが一か所に寄り集まって生活するなんて聞いたことがない。それだけ、悪魔の恐おそろしさがヒュージャックに潜ひそむモンスターに広まっているんだろう。そして目を付けられたら自分達の力では抗あらがえないことをよく理解している。




「おーい、前みたいに湖に戻もどってくるブヒー」

「ブヒータ、お前池に向かって何話しかけてるんだ？」

「ここにはウンディーネ、水の妖よう精せいがいるブヒ。でも、ヒュドラに住すみ処かを奪うばわれて引ひっ越こししちゃったんだブヒ」

「あぁ。ウンディーネを外に出したいなら、こう呼べば一発だよ。えっと──」

　生活も文化も異なる種族のモンスターが一つの村に集まるんだ。

　喧けん嘩かも頻ひん出しゆつするけど、ブヒータなんかが間に入って仲裁するらしい。

　さて、こうして毎日毎日出歩いていると、面白い事態に遭そう遇ぐうする。川で溺おぼれかけていたゴーレムを風の魔法で助けたり、日光浴のやりすぎで干からびかけていたスライムを水の魔法で助けたり、とかな。

　すると、少し前まで俺もクルッシュ魔法学園で皆のお困りごとを魔法を使って解決していた、あの時期を思い出した。魔法で手て荒あれを治したり、壊こわれた魔法細工を修復したり……。シャーロットと二人で俺の悪評を取っ払うべく、頑がん張ばった時期があった。




「すげぇ、ほんとに引きこもりのウンディーネが出てきたブヒぃ！」

「ブヒータ。実を言うと、俺の知識は並じゃないんだぜ」

　しかし、今いま頃ごろ。ダリスにいる皆はどうしてるんだろうな。

　生徒の中で、学園の再建を手伝ってる人とかいるんだろうか？　結構な金が出るって話を聞いたし、特に土の魔法は工事の役に立つからな。あ、ティナ辺りはお手伝いしてるかも。ロコモコ先生は再建計画の責任者の一人って聞いたし、忙いそがしい毎日を過ごしているだろう。ビジョンは家に帰ってるだろうな、あいつは何だかんだで家族思いだし。

　でも、やっぱり一番気になるのはあいつらだな。

「見つたけたぞおおお噂うわさのオークの魔法使い！　ヒール掛かけてくれグオオオオ！」

「オークの魔法使いの評判が凄いブヒ！　ヒールを掛けて欲しいってモンスターが沢たく山さん押おし掛けてきたブヒ！」

「……まじ？　ていうか、どっからそんな噂が出回ってんの？」

　シューヤとアリシアの二人だ。

　アニメ通りの筋書きでは、二人は長期休きゆう暇かを利用して自由連れん邦ぽう、迷宮都市ゼネラウスへ。

　そしてショートカットのためにシューヤはヒュージャック横断をひっそりと計画し、実行に移すんだ。

　だけど、実際にこの場に来て分かった。

　シューヤ、今のヒュージャックは危険すぎる。来るな、頼むから来ないでくれ。

　ヒュージャックを突つっ切きって迷宮都市ゼネラウスに向かうなんて、死にたがりとしか思えないよ。




「オークキング！　コボルトの一派があの悪魔に壊かい滅めつさせられたらしいブヒ！　生き残りがオークの村に入れてくれって言ってるブヒ」

「いつもいがみあってるけど、困った時はお互たがい様さまブヒ。分かったブヒ。新たに家を作るブヒ。ゴーレムの奴やつらを呼ぶブヒぃ！」

　しかし、本当にどんどん集まってくる。そして大半のモンスターがこの村を気に入り、定住を決断するんだ。

　オークの村は時間の流れも緩やかで、ここにいるモンスターはおっとりしている。

　過か酷こくな大陸北方を生き抜いてきたモンスターにとっては、この地は外敵の少ない楽園なんだろうけど……でも、可笑しい。

　この村に集まってるモンスター、明らかにアニメの時より多くね？

　いや、別にオークの村にモンスターが集まるのは、むしろ有り難い。

　俺はルーニーとの戦せん闘とう時、絶対にあんな強敵と一対一で戦いたくないからさ。

　少なくとも沢山のモンスターに周りからルーニーに圧力を掛けてもらいたいし、好都合と言ったら好都合なんだけどさ……。







「……おーい、ブヒータ。今日は十分、頑張っただろ。そろそろ帰らないか？」

「まだブヒ！　今日はとことん行くブヒ！」

　これじゃあ、今日も帰りは深夜になるだろう。

　はぁ……今日もシャーロットと話せる時間はなさそうだった。

　エアリスは宣言通り、シャーロットをあちこちに連れ回しているようで、シャーロットと俺が顔を合わせるのは深夜、なんてこともざらだ。

　ヒュージャックの統治者、エアリス。

　北の魔王と呼ばれる妹にヒュージャックの統治を願い出て、反対を振ふり切ってやってきた。蒼い目ブルーライトからはせめてもと屈くつ強きようなモンスターを護衛として与あたえられ、今エアリスはオークの村に戦力を集めようと画策している。そしてオークの村を守るオークキングもエアリスの意見に賛同しているから、話はとんとん拍びよう子しに進んでいる。

「……ブヒータ。空になんか見えるんだけど、あれってもしかして……グリフォン？」

「鷹の目イーグル、あいつはエアリス様の護ご衛えいしてるモンスターブヒ」

　なるほど。あれが悪魔を常に監視してる、確かイーグルとか呼ばれているモンスターだ。

　気難しそうな顔で、空から一点を凝ぎよう視ししている。まさかあの場所から悪魔の動きを完全に把は握あくしてるとかじゃないよな？　そしたらどんだけ視力が良いんだよって話だ。

「スローブ。イーグルはプライドが高いから、あんまり話しかけない方がいいブヒ。あいつ、ドラゴンに無視されて、この前は悪魔に空から奇き襲しゆうを仕し掛かけて反はん撃げきを受けてから、ずっと気が立ってるブヒ。エアリス様と話している所を見られたら、オーク如ごときがってよく怒おこられるブヒ……」

　強力な力を持つモンスターによくある、オーク排はい斥せき主義ってことか。数だけはやたら多いが弱い、それがオークに対する一いつ般ぱん的な評価。可哀かわい想そうだが、事実だから仕方ない。

「でも悪魔に攻こう撃げき？　確か今、エアリスは悪魔への攻撃を禁止してるんじゃなかったか？」

「禁止だブヒ。でも、あいつ。絶対エアリス様によい所を見せようとしたに違ちがいないブヒ」

「ブヒータお前……もしかして、あのグリフォンをからかったのか？」

「……」

「からかったのかよ……そりゃあ、怒られるわ」

　だけどそうか。グリフォンでさえも、ルーニーには歯が立たないか。

　ブヒータから詳くわしく話を聞きだせば、空にいるグリフォン、イーグルは一いち撃げきさえも食らわせられなかったらしいが……問題ない。俺は奴やつの戦い方を知っているし、奴が追おい詰つめられた時、何を最優先するかも分かっている。
















　だから──もっとだ。

　奴を追い詰めるため、もっとオークの村に集まってこい。ヒュージャックのモンスター。
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　そんな少年の考えを知ってか知らずか。

　ヒュージャックの元王女様は今日もくたくたで、村外れに位置するボロ家の扉とびらを開くのであった。扉を閉めれば溜ため息いき一つ。肩かたの荷にが下りて、ベッドに身体からだを倒す。目の前に、小さな身体の風の大精せい霊れい。ボディガードという仕事を任されているが、実際に行動に移したことは一度もない。

「シャーロット。今日も疲つかれてるにゃあ」

「疲れますよ。私、クタクタです」

　毎日毎日、大量のオークに囲まれ、モンスターと共に過ごす日々を送っているのだ。

　無理もないだろう。

　モンスターの姿となり、ヒュージャックに帰ってくることが出来た。

　運よく故郷で統治者らしいモンスターに会え、情報を得ている。優しいピクシーはシャーロットが知りたい全すべてを快く教えてくれて……。

　少しずつ、この生活に慣れていく自分が不思議だった。

「大精霊様は、ここの生活に慣れましたか？」

「楽しいにゃあ。オークのがきんちょ、追いかけるの、楽しいにゃあ」

「……お気楽すぎです」

　今となってはスロウが自分をピクシーにした理由もよく分かる。

　けれど、ここのところ姿を見ない。彼が夜よる遅おそくまで、オークキングと共に頑がん固こなモンスターを説得に回っているのは知っていた。でも自分と違って最近の彼はオークの姿になって、随ずい分ぶんと楽しそうだ。

　人間なのにモンスターと仲良くなって、ばれた時のことは考えてないんだろうか。

「はあ、大精霊様。私を、ホワイト城に連れていって下さい。大精霊様がちょっと協力してくれたら、こんな苦労しなくて済むのに……」

「シャーロット。ホワイト城には、もう誰だれもいないにゃあ……」

「……そんなの、分かってます」

「じゃあ。どうして、あそこに行きたいんだにゃあ」

　しかし、このペットはいつもこうだ。

　昔から傍そばにはいてくれるけど、何もしてくれない。いつも相手をしてくれたのは彼だ。分かってる。そんなこと。自分が一番、感謝してるのは彼だから。

　でも、だからこそ。もっと早く、彼が抱かかえていた秘密を、教えてくれてもよかったのに。

「大精霊様には……秘密ですっ」

「けちにゃあ」

　シャーロットはベッドに横になって目を閉じる。

　喋しやべられることをずっと黙だまっていた友に対する、仕返しだった。

「……」

　その日。

　シャーロットは久しぶりに夢を見た。

　どこまで歩いても、人の影かげすら見当たらない今と違ちがう、幸せだったあの頃ころの記き憶おく。

　父親がいて、母親がいて、何も不満なんてなかった。今みたいに幸せとは何か、なんて考えたこともなかったし、暖かい布団とご飯があった。

　もう何年も見ていない故郷の夢は、驚おどろくほどの懐なつかしさを彼女に与えてくれて。

　幸せだったあの頃を久しぶりに思い出せたから──自然と、頰ほおが緩ゆるんだ。

　ヒュージャックにやってきて、生まれ故郷が消え去った事実を改めて実感したけれど、無人のホワイト城へ向かう理由はたった一つ。

　自分の正直な気持ちを、彼に伝えたい。

　アレを彼に渡わたせば、喜んでくれるだろうか？
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　オークの村に戻もどってきたのは深夜を過ぎた頃。

　家に戻ると、いつものようにシャーロットはベッドで音も立てずに熟じゆく睡すい中。

　シャーロットは毎日、極度の緊きん張ちよう感かんを抱いだきながらエアリスや護衛のモンスター達と行動を共にしている。何かあれば傍にいる風の大精霊が身を挺ていしてシャーロットを守ってくれるだろうが、それでもモンスターと四六時中一緒なのは生きた心地がしないだろう。俺だって今日、この地を荒あらし回ったらしい黒こく龍りゆうの話題が出て、一瞬ドキリとしたもんな。

　だからか、シャーロットは家に帰って来たらいつもすぐにベッドに倒れ込んで、体力の回復に努めている。

「……」

　の割に穏おだやかな寝ね顔がおだ。

　一体、どんな夢を見ているのか。

　気の休まらない場所にいるんだ、少しでも幸せな夢を見ていれば嬉うれしいけれど。

「……そう言えば前にエアリスがシャーロットはかなり好こう奇き心しんが強いって言ってたな」

　ピクシー種は基本的に憶おく病びようで、他種族のモンスターとは積極的に交流を持たないものらしい。なのにシャーロットは自分からエアリスの護衛にも話しかけ、輪に溶とけ込こもうと懸けん命めいの努力を続けているらしい。さすが家いえ出で娘むすめは根性があるわねってエアリスは笑ってたけど……。

　どうして、シャーロットはそこまで頑張るのだろう。ホワイト城に行くため？　そりゃああそこはシャーロットの生家だよ。俺だってたまにデニング公こう爵しやく領地の思い出を思い出すから、気持ちは分かるつもりだ。でも、今のあそこはもはや廃はい墟きよ。

　一体、シャーロットをここまで突つき動かす原動力は何なのか。オークの村にやってきた夜にホワイト城で探したいものがあるって言ってたけど……。

「教えてくれないだろうな。大精霊さんにも秘密っぽいし」

　王都から離はなれて、二人きりでヒュージャックにやってきた。

　夜ぐらいは一緒にいられるかと期待してたんだけど……シャーロットの頭にあるのはホワイト城へ向かうことだけ。

　このまま順調に、ホワイト城へ辿たどり着ついたらシャーロットはどうなるんだろう……ヒュージャック復興とか？　王女様、だもんな。俺には考えもつかない崇すう高こうな思いを持ってたりもするのかな？　……するんだろうな、何て言ったって王女様だし……。

「……」

　風の大精霊さんまで、変なイビキをかいて寝てやがる。

「……たまには俺の話だって聞けよな。俺だって悩なやみ事ごとぐらいあるんだぜ……」

　ふう、腹減ったなあ。

　とりあえず何か食べるもんだけ、ブヒータから貰もらってくるか。

　一歩外に出れば、地べたにそのまま身体を横にして眠ねむるモンスターで溢あふれる村。やっぱり、前と比べてもオーク以外の数が明らかに増えたよな。

　その原因は多分──あれが大きいだろう。

「スローブ！　あの光る魔ま法ほう、森で拾ったこれにつけてくれブヒー！」

「今は疲れてるから、また明日な」

　オーク達が持つアクセサリーに、光の魔法を付ふ与よしてやる。すると、闇やみに反応してぼんやりと光りだす。それは闇に反応する微かすかな光。

　これならどこかにいる悪あく魔まを刺し激げきすることもないだろう。

　光を奪うばう悪魔の影えい響きようか、闇に対する恐きよう怖ふが蔓まん延えんしていたオークの村。彼らは俺が与えた小さな光に、それはもう何よりも喜んだ。

　そして仄ほのかな明るさを求めて、さらにモンスターが集まってくるようになったんだ。

「綺き麗れいな光ね、スローブ」

「……エアリス、まだ起きてたのか。もう深夜だよ」

「心配してくれてありがと。でも、聞きたいのは私のことじゃなくて、シャーロットのことでしょ？」

「……分かる？」

「あの子はよくやってくれてるわ。ほんとよ？」

「なら、いいんだ。でも、俺はエアリス、君の体調のことも心配してるんだぜ」

「ふふ、ありがと」




　僅わずかな光を手に入れたオークの村。

　多種多様なモンスターで溢れる中でも、やっぱり彼女は俺にとって特別だった。

　このヒュージャックを統べる長、には到とう底てい見えないけれど優しい彼女。

　エアリスと話すことは重要だ。こうしてシャーロットの毎日を聞くことも大事だけど……何せ彼女の下には現在、ヒュージャックに潜せん伏ぷく中の悪魔の情報が集まってくる。

「前から聞きたかったんだけど、貴方あなたとシャーロットって、喧けん嘩かしてるの？」

「な、な」

「どうなの？　喧嘩してるの？　私、可笑おかしなこと言ってる？」

「な……なんで……そう思うのか聞いてもいいかな……」

「だって、一緒にいるところ、あんまり見たことないもの。それにシャーロットのことをよく私に聞いてくるから、あんまり家の中では会話してないのかなって」

　いっつも寝てるんだよ！

　原因は君がシャーロットをあちこち連れ回しているからだろう！

　と、言いたい気持ちをぐっとこらえる。

　日中はオークの村周辺で何でも屋として過ごす毎日。

　シャーロットとのすれ違ちがいの平行線は変わらない。全てはシャーロットと生活パターンが合わなすぎるのが問題だ。

「それに、よそよそしいわ。どちらも遠えん慮りよし合っている気がするし」

「べ……別に、エアリスには関係ないと思う」

「ふうん。そうかしら」

　何だか滅め茶ちや苦く茶ちやエアリスが楽しそうだ。

　いつもの、立場ある身として立派に振ふる舞まっている真ま面じ目めな感じじゃない。きっと、こっちがエアリスの素なんだろう。噂うわさ話ばなしが大好きなモンスター、それがピクシーだもんな。

「──あとね、スローブ。湖でヒュドラを倒たおした後に言ってた言葉、本気なの？」

「……俺、何か言ったっけ？」

「悪魔を倒すって話よ。あのイーグルが無理だと言ってる相手よ？　本来は私の護衛なんて立場にない、北ではモンスターの集団を纏まとめあげていたグリフォン。そんなイーグルが悪魔を倒せる可能性はないって言ったのに」

「エアリス。俺は、本気だよ」

「スローブはとっても強い魔法使いだと思うけど、無理よ。止やめといた方がいいわ」

　ヒュージャックに現れた悪魔。

　たった一人の存在が、沢たく山さんのモンスターを恐怖のどん底に突き落としている。

　誰もが不安に思っている。

　無理だ、あの人間には勝てない。モンスターとしての本能がそう伝えているらしい。

　その気持ちはよーく分かる。

　だって、これ負けイベントだもんな。

　ルーニーは覚かく醒せいしたシューヤが倒すべき相手だし。

「ここだけの話にして欲しいんだけど、俺は悪魔を倒すためにこの国に来たんだ」

「じゃあスローブの負担を減らすために、私も貴方達を仲直りさせるために頑張ろうかなっ」

　余りにも不ふ遜そんな物言いに、エアリスが小さく笑ってくれる。

　俺は彼女が悪魔に手出しして、余計な争いが生まれないよう気を配っていることも知っているし、ホワイト城に集まっているモンスターと協力出来ないか画策していることも知っている。

「あ、そういえば、シャーロット。杖つえが欲しいなんて言ってたわ。ピクシーなのに、杖って可笑しな話よね。でもあの子、本気みたい。あら、スローブ。突とつ然ぜん、変な顔してどうしたの？」

「……それだ」

　シャーロットの機き嫌げんを直すためにプレゼント作戦を一いつ瞬しゆん、王城で考えた。あの時は彼女が喜ぶプレゼントが分からないからって断念したけど……俺は馬ば鹿かか！

　クルッシュ魔法学園で努力を続ける姿をずっと見てたのに。

　思わず、彼女の手を握にぎった。

「エアリスっ！　ありがとう！」

「え？　私、変なこと言った？」

「違うよエアリス！　杖、それなんだ！　何で今まで気付かなかったんだろう！」

「あっ、うん。何か閃ひらめいたの？」

「閃いた！　こうしちゃいられないぞ、あれがどこにあるか考えないと！」

　魔ま法ほう使つかいとして、俺だって専用の杖を持っている。

　ならば、魔法使いとして目覚めたシャーロットにだって立派な杖が必要だ。

　何せ彼女は王女様だ。俺にとってはアリシアよりもカリーナ姫ひめよりも、一番身近な女の子。絶対に喜んでくれる、確信があった。

　だってホワイト城には、あれがあるじゃないか。

　俺は余りのナイスアイディアっぷりに嬉しくなって──。

「疲つかれてるけど、光の魔法が欲しい奴やつがいたら作ってやるぞ！　先着十名までだ！」

　すると。

　突とつ如じよ、寝ていた筈はずの、オーク達が俺に向かって突とつ進しんしてきた。
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　ヒュージャックと隣りん接せつする周辺諸国家は気付きもしなかったが。

　オークが光を奪う悪魔と呼ぶ人間の存在によって、ヒュージャックに潜ひそむモンスターは確かに意い気き消しよう沈ちんしていたのだ。

「夜が明るくなったブヒ。もう怖こわくないブヒ」

「ブヒ。モンスター一いつ杯ぱいブヒ、沢山ブヒ。楽しいブヒ」

　今日も騒さわがしいオークの村ではあったが、ここ最近の発達振ぶりは異常の一言に尽つきる。

　更さらにここのところ一体のモンスターによって、急速に明るさを取とり戻もどしていた。

　基本的に種族が異なるモンスター同士が一か所で生活を共にするなどあり得ない。例外は殺し合いの中で進化を目指す迷宮ダンジヨンか、蒼い目ブルーライトのように圧あつ倒とう的なカリスマの下に集う場合のみ。

「ブヒブヒ、オークの村が賑にぎやかブヒ」

「ゴブリンが村の外から、ちらちらこっち見とるぞ、ブヒ！」

　それも、モンスターが集っているのは普ふ段だんから最も馬ば鹿かにされているオークの村だ。

　エアリスが呼よび掛かけても、ようやく悪魔という分かりやすい脅きよう威いが現れるまでは団結しなかったモンスター。

　皆みんな、口には出さないが不安なのであろう。

　同族たる人間をも殺す殺さつ戮りく者。

　数え切れぬ力ちから自じ慢まんのモンスターが挑いどみ、返り討ちにあった。

「げええええ、グレムリンまでいるブヒ。あいつら、嫌きらいだから追い返すブヒ」

「おい。意地悪すんなブヒ。皆、友達ブヒ」

「そうブヒ。ブヒブヒ」

　モンスターが集う理由は悪魔に対する恐怖？

　それもあるだろうが根本的な原因は、誰だれだって分かっている。

　彗すい星せいのように、ヒュージャックの大地に現れたオークの魔法使いの存在である。

　曰いわく、人間と同じような服を着ている。曰く、魔法使いらしい。曰く、湖を占せん領りようしていたヒュドラを倒したらしい。曰く、オークとは思えぬ頭のよさらしい。

　曰く──悪魔を倒しにやってきたらしい。

　一体、オークの魔法使いとは何者なのか。珍めずらしいもの見たさでそれまでオークの村に興味のなかったモンスターが次々と集まってくるのである。




「大分、賑にぎやかになったわね。想定よりもずっと早い」

　今日もエアリスは、オークの村の繁はん栄えいっぷりに頰を緩めていた。

「けれど、ただのピクシーである私が……あの子みたいに、この場所を守れるかしら」

　北方では退たい屈くつな森を抜ぬけ出だし、人里に降りたことで悲運に見み舞まわれるピクシー。

　乱らん獲かく、観賞、見世物にされた結果、彼らは人目を避さけ、自然の奥地で暮らし続けた。

「これぐらいの数のモンスターも纏まとめられないようじゃ、あの子のお姉ちゃん失格ね」

　そこへ英えい雄ゆう個体として生まれたピクシーがもう一度、世界に出ようと皆みんなに語り掛かけた。

　彼女の圧あつ倒とう的なカリスマの前に首無し鎧よろいが剣けんを捧ささげ、赤せき龍りゆうが炎ほのおを献けん上じよう。北を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれていたドストル帝てい国こくの軍隊を潰つぶし、彼女から溢あふれる輝かがやきの前に人間でさえも這はい蹲つくばった。

　そして北の魔ま王おうとして崇あがめられるようになった蒼い目ブルーライトの家族たるエアリスは、この地に人間とモンスターが協力出来る拠きよ点てんを構築すると約束したのだ。たった一人、危険な人間が現れたぐらいで、ヒュージャックから逃にげ出すなんて出来るわけがない。

「エアリス様──」

　その時、空から舞まい降おりる影かげ。

　飛来する翼つばさを持ち、千里見み渡わたすとされる──グリフォン。

　蒼い目ブルーライトを持つ妖精がエアリスのために付けた護衛役。ヒュージャックにいるモンスターの中では纏う雰ふん囲い気きが異質。分かりやすく言えば──強そうだ。とっても。

「イーグル。何か、問題でも起きた？」

「エアリス様。悪あく魔まは自由連れん邦ぽうへ向けて前進中──ですが、こちらの存在も気付かれています」

「……うそ。かなり遠くから見張ってるんじゃないの？」

「ええ。ですが、恐おそるべきことに事実です……無礼を承知で進言致いたしますが、あの方を呼べば──」

「イーグル。あの子が来れば、三さん銃じゆう士しの魔ま女じよまでヒュージャックに追ってくるわよ。そうすれば南方の四大国は黙だまっていない。均きん衡こうは崩くずれ、この国は再び戦場となる」

「……随ずい分ぶんとお優しいことで。このままヒュージャックに滞たい在ざいを続ければ──エアリス様、オークと共に死ぬことになります」

「勿もち論ろん。イーグル、貴方が沢山説明してくれたから言いたいことは分かるわ。この村を、ヒュージャックを捨てて、あの子の下に逃にげろって言うんでしょう？」

「私の仕事はエアリス様を守ることなので。間ま違ちがったことを言ってるつもりはありません」

「貴方あなたの言いたいことは十分、分かってるわ。変わらず監かん視しを続けて頂ちよう戴だい」

「……分かりました。ですが、後こう悔かいしますよ」

　大地から飛び上がるグリフォンに手を振ふり、エアリスは深い深い溜ため息いきをつく。

　物ぶつ騒そうな話は苦手。

　けれど、吸きゆう血けつ鬼きからヒュージャックを取り返した妹の代わりとしてこの地を守ると約束したんだ。これぐらいの責務で音を上げてどうする。

「それでシャーロット。飛ぶ練習はもう止めたの？」

　──エアリスは頭を切きり替かえ、飛行の練習をしていた仲間を見つめる。

　空も飛べず、風も操れず、南方に来てからはずっとオークの魔法使いと共にいたらしい可笑おかしなピクシー。どうして一いつ緒しよに行動することになったのか、二人はどんな関係なのか知りたいけれど、シャーロットは何も語ってくれない。唯ゆい一いつ、教えてくれたのはずっと昔から、二人が一緒にいたことだけ。

「シャーロット……？」

　エアリスは当初、シャーロットに違い和わ感かんを抱いだいたことを否定しない。

　家いえ出で娘むすめは自分以外のモンスターが近付けば、明らかに恐怖を感じていた。

　理由を聞けば昔、怖い目に遭あったのだとか。過去を語るシャーロットの口振りにはかすかだが過去の恐怖らしきものが混じっていて、エアリスもそれ以上は聞かなかった。

　特にグリフォンのイーグルや、翼を持ったモンスターに過か剰じよう反応。

「あっそういうこと。全く……この子は……」

　けれど日時が経たつにつれ、この環かん境きように慣れてきたのか、シャーロットはヒュージャックで何が起きたのか、現在の状じよう況きようについてしきりに知りたがった。

　だから、伝えた。

　既すでに吸血鬼の一団は討とう伐ばつされ、ヒュージャックの王族が暮らしていたホワイト城はあの時活かつ躍やくしたモンスターが占せん拠きよし、エアリスといえど、迂う闊かつには近付けないこと。

　そして、全てを知ってからは──少しだけ、元気になったように思う。

「スローブが何をしてるのか、そんなに気になるならあっちに行けばいいじゃない」

「べ、別に気になってなんかいません！」

「そう？　練習に集中出来てないようだけど」

「エアリスさんの勘かん違ちがいです！」

　そして最近のシャーロットとくれば──ちょっと目を離はなすと、これなのだ。

　──こちらの話を聞きもせず、視線の先にはいつも彼の姿。今やオークの村の誰もが彼に夢中で、今だって彼の周りには大勢のオークが集まり、ブヒブヒと騒いでいる。

「ふーん。そういうこと言うんだ。言っちゃうんだ」

「な、何ですか……その顔……」

「私、知ってるのよ。貴方達が実は喧けん嘩かしてるってこと。でも、シャーロットが一方的に我わが儘まま言ってるだけじゃないの？」

「私、我儘なんか言ってないですから！」

「そう？　家出してからはスローブに生活を頼たよりっきりだったんじゃないの？」

「だから、私は家出したわけじゃないですから！」

　夜になると、彼は自分の下にこっそりとやってきて、シャーロットの様子を聞きにくる。それも毎日で、そこまで行けば、誰だって分かる。

　過去に、辛つらい目に遭ったらしいシャーロットを救い出したのは──彼。

　なのにシャーロットときたら、つれない態度を気取っている。

「いい加減、許してあげればいいじゃない。喧嘩だって大した問題じゃないんでしょ？」

「私にとっては大問題なんです！　ちょっとやそっとじゃ許してあげません！」

　彼女にとっては、自分の出生に纏まつわる問題で、ずっと騙だまされていたのだ。

　けれど──エアリスは気付いていた。

　一日の終わり。陽ひが落ちて、オークの村に帰った時。珍しく、彼が先に村へ戻っていた。大たい抵ていはオークキングと夜よる遅おそくまで出で掛かけているオークの魔ま法ほう使つかいが村にいて、シャーロットは目を輝かせて彼の下へ急ぎ……そして、何かに気付いたかのように足を止めた。

　今は目を伏ふせているが、喧嘩中であることを、あの一いつ瞬しゆんだけ忘れたんだろう。

　感情の移り変わりが、これ程分かりやすい子もそうそういないとエアリスは思う。

「シャーロット、実はとっくに許してるんじゃないの？」

「……エアリスさんの勘違いです」

「一体いつから喧嘩をしてるのか知らないけど、意地を張る時間が長すぎて、どうしていいか分からなくなってるんでしょ」

「そんなこと……ないですから」

　囁ささやくような声。

　案外、分かりやすい子だ。本人は否定するだろうけど、一緒にいればよく分かる。自分がスローブから魔法を教わっている時も、本当は近くにいたいのに近寄れず、この子はとっても不器用。そして、オークの魔法使いさんはとっても鈍どん感かん。

「はあ、やっぱりね。だったら私に任せてみなさい？」

　手の掛かる子だ。

　オークを慕したうピクシーなんて、ピクシーの歴史の中でも初だろう。けれど、手の掛かる子程、可愛かわいいとは言ったもので、そして、エアリスは歩いていく。




　大森林を小高い山脈が囲む、自然の大地ヒユージヤツク。

　悪魔を倒たおすためにやってきたと、エアリスにだけは教えてくれた彼の下へと──。

　それは束つかの間の平へい穏おんの筈はずだったけれど、悪魔の監視に戻ったグリフォンが再びエアリスの下へ急降下。不ふ穏おんな気配、こういう時はきっと何かがある。

「イーグル。どうしたの？」

「エアリス様。奴やつらが、ホワイト城の〝人じん狼ろうウルブズの一族〟が──来ました」
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　ちょうどその時、俺はブヒータと共にお昼ご飯を食べにオークの村へ戻もどっていた。

　いつもの青空食堂に並ぶ豚ぶた肉にくにがっついていると、これってオークにとっては共食いなんじゃ？　とか疑問を抱いてしまうが……オーク達は気にせず、バクバク食っている。ヒュージャックには嘗かつて飼われていた動物が沢山、森の中で繁はん殖しよくしているのだ。

　食事中は出来るだけゆっくりと味わって食べたいというのがモットーの俺だけど、ぞくりとする気配を感じればさすがにご飯から顔を上げる。オークの村が騒そう然ぜんとし始めたが、やっぱり腹が減っていたので食事を再開。すると、懐なつかしい声。

「スローブ様！　こんな時に何ゆっくりご飯食べてるんですか！」

「シャーロット？　……いや、食事中ぐらいは食事に集中したいって自分ルールがあってさ。それよりオーク達が興奮して騒さわいでるけど、何かあったの？」

「何かあったじゃないですよ！　ホワイト城から悪魔を倒すための討伐隊がやってきて、今エアリスさんと話し合ってるんです！」

「ほー、それはそれは。でも、オークの俺はそんな重要な会議には出られないだろうな」

「そうかもしれませんけど、とりあえず早くご飯食べ終わって下さい！　スローブ様だけですよ、そんなに吞気のんきに食事を楽しんでるの！」

「あっ、その討伐隊って奴らがこっち来るよ」

「えっ！」

「あいつらでしょ？」

　討伐隊がぞろぞろとオークの村を通過していく。

　空にはあのグリフォン。どうやら悪魔の下へ案内するようだな。しかし、あれは人狼の集団か。ホワイト城周辺に住む勢力で特に有名なのは「デーモン」「人狼ウルブズの一族」「剣鬼団ソードアツシユ」らへんって聞いてたけど、その内の一つが出てきたのか。

　俺も初めて見るがギラギラしている。物騒な剣を身に着けた人型の狼、戦いの経験も豊富なのだろう、それぞれが武装し、特にリーダー格っぽい人狼は逞たくましい。クルッシュ魔法学園を襲おそったあのサイクロプスと比べても体格で負けていない。

「へい、オーク。お前が、悪魔を倒しにやってきたとかいう……オークの魔法使いか？」

　だけど、人狼の中にはクルッシュ魔法学園を襲ったあいつよりもメッチャ、チャラい奴もいるようで。モンスターにも個性があるのは十分分かってるけど、こいつとはあんまり関わり合いになりたくないな。俺が黙っていると、そいつは喋しやべること喋ること。

「最近、人間がめっぽう来なくなって、飢うえてたんだ。だから──俺達でヤル。残念だけどオークの魔法使い、お前の出番はないよ。お前らがビビってる人間を俺らが倒してやるんだ──感謝しろよな？　っひっひ」

　ドスの利いた声でそう言って、去っていく。好戦的、そして残ざん虐ぎやくな意思。絶対に殺す、そんな未来を思い浮うかべているのか楽しげだ。獣けもののような笑い声をあげたまま、ホワイト城からの刺し客かくは去っていく。よっぽど、己の力に自信があるのか。変な奴らだけど、実力至上主義らしいモンスターの世界。この和わ気き藹あい々あいとしたオークの村が特とく殊しゆなのだ。

「ブヒ。昼飯取られたからって泣くな、ブヒ」

「奴らが悪あく魔ま倒してくれたら、昼飯ぐらいどうでもいいブヒ」

　オーク達は少しだけ憧あこがれの目を向けていた。

　もしかすると、倒せるかもしれないと思っているのだ。




　けれど、数日後。

　陽が完全に沈しずんだ夜。あのプライドが高そうなグリフォンが村にやってきて、オーク達がざわつき出した。グリフォンが村に来る理由はエアリスに報告せねばならないナニカが森で起きたからで、決まって良からぬことらしい。

　正直に言ってしまえば、グリフォンの来訪は俺の想像通りだったんだけど──。

「悪魔に仲間が──人の子が二人、悪魔と共にいます」

〝人狼ウルブズの一族〟全滅の報とは別に。

　エアリスへと報告された奴の言葉に、俺は言葉を失った。








間章　迷宮都市ゼネラウスへの旅路









　玉のような汗あせが次々に流れ落ち、また溢あふれ出す。

「…っつ……！　一体、どこまでついてくるんですの！」

「はぁはぁっ──も、文句言わず走れアリシア！」

「……そもそも、ヒュージャックを抜ぬけるなんて馬ば鹿か言い出したのは一体、誰だれよ！」

「俺だけど、ついてくるって言ったのはお前だろ！　俺は止めたぞ！」

　思えば、学園の外に広がる迷いの森は、何て都合のよい場所だったんだろう。

　モンスターは人間に怯おびえ、管理されていた。迷宮ダンジヨンが出来たことにより、あんなことがあったとはいえ、これからも迷いの森は魔法学園の勉強場所として使われるだろう。

「シューヤ、今度は紫むらさき色いろのスライムが！　ど、どうすればいいんですの！」

「スライムぐらいで騒ぐなって！　炎の矢フレイムアロー！　……ふう、これで一息吐つけるだろ」

　だが、この森は──どうだ？

　草木は荒あれ放ほう題だいで、嘗ては道だったのだろう一本道にまで枝が生えだし、地面はぐちゃぐちゃ。怪あやしげな木の実が生なり、極め付きには──。

「一息どころか、あ、来ましたわ！　沢たく山さんスライムが！」

「あっ！　おい俺を置いて逃にげるなよ！」

　モンスターに追いかけられながら、アリシアは思う。

　間ま違ちがった。

　あの時の気持ちは全部噓うそ。

　ただ、何かを決断したらしいシューヤが輝かがやいて見えたから、それだけの軽い気持ち。

　危ない綱つな渡わたりに自分から飛び込んだ。絶対に、よくない目に遭あうって分かっていたけど、ヒュージャック横断はあの黒こく龍りゆう騒そう動どうに比べたら大したことないってどこかで軽んじる自分がいた。

　──まだ、モンスター騒動の熱が収まっていないのはアリシアも一いつ緒しよだったのだ。

「シューヤ！　アンタ、ちっとも役に立たないじゃない！　何が俺に全部任せておけよ！　初めの自信はどこいったのよ！」

　そして、彼女は思い出す。

　モンスターに支配された国に入国したあの日からの軌き跡せきを。







　入国一日目。

　といっても、既すでにヒュージャックは国ではない。

　モンスターの領域で国境も曖あい昧まい。入国するのは冒ぼう険けん者か盗とう賊ぞくばかりで、初めはサバイバルみたいでワクワクした。自分達は魔法使いだし、シューヤは冒険者だ。ヒュージャックは見晴らしのよい草原地帯が暫しばらく続き、隠かくれて進めばモンスターに見つかることもないだろうと思っていた。

　──思っていたのだ。

「シューヤ。分かってると思いますけど」

「危険だったら引き返す、だろ？　分かってるって！　心配性だなあ、アリシアは」

「あのねえ……ここで、何人の冒険者や兵士が死んだか分かってるの？」

「分かってるよ、だから。こいつを手に入れたんだろ」

　そして、赤あか髪がみの少年が手にしたのは一枚の紙きれ。

「この地図にはモンスターの種類と生息地が細かく書いてある。どこを気を付ければ無事にヒュージャックから自由連れん邦ぽうに抜けられるかもバッチリだ。そのために隠し財産が空になったんだけど……迷宮都市ゼネラウスで稼かせげばいいか」

　商人が魔法学園の生徒のためなら、と。

　それだけじゃない。高価な秘薬も、毒を塗ぬり込んだナイフも、役立ちそうな物は手当たり次第、アリシアとシューヤは持ち合わせの財を擲なげうってかき集めた。

　──この逃とう避ひ行こうで、黒龍騒動の際に一歩も動けなかった自分を変える。




「この辺りはまだ平和。恐おそろしいのは一歩でも森に入ってから。気を引き締しめなさいよね」

　元々ヒュージャックはダリスやサーキスタのように発達した国でない。森の中に集落を作り、自然と共に生きる小国。閉へい鎖さ的で、大きな武力も持たない国。

　迷路のように入り組んだ道。余所よそ者ものであれば、分からないだろう。ヒュージャックの民が作り出した地図は難解で、読み解くことに苦労する。

　けれどヒュージャックに潜もぐる前。二人は何度も読み返した。必要な地理を頭の中に叩たたき込こみ、迷子にならぬよう最善を尽つくした──つもりだったのだ。

　思考はそこで中断。何故なぜなら森に入ろうか、という場所で、旅の同行者である彼が、また独り言を言いだしたから。

「え……？　あっちが近道なのか？　モンスターの気配……そうなのか？」

　旅の同行者はシューヤ・ニュケルン。

　存在しない誰かが見えている、とか。たまに独り言を呟つぶやく、とか。

　クルッシュ魔ま法ほう学園で、変人と称しようされている男。

「シューヤ……ぶつぶつ独り言は気持ち悪いからやめて下さる？」

「え？　俺、声に出してた？」

「出してたわよ！　ぶつぶつぶつぶつって」

「悪い悪い。久しぶりに声が聞こえたからさ。でも、ここから森に入るのが最短って地図にも書いてあるし──それに、思ったよりも、モンスターがいないな」

「だから、そういう甘あまい気持ちが──あれ、何か踏ふみましたわ」

　死んだように眠ねむっていたブラックベアーの尻尾しつぽを踏みつけたのはほんの偶ぐう然ぜん。眠りを覚まされたブラックベアーは、二人を追い掛かけ、道を逸それ森の中に入ってしまえば。

　──モンスター、いるじゃん。というか、多すぎじゃない？

　あちらこちらにいるじゃないか。国境沿いにはモンスターも少なく、ただ見晴らしのよい草原が広がるばかりだったのに。

　ようやく二人は自分達がとんでもない場所に来てしまったことに気付いたのだ。







　入国二日目。つまりは翌日。

　昨夜、偶然森の中に家屋を見つけた。

　モンスターが嫌きらう特注の香こう水すいを振ふり撒まき、昨夜は一歩も外に出ないことを決めた。そして太陽が昇のぼるよりも早く起き、家の周りにモンスターの気配がないことを確認すると二人は出かけた。

　地図によると、真っ直すぐ森を突つっ切きれば、自由連邦に到とう着ちやくするらしい。何も困難がなければ、一週間ぐらいでヒュージャックを抜けられるとシューヤは断言。いつもは頼たよりにならないシューヤだけど、見直した。勿もち論ろん、本人には言わないが。

「貴族なのに、アンタってやっぱり変わってるわね。冒険者登録してるのもそうだし、無茶するのもそう。ダリスって、家いえ柄がらで将来が決まるんでしょ？」

「貴族だからって冒険者になっちゃいけないって決まりはないだろ？　それに男だん爵しやく家出身でも、軍でのし上がった人は大勢いるんだ。特にこのヒュージャックの調査任務を任されてる軍人さんなんて、若くして抜ばつ擢てきされたんだぜ」

「ふーん。詳くわしいのね」

　自分も彼らのようになりたいんだ、と。

　そう言うシューヤはちょっとだけカッコよかった。







　けれど、昼間。

　澄すんだ泉を見つけ、身体からだを洗う。気持ちよかったし、自由だと思った。魔法を使えば、身体の汚よごれは取れるが、気持ちの汚れまでは落ちない。

　サーキスタに戻もどれば感じられなかっただろう解放感。

　この辺りからだろう。

　順調だったことで、シューヤがモンスターを倒たおしながら進みたいと調子に乗り始めたのは。

「余計なことしないって言ったじゃない！」

「ちょっとぐらいならいいだろ！」

　ヒュージャックに潜せん入にゆうすると、多くのモンスターの死体を見つけた。冒険者か、兵士の仕業だろう。冒険者は力試しのため、兵士はヒュージャックに集うモンスターの状じよう況きようを監かん視しするために潜る機会が多々ある、ということは知っていた。サーキスタも定期的に兵を送り込み、状況の把は握あくに努めている。

　当初、アリシアはシューヤを窘たしなめた。モンスターと戦うなんて迷宮都市ゼネラウスに着けば幾いくらでも出来るじゃないと。でもシューヤは見るからに驕おごり高ぶっていた。




　シューヤがぐちぐちと煩うるさいので、アリシアは勝手にすればと言った。

　そして、シューヤの行動は、完全に間違いだった。

「ファイアボール！　ファイアボール！」

「アンタ。そればっかり！　ゴブリンにも見切られてるじゃない！」

　弱そうなゴブリンに喧けん嘩かをしかけ、すぐ他のモンスターに見つかり、シューヤは逃げながら戦った。

　シューヤの魔ま力りよくが尽き、そこからは逃げた。逃げ続けた。

「バカじゃないの？　アンタ、バカじゃないの!?」

「アリシア！　お前も魔法使えって！」

「私は水の魔法使い！　アンタが怪け我がしたら誰だれが傷を治すのよ！」

「……そんなこと言ってる場合じゃないだろ！　……え？　何だって？　ええええ」

「だから独り言はやめてって！　誰と喋しやべってんのよ！　気持ち悪いのよ！」

「いや、独り言じゃない！　俺は、話し合ってるんだ！　え、ゾンビ系モンスターがやばい？　って、何でゾンビソルジャーがいるんだ。う、うわあああああああああああああああ!!　逃げるぞアリシア！　こっちだ！」

　早速、アリシアは後悔した。ついてくるんじゃ、なかった。今すぐにダリスに戻ろうとシューヤを説得するが、もう道も分からない。シューヤが聞こえるらしい謎なぞの水すい晶しようの声を頼りに歩く。もう、どうにでもなれとアリシアは思った。

「ちょっとシューヤ！　骸がい骨こつ！　今、骸骨がありましたわ！」

「骸骨ぐらいあるだろ！　ここはあのヒュージャックだぞ！　モンスターに占せん領りようされた国！　サーキスタやダリスが何度も取り返そうとしてもその度に失敗してるんだ！　あ、おい見ろよ、ちっさいワームがいるぞ！　あれなら倒せそうだ」

　人の手が入らない自然。草むらから丸っこいワームの姿が見えて、何だ思ったより小さくて拍ひよう子し抜ぬけ。驚おどろかせやがってとシューヤが近づいたら、上からドカンと落ちてきた。

　ワームの成体。でかい。ワーム種は成長速度が速いことは知っていた。だけど、でかすぎじゃない？

　シューヤがアリシア！　と叫さけんだ頃ころには、彼女はもう逃にげていた。

　薄はく情じよう者と罵ののしる余よ裕ゆうもなく、シューヤも走り出した。

　逃げるために。生きるために。




　葉の隙すき間まから覗のぞく夜。

　月だ、月明かりが今の自分達を支える唯ゆい一いつの味方。微かすかな光が示す先へ、二人は走った。虫が鳴いている。暗くら闇やみの中で、モンスターだろう赤い両目が、何度も見えた。

　恐きよう怖ふで、心臓がギュッと摑つかまれたようだ。吐はき出す吐と息いきの音が、やたらと大きく聞こえた。どこで間ま違ちがった？　全部だ。ヒュージャックを通り抜ぬけるなんて考えが、そもそも間違いなんだ。生きたまま、この森から抜けられたら、シューヤにははっきりと現実を伝えてやろうと、アリシアは決意した。綺き麗れいな石マニアで、オカルトマニアのアンタが、アイツぐらい強くなれるわけがないんだって。

　だって、アイツは子供の頃から凄すごかった。むしろ、子供の頃が全盛期。最近は少し盛り返してるみたいだけど、やっぱり一番はあの頃。だって、貴族なのに大国サーキスタの第二王女である私の婚約者フイアンセになれたわけだし？　それって凄いことなのよ。

　……あれ、そう言えば、そこんとこ、どうなってるんだろう。婚約関係はまだ続いてるんだろうか？　なんて考えて後ろを振り返ったら、あの巨きよ大だいワームがすぐ後ろに！

　ずっと一体の巨大なワームに追われている。

「最悪最悪!!　やっぱりついてくるんじゃなかった！」

「ついてくるって決めたのはお前だろアリシア！　ていうか、俺は散々反対したぞ！」

　──死。

　あの時、学園で感じた、絶望感。王族である自分が、死ぬなんてあり得ないと思っていた。でも、これは違う。家出だ。そう、家出して死ぬなんてばっかばかしい。それにあの龍りゆうと比べればワームなんて弱い。「むぎゅうううううう」その鳴き声、何？　あ、ダメだ。怖こわい。ていうか、ワームの癖くせに速い。芋いも虫むしってのはもっとこう、遅いんじゃないの？　のろまで、踏み潰つぶしそうになる生き物。それが大きくなるだけで、あんなに速くなる？

「シューヤ！　草原に出ましょう！」

「ダメだ！　こういう時は慣れない場所に行くなって師し匠しようが言ってた！」

「師匠？　誰よ師匠って！」

「冒ぼう険けん者のセッセン師匠だ！　俺に冒険者としての心得を教えてくれた人だよ！」

　そんなモンスターが暮らす楽園、ヒュージャック。

　こんな世界で、人間が生きていけるわけがない。やっぱりシューヤについてくるんじゃなかった！　下らない感傷に乗ってしまった自分も自分だけど！

　ああ、ダメだ。てか、セッセン師匠って誰よ。

　どうでもいいことで、怒おこる気力すらもう湧わかない。

　息がきつい。足は今にももつれそうだ。万事休す、ぁぁ、ごめんなさいお父様、お母様。私、ダメな娘むすめでした。大人しく家に帰っておけばよかった。

「……シューヤ、待って。ワームの気配が、ない」

　アリシアは止まる。

　背後から迫せまりくる気配が霧む散さん。ワームがぼけっと止まっている。目の色も赤から緑に、つまり興奮していない。あれだけ怒いかり狂くるってたのに。

「……私達を、捜さがしてる？」

　そのままワームはきゅーんとか、くうーんとかやけに可愛かわいい声を出して、のそのそと森の中に帰っていく。数歩後ろにいるシューヤも呆気あつけに取られている。というか、何してんのよ。助けなさいよ。何で、私よりも先に逃げてるのよ。私、王族なんだから私の盾たてになりなさいよ。こいつ……やっぱり頼りにならない。

「……アリシア、今のって」

「闇やみの魔ま法ほうに間違いないと思う。でも、シューヤ。アンタじゃないわよね？」

「俺に闇の魔法が使えるわけないだろ」

　闇の魔法。

　光の魔法が肉体を強化することに適しているのに対して、闇の魔法は心に関かん与よする。光の魔法使いが尊ばれるダリスでは余り見かけない、学園の先生方でも出来なそうな、高度な闇の魔法がワームを襲おそったのだ。

　一体誰が──。

「何だ、魔法使いだったのか」

　声が聞こえた、けれど人ひと影かげは見当たらない。

　上から降り立つ影。

　顔に塗と料りようをまぶした、見るからに逞たくましい男が大樹の上から降り立った。

　二人の下に現れた男は名乗りすらせず。

　生きる気があるならついてこいと、それだけ言うと、道を外れ木々の奥へ歩いていく。




　夜になれば霧きりも出る。

　夜だからこそ活動するモンスターもいる。凶きよう暴ぼうで狡こう猾かつ。視界の悪い夜に活動するのは好ましくない。なのに、この男は、堂々と火を焚たいている。

「お前達も災難だったな。あれは異様に執しゆう念ねん深い。それより、食わないのか？」

　煙けむりや明かりにモンスターが引き寄せられる心配はしないのか？　けれど男はテキパキと、料理を開始。その仕事ぶりは、常にモンスターに怯おびえていた二人にとっては目を見張る堂々っぷり。二人は木の葉が揺ゆれ動うごく音さえも、恐怖に感じていたというのに。

「ん？　ああ……火を焚くのは、美味うまい飯を食う以外にも理由がある。俺はな、誘さそっているんだよ。モンスター共に自分の存在を教えているんだ。この肉は今朝捕つかまえておいた、鳥の肉だ。美味いぞ」

　夜の闇は、弱い自分を浮うかび上あがらせる。

　それなのにこの男は、怖いことなんて何もないさと笑ってみせるのだ。

　肉をかじる、炎ほのおに照らされた横顔。強ぶっているとも、思えなかった。

　ワームから自分達を助けてくれた屈くつ強きような男。このヒュージャックで初めて出会った人間。

「……食わないのか？」

　荷物を捨て、逃げていた二人はそこで思い出した。

　自分達がとてもお腹なかが空すいていたことを。







　極度の緊きん張ちよう状態を、火が温める。

「で、だ。幾ら魔法が使えるといっても、子供二人が忍しのび込むにはヒュージャックは危険すぎる。お前達は命知らずか、バカなのか。それか、自殺志願者か。森の深層部にはオーガの群れや、オークキングが統治する村。ホワイト城近くにはデーモンや人じん狼ろうの一族まで、何でもありだ。さらに空には、お前らには見えないかもしれないがグリフォンがヒュージャック全体を監かん視ししてやがる……何だ。お前ら、グリフォンの存在に気付いてすらいなかったのか」
















　シューヤは空を見上げ、男の言葉通り空に佇たたずむその姿を確認した時、ぞっとした。

　教えてくれた男に、言葉を返す余裕もなかった。

　さらに、オークキングが統治する村など、何百体のオークがいるかも予想出来ない。

　改めて自分達がモンスターの国にやってきてしまったんだと、二人は実感する。自分達の力量でヒュージャックをたった数日でも生き抜いたことが、奇き跡せきだと男は言う。

「まさかとは思うが、噂うわさを聞いて侵しん入にゆうしたのか。とても、そうは見えないが」

「噂って、何ですか？」

「……道中で、人間の死体が幾いくつもあっただろう。以前にもましてモンスターの動きが活発化している。それに最近、ドラゴンが目覚め、多くのモンスターがやられた。奴やつらも気が立っている。そんな時期に、お遊び気分でヒュージャックに潜もぐるなんて、正気の沙さ汰たじゃない」

　ぞぞぞと、鳥とり肌はだ。

　そういえば、いた。二人は道中で沢たく山さんの人間の死体を見ている。

「……サーキスタの兵士もいましたわ」

「兵士を送り込んでいるのはダリスが主だが、各国の兵もいる。モンスターの動きが活発化している原因を調査しに来たんだろう。だが、死んだ。軍で鍛きたえられた調査団でさえ呆気なく死ぬ。そんなものだ。それで？　見たところ魔法使いのようだが、あれしきのモンスターに手間取るようでは自殺行こう為いだ。だからこそ、知りたいがな。お前達は一体、何を目的にヒュージャックに？」

「俺達は……あの、迷宮都市ゼネラウスへの近道にって」

「……近道？」

　余程、想定外の答えだったのか、男は声を上げて笑った。

「まさかダリスから自由連れん邦ぽうへ向かうためにヒュージャックを突つっ切きる？　呆あきれたな、正気じゃないぞ貴様」

「今なら、馬ば鹿かだったって思います。舐なめてました」

　冷静に考えれば、シューヤだってどれだけ自分が馬鹿だったのか理解出来る。魔法学園の外に住むモンスターなんて、本物じゃなかった。あれは、人里に迷い込んだモンスターだ。

　けれど、今。立場は逆転した。

　自分から、迷宮ダンジヨンとも違うモンスターの領域に入り込んだ。

　でも、あの時はそれが一番正しいと思ったのだ。強くなるための近道だと思ったんだ。夜の闇の中で冷静になる。思い上がっていた。

　自分はスロウ・デニングのように、誰かを守れる程、力のある人間じゃない。

「アリシア。お前を巻き込んでごめん……」

「別にシューヤが気にする必要はありませんわ。ついていくと決めたのは私ですから」

　男が興味深そうに二人を見つめてくるので、二人は何だか気き恥はずかしかった。

「あの……名前は」

「名乗る気はない」

「えっと……一人なんですか？」

　見たところ仲間はいない。

「俺は、シングルの冒険者だ。冒険者ギルドから、特別クエストを受注している。目的は……オークの村の壊かい滅めつ。あれがこのまま巨大化すれば周辺国家にとって大きな脅きよう威いとなるだろう」

「あの。それってどのあたりですか？　俺達、実は地図を持ってるんですけど」

「貸せ」

　取り出した地図を男は、ひったくるように奪うばい取とる。

　だが、一目見るだけで呆れたように二人の顔を交こう互ごに見た。

「お前達……まさか、こんな紛まがい物ものを信じているのか？」

「え。でも、これが今一番正確な地図だって」

「オークは確かに幾つかの集落に分布する習性を持つが、このヒュージャックに集うオークは違う。奴らは今、コリンズの村と呼ばれた一か所に固まっている。また、デーモンはホワイト城周辺にしかいない。フェンリルは既すでに俺が殺した……グリフォンは逃のがしたが、グレムリンの巣も俺が潰している。オーガは……確かにホワイト城に巣食っているが、使役しているのはケルベロスだ。こんな曖あい昧まいな情報をお前達、馬鹿正直に信じたのか？　全くもって救い難い。これは、数か月前は正しかったのだろうが、この地の情勢は目まぐるしく変化している。何の役にもたたん」

　言い切ると、男は紙を破り棄すてる。

「あー！　それ、幾らしたと思ってるんですの！」

「俺がお前達を自由連邦との国境沿いに連れていってやる。それで文句あるまい」

「え、本当ですか!?」

「シューヤ！　……ちょっと待ちなさい！　助けてくれて……国境沿いまで連れていってくれるのは嬉うれしいですけど、名前も言えない貴方あなたのことなんて信用出来ませんわ」

「当然の反応だな。しかし、お前達に選せん択たく肢しはあるのか？　この場からダリスに戻もどるのはあのようなワーム一いつ匹ぴき対処出来ないお前達では不可能だ」

「それは……」

「お前達は愚おろかだが、勇気がある。さらに俺に救われたという、運も持ち合わせている。見捨てるには惜おしい。それだけだ」

　それきり、男は黙だまり込んでしまった。

　闇の魔法使いに近寄るなと教えを受けているアリシアの機き嫌げんが露ろ骨こつに悪くなったが、選択肢はないのだ。

「今日はゆっくりと身体からだを休めろ。俺が、番をしてやる」







　ヒュージャックに潜せん入にゆうしたら、どれだけの実力者であろうとモンスターに見つからぬよう、行動する。

　シューヤはそれが、この地における定石、当たり前だと思っていた。

「昼間のブラックゴーレムなんぞ、恐おそるるに足たらん。夜にならなければ、やつらは本来の力を出せん。シューヤ、お前は冒ぼう険けん者でありながらそんな常識も知らないのか。ゴーレムはこのように」

　は、え……？

　今、ゴーレムの身体に乗り移ったよな？　そこから、どうやって。何でゴーレムは活動を停止した？　分からない、分からないことばかり。

　これがロコモコ先生が授業で言ってた実戦経験の違ちがいってやつなのか？

「──頭ず蓋がいの中に存在する核かくを穿うがてば死ぬ。怪かい力りきだが、知能も低くのろまだ。何故なぜ、魔ま法ほうに頼たよる必要がある。シューヤ、お前は無む駄だが多すぎる。行動する前に一度、頭で考えろ」

　ヒュージャックへ潜入一日目のシューヤ達は、モンスターに見つかるとすぐ魔法を使い牽けん制せい。倒たおせるものには止とどめを刺さし、逃とう走そうにさえ魔法を使った。

　自分には魔法以外の攻こう撃げき方法はないと考えていたから。

　お陰かげで二日目は疲つかれからか、ろくに動けなかった。

　だけど、男は魔法を使うことなく一つの矛ほこでモンスターを仕留めに掛かかる。ゴーレムの急所を的確に突き、核を壊こわしてみせた時は驚おどろきよりも恐きよう怖ふが勝る。

　それは一方的な暴力。

「このように──ヒュージャックには多種多様のモンスターが生息している。大半は北方から争いを逃れ、逃にげてきた落ちこぼればかりだが、それでもこの地は一種の迷宮ダンジヨンといっていいだろう。理解したか、シューヤ、むやみやたらに魔法を唱えるのは半人前にも劣おとる。常に力を温存するために、魔法に頼るのは最低限にしておけ。むしろ、魔法を連発しなければいけない敵ばかりの戦場なら、力不足と考えろ」

　名前も身分も教えてくれない。

　でも……凄すごすぎる。アリシアなんかは怪あやしいなんて言ってたけど、ヤバいだろこの人。冒険者で尊敬する人には沢山出会ったことあるけど、こんなに異質な人は初めてだ。




　しまいには男の姿を見ると、モンスターが逃げていく。

　男はまるでこの地にいるどんなモンスターも自分の敵にはなり得ないという、圧あつ倒とう的な自信があるようだ。しかし、現にその通りなのだから言葉も出ない。

　一度、シューヤは滞たい空くうするモンスターを見つけ、腰こしを抜ぬかしかけた。

　高位モンスター、空の捕食者グリフオン。

　知能が高く、空からの強きよう襲しゆうは非常に危険で、避さけることはほぼ不可能。

　しかし、こちらの様子を窺うかがうだけで攻撃してくる様子もない。男は一度、奴を殺しかけたが、逃げられたという。だからあのグリフォンはああして、俺を殺す機会を窺っているんだろうと笑いながら語った。

　それからもシューヤが絶対に会いたくないと考えていたゴーレムを、ケンタウロスを、もし気配を感じたらすぐに逃げようと思っていたモンスターを、蹴け散ちらしていく。

　大木の幹さえも簡単に締しめ上げられそうなバジリスクが微び動どうだにしない。シューヤとアリシアが蛇へびに睨にらまれた蛙かえる状態で硬こう直ちよくしていたら、バジリスクは闇やみの中で男と視線をまじわらせ、ゆっくりと逃げていく。何だよこれ、どういうことだよ。

「見たかシューヤ。あれが視線で人を殺すとも言われるバジリスクだ。ヒュージャックにいるモンスター等など、本物ではないと言った意味が分かっただろう」

「……」

　何だよ、これ。全然分からねえよ。

　だけど、憧あこがれた。憧れないわけがない。

　シューヤは、力を求めている。そのために迷宮都市ゼネラウスへ向かっているのだから。

　迷宮都市ゼネラウスで経験を積むよりも、この男についていった方が、強さへの近道なんじゃないかと思ったが、男は何も教えてくれなかった。「弟子だ？　何を馬鹿言っているシューヤ」と相手にされなかった。

　だけど道中、男は教えてくれた。

　冒険者としての心得を。

　シューヤの魔法より素早く、闇が襲おそう。初めて見る闇の魔法。だけど、モンスターを足止めする、それだけの効果しかない。絶対、もっと色々な魔法が使えるハズなのに。

「あの、杖つえを持っていないんですの？」

「持っていない。と、いうより使ったことがない。何だ、その顔は。……そうか。こっちでは、それが一いつ般ぱん的か。だが、ダリスの王室騎士ロイヤルナイト達も杖は持っていない筈はずだ。奴らが持つものは剣けんを模した杖、俺と何ら変わりはあるまい」

「変わりはないって……なら、貴方のそのナイフ。まさか、魔法鉱石で……いえ、そうなんでしょうね…………はあ、一体、何者なのかしら」

「俺もお前達の正体については聞いていないだろう、お互たがい様さまだ。しかし、何故そう杖に拘こだわる。多くの魔法使いの杖は精せい霊れいが好むドールネム大森林から切り倒した木々で作られているが、効率的ではないだろう」

「それは、邪じや法ほうですわ。杖は、杖としての形を持つから、貴族としての意味を持つ」

「成る程。お前の意見は実に、体制側らしい意見だ。だが、別に構わないだろう──魔法鉱石を用いれば、それが杖の代用になる」

「魔法鉱石は一般市民に手が届くものではありませんわ。……何でシューヤ、黙り込んでるのよ、アンタの家いえ柄がらで手に入るわけないでしょ……シューヤ？」

　……ずっと疑問に思っていた。

　魔法使いと言えば、杖。それが常識だ。でも、あの人は何か問題があるか？　と言ってのける。騎き士し国家の王室騎士ロイヤルナイト。優ゆう秀しゆうな魔法使いを騎士として再教育し、王室を守る盾たてとする。誇ほこりを胸に、杖じよう剣けんを持つ魔法騎士。そして、シューヤもいつか、ああなりたいと思う一つの理想。アリシアには、言っても分からない。こいつは……魔法学園でも一応、優等生の部類だから。

「……分かってるよ。うるさいな。でも、あの。てことは、そのナイフって魔法鉱石が使われてるってことですよね」

　男は僅わずかに口角を上げるのみ。多分、肯こう定てい。でも、言葉にはしない。本当に不思議な人。強いが、何も語る気はない。一人でオークキングの村を壊滅させるってぐらいだから、尋じん常じようじゃない。

「しかし、シューヤ。お前は筋がいい。戦い方は誰だれに習った？　冒険者仕込みじゃないな」

「……家庭教師から一通り」

「家庭教師？　南では、戦せん闘とう訓練の家庭教師がいるのか？」

「実は俺、貴族なんです。ダリスの……爵しやく位いは高くないですけど」

　男は目を丸くした。

　アリシアはシューヤの背中をこづいた。身分は秘密だったハズだ。面めん倒どうに巻き込まれないように、自分達は魔法の使える平民だと偽ぎ証しようする。それが約束。

　貴族なんて言えば、身代金を取られることだってある。サーキスタでは迷宮ダンジヨンの中で王族を助けた冒険者に、大金を出せと強請ゆすられた例もあるのだ。

「騎士国家ダリスの貴族か……。何、安心するがいい。俺はまるで興味がない」

　シューヤは、男が自分の身分を知っても態度を変えないでいてくれるのが嬉しかった。







　目的地への旅は順調、その一言に尽つきる。

　男は数か月ヒュージャックで暮らしていたと言うだけあり、モンスターの気配に非常に敏びん感かん。足あし跡あとや縄なわ張ばりを示す痕こん跡せきを注視し、教えてくれる。夜も、警けい戒かいのため、番をしてくれる。だけど、時折、危険なモンスターがいると分かれば、消えて退治してくれる。

　恐怖しかなかった道中は、安あん堵どが心の半分を占しめるまでになっていた。

　けれど、男はオークの姿を見れば、警戒を強めた。

「オーク！　俺だってオークぐらいなら！」

「ヒュージャックのオークにはまだ手を出すな」

「……どうして、オークに手を出しちゃいけないんですか？」

「俺が目的にしているオークの村がある。あの村のオークに手を出せば、奴やつらが警戒して北に逃げるかもしれん。それは避けたい。オークの村をもっと太らせてから……一いち網もう打だ尽じんにする。ヒュージャック中のモンスターが集まってくれれば、有り難いが……それにオークの魔法使いなんて変わり種も現れだしているようだしな」

「……オークの魔法使い？」

「オークでありながら魔法が使えるという、異常個体だ」

　獰どう猛もうな笑いで、男を慕したうシューヤですら肝きもが冷えた。

　闇の魔法使いだからって、そこまであけっぴろげな態度を取らなくてもいいんじゃないかと思うけど？　アリシアなど、露骨に警戒している。

　一体、この男は何者なんだろう？　幾いくら考えても、答えは出なかった。







「このまま行けば、明後日あさつての夕刻には自由連れん邦ぽうとの国境沿いに着くってよ、アリシア」

「……そうね」

　夜に、安全を感じられることが出来るとは思わなかった。

　たとえ民家の中に隠かくれているとは言っても、モンスターが入り込む可能性は捨てきれない。しかし、今は男が付近の警戒を買って出てくれた。

　お陰で、二人は安心しきって、語らうことが出来たのだ。

　けれどアリシアにとって、あの男は近寄り難い雰ふん囲い気きを感じずにはいられない。

「シューヤ、最後まで気を許しちゃ駄だ目めよ」

「お前さあ、幾らなんでも警戒しすぎじゃない？　助けられてばっかりなのにさ」

「だって、あの男……絶対に可笑おかしいわ。たまに、自分が南方の人間じゃないみたいな口くち振ぶりだし、冒ぼう険けん者なのに迷宮都市ゼネラウスのダンジョンもよく知らないだなんて……それに杖以外を使うのは邪法よ。絶対まともな人間じゃないわ」

「王室騎士ロイヤルナイトだって杖じよう剣けんを使ってるだろ。あの守護騎士ガーデイアンだって、杖じゃなくて付与剣エンチヤントソードだ」

「王室騎士ロイヤルナイトも守護騎士ガーデイアンも、元はダリスの貴族。相応の訓練を受けてる。自分の素性を全く語らないのだって、何か疚やましいところがあるからに違ちがいありませんわ」

「それはお前も同じだろ」

「私は立場があるもの。冒険者だっていうのも怪しいわ。それにいい？　あの男は魔法鉱石で出来た武器を持ってるのに冒険者として無名なんでしょ？　可笑しいわ、あの武器がどれだけ価値があるかアンタ、分かってんの？　もしかしたら王室騎士ロイヤルナイトの武器よりも凄いかもしれないわ」

「……冒険者の中に隠れた英えい雄ゆうがいても可笑しくないだろ。少なくとも、あの人は強い。そして、俺達は今、助けられてるんだ。悪い人じゃないだろ」

「だから不気味なのよ。何の見返りもなく私達を助けるなんて、気まぐれにしては度が過ぎてるわ」

「……」

　シューヤはアリシアの忠告が一言も頭に入らない。

　学園にいて、強くなれるのかとずっと疑問だった。領地が隣となりであるグレイトロードと言い合いをし、あの豚ぶた公こう爵しやくと喧けん嘩かする。そんな毎日は楽しかったけれど、強さには繫つながらない。今はあの人の動きを、生き方を真似まねする。

　それが、シューヤには強くなる秘ひ訣けつに思えてならなかった。だけど、アリシアが不安に思う気持ちも十分に理解出来る。だから──。

「……分かった。じゃあ明日の朝、別れることにしよう。さすがにここまで来たら、後は自力で自由連れん邦ぽうまで行けるしな。それならいいだろ？」

　渋しぶ々しぶ、アリシアは頷うなずいた。

　二人とも、自分達の会話が彼に筒つつ抜ぬけだとは想像にもしていない。




　孤こ高こうの男は大樹の太い枝に腰こしかけ、爽さわやかな風を頰に受けた。

　寝ね静しずまった二人の吐と息いきを確認し、魔ま法ほうを打ち切る。

「──闇やみの魔法はお前達が考えるよりも遥はるかに奥深く、便利なものだ。しかし……あれだけ信しん頼らいされれば毒気が抜けるものだな」

　……特にシューヤ。

　あいつは自分のことを盲もう目もく的てきに信頼し、今は安心しきった寝顔をさらしているのだろう。度し難い馬鹿、今のモンスターで溢れるヒュージャックに、他人の身を案ずるお人好しが存在するワケがないだろう。

「北と南は何もかもが違いすぎる。学の無い俺とて、奴やつぐらいの年であれ程の世間知らずではなかった筈はずだが……」

　しかし、嫌きらいにはなれない。貴族の出にしては大層な根性で、見込みがある。

　だからこそ、楽しみだった。己を冒ぼう険けん者だと信じ込んでいる奴に、真実を伝えればどうなるか。

　この身は騎き士し国家で言えば──公爵家の直系にも匹ひつ敵てきする権力者。

「闇の大精せい霊れいが無知な俺を助けたように、俺がお前を助ける理由は気き紛まぐれ……やはり、理由を見つけるのは難しいな」

　男はシューヤと己を重ねていた。

　嘗かつては北方をまたにかける暗殺者としての過去を持つドストル軍人。

　しかし若かりし時、無む謀ぼうの先で逃のがれられぬ死と出会い、上位者の気紛れによって運命が変わった過去を持つ男。

　もし、未来が変わった瞬しゆん間かんがあると言うならば、あの日あの時が全てに違いない。

「どちらにせよ、このままじゃ一方的な蹂躙ワンサイドゲームに変わりはない──」

　単たん騎きにて戦場を駆かけ抜け、単独で踏とう破はした迷宮の数は片手で足りず。

　北の社会で暗殺者として名を上げた男は、魔ま人を倒たおしたことでさらに名声を高める。

　初めてゴブリンを倒した時の達成感、初めてオークソルジャーを倒した時の成長の実感、初めてアイスゴーレムを倒した時の高こう揚よう感かん、そして一いつ匹ぴきの逸はぐれ魔人エルフを倒した時、遂ついに彼はドストル帝国の軍人となった。

　身体に刻まれた勲くん章しようと共に生死の狭はざ間まへと墜おちていき、しかし男の人生はある日を境に反転した。

「シューヤ、チャンスは与あたえている。お前が俺の正体に、俺の役割に気付き、俺を殺せば運命は変わる。だが全ては仮定を逃れない。そんな虫のいい奇き跡せきは起きちゃくれない。お前は俺の真実に何も気付かない。それがあるべき未来」

　たった一人の少女の命にしては、莫ばく大だいな金が動いていた。

　けれど疑問を抱いだくこともなかった。少女が帝国における重要人物の関係者であれば、恨うらみを持つ者は掃はいて捨てる程存在する。それに青年にとっても力を全面に押し出した帝国のやり方は気に食わない。だから青年は実行犯として彼女の暗殺を実行、帝てい都とでお忍しのび中の対象に迫せまる。彼女は無防備、必殺の魔法を使う必要すら感じられなかった。

　そして青年は現実離ばなれした美しさを持つ少女に、屈くつ服ぷくさせられた。

　何が起きたか理解も出来ず、地面に這い蹲り、その場から離り脱だつを図ろうとして──彼女の正体を理解した瞬間、青年は何もかもを諦あきらめた。そう、もう終わりだと悟さとったのだ。自分が命を狙ねらった少女は──あの、闇の大精霊ナナトリージユ。

「これだけの隙すきを見せているにも拘かかわらず──まだ出てこないとは。お前らは腰こし抜ぬけか？　出て来い。ずっと、俺の後を付けてきてるのは分かってる」

　男は枝から飛び降り難なく着地、闇の中へ声を掛ける。

　光届かぬ、黒霧きり内に蠢うごめく気配あり。

　数日前から数人の人間が自分を追っている。あの二人は気付いていないだろうが、男にはバレバレだ。

　恐おそらくは、自由連邦の冒険者。

　霧の中からスッと現れる人ひと影かげを見て男はやはり、と呟つぶやいた。

「ここまで瓜うり二ふたつとくれば、言い逃れは無用。貴公はここのところ、ヒュージャックを荒あらしている武者で間ま違ちがいあるまいな」

「さあ、人ひと違ちがいかもしれんぞ」

「……どこからヒュージャックに迷い込んだかは聞かぬ。我が名はＡ級冒険者、カタナ。されど、迷宮都市ゼネラウスより承った特別クエストにより、貴公をこれより討とう滅めつする」

「迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターと言えば、紅蓮の瞳ウルトラレツドか。さすがＳ級冒険者ともなると見る目がある。俺の正体に気付いているか。やっと骨のある奴を送り込んで来やがった。だけど、なあおい。あっちで子供が寝ねているんだ。静かに、頼たのむぜ？」

「……殺せ。紅蓮の瞳ウルトラレツドはこの男を討った者に、莫ばく大だいな報ほう奨しようを設定した」

　冒険者パーティが音もなく消え、戦せん端たんが開かれる。

　ドストル帝国軍人。

　ルーニー・ブロウは自分を捕ほ縛ばくしに来た迷宮都市ゼネラウスのＡ級パーティに向け、牙きばをむいた。

　しかしシューヤ・ニュケルンも、アリシア・ブラ・ディア・サーキスタも、外で戦いが起きているなど夢にも思わなかった。







「二人でこの先進むって……本気か？　シューヤ」

「はい、昨夜、話し合って決めたんです。俺達もずっと、甘あまえっぱなしじゃいられないって。モンスターへの対処も、危機察知も少しは出来るようになりました。無む駄だな戦いも避さけて、国境に向かいます」

「……そうか。好きにしろ」

　ここからなら自分達でも行けるとシューヤは宣言した。

　自由連邦との国境沿いに近付けば近付く程、モンスターの数は減り、出てくるモンスターのレベルも低くなる。また危険な目に遭あう可能性がないとは言えないが、自分達の弱さを自覚した今なら以前よりもずっと安全にヒュージャックを踏とう破は出来るだろう。

「……と言いたいが、まだ危険地帯は抜けていない。別れるのは明日の朝にしろ」

　男は初めて出会ったあの頃ころより、明らかに逞たくましくなっている二人を見て、目を細めた。







　別れの夜。

　今までは運良く廃はい棄きされた民家を見つけることが出来たが、外で身体を休めるのは初めてだった。水の魔法で簡単に汚よごれを浄じよう化かし、薪まきの火をじっと見つめる。固い地面の上で寝るのは初めてで、憂ゆう鬱うつな気分でアリシアは突とつ然ぜん立ち上がったシューヤに声を掛ける。

「シューヤ、どに行くの？」

「さっき、冒険者の死体を見つけただろ。弔とむらってくる」

　ヒュージャックでは時折、冒険者や兵士の死体が野ざらしで放置されている。この世は弱肉強食であることを、まざまざと見せつけられる瞬しゆん間かんであった。

　その度にシューヤは火の魔法を使い、死体を供養する。人の世界ではないモンスターの世界。自分達もあの人と出会わなかったらこうなる可能性があった。

「じゃあアリシア。俺はちょっと、行ってくるから」

　シューヤが霧の中に消えていく。

　薪を囲みながら、アリシアはシューヤの帰りを待つ。男は必要最低限以外のことは語らない。そのため男を慕うシューヤがいなくなれば、沈ちん黙もくしかない。

　アリシアはシューヤ程、この男を信頼していなかった。

「お前の考える通りだ。あいつは、甘すぎる」

「えっ」

「見ず知らずの冒険者など、放っておくべきだって言いたいのさ。奴やつらは死を覚かく悟ごで、ヒュージャックにやってきた。それに命を助けられたからと言って、俺を信じすぎている点もそうだな」

　考えを見み透すかされていたのかと、アリシアはぞっとした。

「俺にダリスの貴族だと打ち明けたことも浅はかだ──」

　男は必要以上の会話を好まぬようであったし、それ以上、男が語ることはなかった。




　結局、アリシアはシューヤ程に男を信頼は出来なかった。

　この男は恐らく恐ろしく強力な闇の魔ま法ほう使つかい、やはり信頼出来ない。それがアリシアが出した結論。

　助けてもらい、感謝している。国境沿いまで送り届けてくれるなんて、実はかなりのお人ひと好よしの可能性もある。だから、いつか。サーキスタに来た時はそれなりのもてなしを用意する気もある。ただ、セピスやノーフェイスの戦いに巻き込まれた影えい響きようもあり、距きよ離りを置くべきだと考えたのだ。

　あの時はアイツが助けてくれたけど、今は近くにいないのだから。

　そういえばアイツ。今、何しているんだろう。女王陛下からダリスの王城に招待されたって噂うわさを聞いた。アイツ……私がヒュージャックにいると知れば、心配してくれるだろうか。うつらうつらと、火の温かみを感じ、気になる彼のことを考えていたから、シューヤが帰ってきたことにもすぐには気付かなった。

「アリシア、こいつから離はなれろ」

「……シューヤ？」

　切り株の上に腰こしかけていた男を見下ろし、シューヤが見せたのは魔法紙だった。

　今までのムードは一転。

　様子が可笑おかしい。

「ヒュージャックに潜せん入にゆうし、兵士や冒険者を殺している、ドストル帝国の人間を討てっていう特別クエストだ！　見ろ、あんたにそっくりだ！」

「……妙みようだな、俺の顔を見た冒険者は全員殺した筈はずなんだが──」

　冒険者ギルドのギルドマスターによって指定される特別クエスト。大半は迷宮ダンジヨンに現れた厄やつ介かいなモンスターの討とう伐ばつだが、稀まれに犯罪者の捕縛・殺害を国から要よう請せいされた冒険者ギルドが特別に手配する。シューヤが持つ魔法紙にはモンスターではなく人間の顔が描えがかれていた。何かの見み間ま違ちがいではないかとアリシアは再度確認するが、そこにある人物と焚たき火に照らされる男の顔が完全に一いつ致ち。

　アリシアの身体からだは硬こう直ちよく。自然と手が震ふるえ、視界が揺ゆらいだ。

　ここへ来て、ようやく少年少女は気付いたのだ。

　自分達が今まで、誰だれと一いつ緒しよにいたのか。どれほど危険な男に守られていたのか。

「最後の最後に気付くとは……シューヤ、お前も存外に運がない。俺はな、お前のためを思って名前すら語らず、ここまで連れてきた。お前が成長し、戦場で会えれば、面白いと思ったからだ」

　男の笑い声が、夜のヒュージャックに轟とどろき、顎あごをさする男の姿が、まるで仮面を外したようにさえ思えた。

「だが今いま更さら、詮せん索さくに何の意味がある！　お前が持つそれに、全部書いてあるのだろう！」

　迷宮都市ゼネラウスへ向かう道中。

　アニメ版主人公シューヤ・ニュケルンは、こうして宿敵の一人と出会ったのだ。








三章　英えい雄ゆうの種









　待て、待て。

　待て待て待て待て、聞き捨てならないぞ──グリフォン、お前今。

　あのルーニーに仲間がいるって言ったか！

「可笑しいわね。ずっと単独で動いていたのに、ここへ来て仲間が出来たの？」

「人の子が二人、魔法使いですが……仲間と言っていいものか、判断に苦しんでおります」

「おい、イーグル。お前は全すべてを見ていたんだろ、一体何が起きたのか教えてくれっ！」

「オーク如ごときが私達の話に割って入るなど……身の程をわきまえよ」

「構わないわイーグル、答えてあげて」

　何だ何だ何だ、ブヒータの言う通り、気位の高いモンスターだな！

　オークだから無能とか思ってんのか！

「……数日前、二人の人の子がダリスからヒュージャックへ侵しん入にゆう。報告を受ける限り、ダリスの兵士とも熟練の冒険者とも思えません。二人は民家を荒らすでもなく、冒険者のようにモンスターを襲おそうでもなく、この地へ潜もぐる意図が不明。判断に迷っている間に、ワームが襲い掛かかりましたが……あの男によって助けられ、そこからは共に行動を」

「あれだけ人間を殺さつ戮りくしていた悪あく魔まが人間を助けるなんて、可笑しなことがあるものね」

「そいつら人の子二人の特とく徴ちようを教えてくれないか」

「……」

「イーグル！　意地悪は止やめてって言ってるでしょ！」

「透とう明めいな水すい晶しようを持つ赤い髪かみの少年と亜あ麻ま色いろの髪を持つ少女だ」

「ッ」

「スローブ？　どうしたの？　顔色が悪いわよ……？」

　違ちがうんだ、エアリス。

　悪魔に仲間はいない、いるわけがないんだ。

　己が慕したう闇の大精霊ナナトリージユ以外は、誰も信じていない孤こ高こうの存在。

　あの男が仲間を作るわけがない。




「イーグル、それで悪魔と仲間は今、どこへ向かっているの？」




　そこから先の、エアリスとイーグルの話し合いは──頭の中に入らなかった。

　だって、イーグルが語る特徴が俺のよく知るあいつらと一致する。

　シューヤとアリシアが──ドストル帝てい国こくの軍人と共に、行動している。

「エアリス様。いかがいたしましょう」

「そうね。悩なやましい問題だけど……」

　俺は今、運命を自分から捻ねじ曲げ、あいつらがいるべき居場所に立っている。

　その影響がもしかすると、どこかで現れるんじゃないかと思っていた。

　でも、どうしてあいつらがヒュージャックに？　アニメと同じように、迷宮都市ゼネラウスへの近道としてこの国を選んだのか？

　いいや、それは可笑しい。今のシューヤには迷宮都市ゼネラウスに向かう理由がないからだ。




「イーグル──なら」

「──悪魔と人の子──人の子が──認識する前に──は可能ですが、それを──」

　だってシューヤ、アニメの中でお前が力を求めた理由ってあれだろ？

　アリシアと学園を抜ぬけ出だした先でモンスターに襲われかけ、間かん一いつ髪ぱつで窮きゆう地ちをロコモコ先生に救われた。あのイベントが起きる前に学園が長期休みになっちゃったから、先生の過去を真似まねして迷宮都市ゼネラウスで腕うで試だめしする必要性とかないだろ！

「────物ぶつ騒そうね。上空から────と悪魔の──」

「──」

　それにシューヤ。お前が今、一緒にいる奴は敵だぞ！　確かにお前はアニメ中でルーニーに気に入られていたけど……何があって一緒に行動してるんだよ！

　……ふう、ひとしきり脳内でシューヤに怒ど鳴なったら、頭がスッキリした。

「──エアリス。悪魔と一緒に行動している人間達には手を出さないで欲しい」

「オーク。お前が私達に指図出来る立場だと思っているのか？　それにさっきから何様のつもりだ。ヒュドラを倒たおしたぐらいで、良いい気になるな」

　只ただのオークがこのヒュージャックを支配すべきピクシーと、彼女を支えるイーグルに対等に口を利き、あまつさえ命令しているんだ。

　イーグルが露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを出すが、気にしてられるか。

　これからの俺の言葉には、あいつらの命運が掛かっているのだから。

「人間の兵士だけでなく、冒険者だって手に掛けていた男が今更、足あし手で纏まといを仲間にするとも思えない。それに行動に共にしているからと言って、仲間とは限らないだろ。イーグル、お前がオークである俺のことを仲間だと思っていないようにな」

「ほう、確かにその通りだ。気付いていたか」

「……嫌いやな奴だな。でもお前の言葉が真実なら、悪魔は人の子を連れて自由連れん邦ぽうに向かっているんだろう。このまま我が慢まんしていれば後数日でこの地から消えるかもしれないんだ。人じん狼ろうウルブズの一族が全ぜん滅めつした今、これ以上命を無む駄だにするな。手を出せば、返り討ちにあうぞ」

「オークの魔法使い……お前は随ずい分ぶんと、悪魔を熟知しているのだな」

「ああ。だって俺は、悪魔を倒すためにこの地にやってきたからな──」




　その後、イーグルは話にならないとばかりに、俺をガン無視。

　けれど話し合いは概おおむね、俺の思おも惑わく通りに進んだと言っていいだろう。

　モンスターの中で最も悪魔の恐おそろしさ、その力を知っているのはイーグルだ。奴だけが悪魔に攻こう撃げきを仕掛けて生きのびている。

　奴はエアリスに悪魔と戦う愚おろかしさを伝え、一時的に北へ戻もどるべきだと提案。しかし、エアリスはオークの村を見捨てる気はないと断固として拒きよ否ひ。エアリスはモンスターの力を集結させれば悪魔に勝てると伝え、イーグルは上空から再び悪魔の監かん視しを継けい続ぞくすることに。







「ウルブルズ、全滅したブヒ……」

「ウルブズだブヒ。でも、あいつらでも勝てないならオークのおいら達もどうせ悪魔に殺されて死ぬんだブヒ。どうでもよくなったブヒ」

　シューヤとアリシアの件は、どうにか無事に済んだ。

　そもそも悪魔を監視しているイーグルに奴やつを攻撃する意思がないってのがでかい。常に悪魔の一挙一動を見張っているあいつは、誰よりも奴の強さを正確に理解している。

　しかし……焦あせったな。ていうか、アニメ展開を知ってる俺だからこそ、あいつらの行動の異常さが分かる。

　ヒュージャックだぞ、ヒュージャック。

　これだけ過ごしても人間の一人も見かけてないんだ。そこへ侵入するなんて、命知らずにも程がある、ピクニックじゃねえんだぞ。

「スロウ様、見て下さい……オークの村が…………」

「お通夜状態だね」

　皆みんな、ホワイト城のモンスターは乱暴で嫌きらいだとか言いながら、心のどこかで期待していたんだろう。もしかして、悪魔を倒してくれるんじゃないかって。

　でも、奴らは全滅という最悪の結果に終わってしまった。

　北方に逃にげ帰かえった方がいいんじゃないブヒ？　とか、全然楽園じゃなかったブヒとか。そんな意見も聞こえてくる程、奴らが全滅したことはオークの村に暗い影かげを落とした。







　──だと言うのに、あれから数日経過した朝。

　ドンドン！　ドンドンドン！

「スローブ！　起きてくれブヒー！」

　ドンドンドン！　ドンドンドン！

「怪け我が人が出たブヒ！　三さん軒げん隣となりのブンタカーがぎっくり腰ごしになったブヒ！　おいらじゃどうしようもないブヒ！　治してくれブヒー！」

　ドンドンドドン！　ドンドンドドン！

「スローブ！　起きるブヒ！　朝ブヒ」

　ガンガンと扉とびらを叩たたき、ぶひぶひと喧やかましい。なんなの？　オークの魔ま法ほう使つかいをどんだけ酷こく使しするつもりなの？

　それに朝じゃねえよ。

　まだ夜だよ！　あと、ノックのリズムを変えるんじゃねぇ、オークのくせに！

「……ったく。あいつら」

　人狼ウルブズが全滅してどんよりしたと思ったら、すぐこれだ。何かあったらスローブって。

　お陰かげで俺は寝ね不ぶ足そくだよ。

　起き上がれば、隣となりのベッドで寝ているシャーロットがうなされていた。ここ数日、エアリスは仲間集めのチャンスは今しかないとばかりにヒュージャックを駆かけ回り、シャーロットも帰宅が遅おそい。心配だけど、人狼ウルブズが全滅したことでホワイト城周辺にも大きなパワーバランスの変化が発生し、奴らとの協力も見えてきたとエアリスは言っていた。




「おい！　夜は静かにしろって言っただろ！　シャーロットが寝てるんだぞ！」

「スローブ！　爺じいさんがこけて、膝ひざを擦すりむいたブヒ！　一大事ブヒ！」

　外に出ると、いつものように喧しいオークキングが闇やみの中にぽつり。

　目に見えてげっそりし……こいつ、寝てないな。

　空元気──か。

　オークの村を預かるオークキングだから、わざと明るく振ふる舞まってんのか。

「……はいはい、分かったよ」

　だから俺はオークキングのテンションにノッてやるって決めたんだ。










　大勢のオークが列をなしてヒールを掛けてくれブヒ～と口々に言っている。

　けれど並んでいる皆が皆、病気だとか怪我をしてるだとか、そういうわけではない。人狼ウルブズが全滅する前の、あの楽しかった頃ころを思い出しているだけだろう。

「ヒールは気持ちよくてすごいのおブヒ」「スローブ！　痛みが消えたブヒ！」「スローブはオークの魔法使いブヒ」「スローブはオークのお医者さんじゃあブヒ」

　しっかしまあ、あれだけぶひぶひ泣なき叫さけんでたのに、調子いい奴らだ。しかも他の家からもぶひぶひさん達が出てくる出てくる。……なんかゾンビみたいだな、こいつら。

　しかし懐なつかれたって全然嬉うれしくないっての。

　だってオークだぜ。

「グォオオォオオオオオ。俺にもヒール掛けてくれグォオオオオ」

「こいつは……初顔だな」

　俺の噂うわさがヒュージャック中に広まっているようで、どんどんモンスターが集まってくる。それもかなりの数。あ、あそこにいるのはゾンビか？

　ゾンビにヒールって、いいのか？　イメージ的にさ。でも、ゾンビの番が来たから一応掛けてやろう。あっ、何か気持ちよさそうだ。

　やっぱり、ウルブズの奴らが全滅したことは、一いつ匹ぴき狼おおかみのように暮らしていたモンスターにも影えい響きようを与あたえたようだ。

　ゾンビやスケルトンのように、明らかに今までこの村で見かけなかったモンスターや、グレムリンやゴブリン、明らかにオークを見下しているモンスターもちらほら。

「あ、スケルトンが列抜かしたブヒ。おまえ、最さい後こう尾びに行けブヒ」

「抜かしは駄だ目めブヒ」「ゾンビにヒールっていいんかブヒ？」「知らんブヒ」

　……てか、俺の存在。この国にいるモンスター達に知しれ渡わたりすぎじゃない？




　そんなことしていると、いつの間にかお昼になるんだ。

「スローブがまたご飯一番乗りじゃわいブヒ」

「スローブは魔法使いじゃからええんじゃブヒ。わしの孫も風邪かぜをひいたからスローブに治してもらったんじゃブヒ。なんまいだブヒ」

「グォオオォオオオ。また、ヒール掛けてくれよおグォオオオオ」

　しっかしオークの魔法使いからオークのお医者さんにジョブチェンジするとは思わなかったな[image: ～][image: ～]！　そらそらどいたどいた[image: ～][image: ～]!!

　鳥？　豚ぶた？　いや、豚はないか。やっぱり、どう考えても共食いだもんな。

　まぁ味がよければ何でもよしだ。

　こんな人間の気配もしないよーな場所で腹はら一いつ杯ぱい食べられることがどれだけ有り難いか。実際、俺やシャーロットがヒュージャックで一番心配してたのは食の問題だ。だからダリスとの国境沿いで俺が魔ま法ほう陣じんに熱中している間、シャーロットは食べられる山菜なんかの本を読みふけっていた。

　しっかしモンスターの癖くせにいいもん食べてやがる。あいつら、放置された家屋に残された保存食を食べて目から[image: 鱗]うろこ。このうんめー食物は何ぶひぃぃぃ！　って、食に目覚めたらしい。さらに、最近はいつも世話になってるからと色んなモンスターが俺のところに貢みつぎ物ものを持ってくるようになり、俺の食生活は割と豊かだったりする。




「……さっきからずっと気になってるんだけど、あいつら何作ってんの？」

　なんかさ。

　村の中心に巨きよ大だいな土像が出来てるんだけど。

　オークの爺さん連中が指示を出しオーク達が動き、さらに、オーク以外のモンスターも協力している。共通点は皆、俺がヒールで癒いやしてやったり、困りごとを解決したりした奴らってこと。また暇ひま潰つぶしに何か始めたのかと思ったら、数日の作業を通じて、土つち塊くれにはようやく輪りん郭かくが生まれ、ここでやっと皆が何を作っているのか分かった。

「オークの村に現れたスローブの像ブヒい！」

「泉を綺き麗れいにしてくれたから、お礼ブヒ！　皆、感謝してるんだブヒ」

「恥はずかしいって……俺。そんな大したことしてないぞ……」

　ヒュージャックは既すでに、彼らにとっての安息の地ではなくなりつつある。

　そんな鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、奴らは俺の像作りに熱中している。

　あんな不格好の像をシャーロットが見たらどう思うだろう？　恥ずかしいなあ、嫌だなあ。でも、作るの止やめろとは言えないしなあ。

　俺がブヒブヒ唸うなっていると。

「──シャーロットちゃん警報発令ぶひ───！！！！」

　身体からだに稲いな妻ずまのような緊きん張ちよう感かん。

　オーク達が険しい顔で一いつ斉せいに下を向き出した。

　俺も自分がすべきことを思い出し、顔を下に向けて、じっとそれが過ぎ去るのを待つ。

　シャーロットがオークの里の上空を飛んでいる間、俺達は上を見上げたらいけないのだ。

　だってパンツ見えるからね。しょうがないね。連日の特訓のせいか──シャーロットは空を飛べるようになっていた。といっても、非常にのろのろとした速度だけど。

「何やってるんだワン。こいつら」

　他所よそからご飯をもらいにやってきたコボルトが俺達の行動にひどく驚おどろいている。

「ワンワン。オークってやっぱりまぬけだワン……オークのご飯、今なら食べてもばれないかもしれないワン。こいつら下向いてるし、あほだから気付かないワン」

「グォオオォオオオオオオオオオオ。ヒールまだぁぁぁぁあグォオオオオ」

　おい全部聞こえてるぞ。

　それにご飯を強ごう奪だつなんかしたらこの村を出入り禁止になっちゃうぞ。周りのオーク達もコボルトの声が聞こえていたのか、目の前のご飯が載のったお皿が奪うばわれないか心配でぷるぷると震ふるえている。勿もち論ろん、俺もだ。

　そして貧びん乏ぼうゆすりがかなり激しくなってきたから、隣にいるブヒータもかなり神経質になってるみたいだぞ。早く解除してくれシャーロット警報、このままじゃオーク達の身が持たないかもしれない。

　ちらりと顔を上げると、コボルトの二人組が今、まさに名も知らぬオークのご飯をひょいぱくしようとする瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまった。

「じょ、冗じよう談だんだワン」「そうだワン……」

「シャーロットちゃん警報解除だぶひ──！！！」

　ふぅ、やっとか。

　俺もぐぬぬっと腰こしを上げ、軽く手足を伸のばしているとあちこちでひそひそと小さな声でお喋しやべりしているモンスターの姿が目に入る。

「腰が痛くなったわいブヒ」

「またスローブにヒールを掛かけてもらうとするかブヒ」

　シャーロット警報のお陰で村の暗い雰ふん囲い気きは吹ふき飛とんだ。

　多分、こんなモンスターが多いから、ホワイト城周辺のモンスターはこの村の連中を情けない奴やつらだと蔑さげすんでいたんだろうな。

　それに、この村は俺にとっては居心地のよい場所になりつつある。

「スローブの像作り再開するブヒー！　皆みんな、集まれえ～ブヒ！」

　でも、あれだけは止めて欲しいけどな。




「──スローブ。こんな所にいたのね」

　少しだけイントネーションが可笑おかしい名前を呼ばれて振り返る。

　そこには俺よりも小さな身体の森の妖よう精せい、ピクシーが立っていた。

「エアリス、お帰り。収しゆう穫かくはあった？」

「ええ。やっとゴブリンが仲間に加わってくれるって」

「あの、臆おく病びようなゴブリンが？　凄すごいじゃないか」

「湖が綺麗になったことが、一番だったらしいわ。だから、スローブのお陰ね」

「そんなことないさ。でもここのところ動きっぱなしだろ？　一日ぐらい休んだ方がいいんじゃないか？」

　エアリスの顔には、苦労が滲にじんでいる。

　好き勝手生きていたヒュージャックのモンスターを纏まとめ、一いつ致ち団結させようとしている。きっと山のような気苦労があるのだろう。同族であるシャーロットの存在が癒しにもなっているらしいけど、彼女はここのところ働きづめだ。

「そんな暇はないわ──ホワイト城のモンスターが話を聞いてくれることになったから」







　ホワイト城。

　ルーニーも手に入れたいと考えている南方の重要拠きよ点てんであり、アニメ中の戦いの舞ぶ台たい。

　遂ついにこの時が来た。

　やっとあそこの大物が決断したということか。どの世界でもボス程、腰が重いもんだ。ああ、なら、こうしてモンスターに姿を変え、こそこそと動き回ってる俺が一番の小物になっちゃうな。

「エアリス。それで、俺も連れていってくれるのか？」

「ええ、彼らは私達を見下しているわ。だからこそ、手て練だれが欲しい」

「任せてくれ。けれど、やっとか」

「やっぱり、ウルブズの一団が全ぜん滅めつしたことが効いたみたいね。たった一人の人間なのに、今は奴ら、相手をドストル帝てい国こくの軍隊並みに警けい戒かいしてるわ」

「それで、ホワイト城には手練れを沢たく山さん連れていくんだろう？　その間、オークの村は大だい丈じよう夫ぶ？　ていうか、今悪あく魔まってどの辺にいるんだ？」

　イーグルの情報によると──悪魔は人の子二人を連れ、自由連れん邦ぽうとの国境沿いにかなり近付いているという。

　アニメでもルーニーはシューヤを気に入っていたから、ここまで来ればもう心配しなくても平気か。多分、仲良くなるきっかけがあったんだろう。

　でも、あいつら、最後までルーニーの正体に気付かないんだな。特にシューヤなんて正義感の塊かたまりだから、素性を知れば捕つかまえようと躍やつ起きになるだろう。

　──そしたら、最悪の展開になっていたかもしれない。

　その点では、あいつらがルーニーの正体に疑問を抱いだかなかったのは不幸中の幸いってやつだ。……よし。今度、再建したクルッシュ魔ま法ほう学園であいつらに会ったら、怪あやしい人についていったら駄目だぞってそれとなく説教してやろうと俺は心に固く決めた。




「……スローブ。私達は奴らが遠くにいる間に、オークの村を出てホワイト城に向かうつもりよ」

「ってことは、ここ数日がチャンスか」

「ええ。でも、イーグルの話によると人じん狼ろうから襲しゆう撃げきを受けた時に、私達が力を合わせようとしていることに気付いたみたいで──これはまだオーク達にも言ってないんだけど、近い内に襲おそうって宣告してきたらしいわ。だから、そろそろ大きな戦いになる」

　ルーニーは戦いに楽しみを求める人間だ。今のヒュージャックに敵はいないと考え、オークの村を肥え太らせてから襲ってくるだろう。具体的にはホワイト城の奴らと合流した時が襲撃のタイミングだと俺は考えている。

　何度も考えたけど、あいつ相手に奇き襲しゆうは無む駄だだ。

　戦いの経験は、圧あつ倒とう的に奴の方が上だ。守護が専門のセピスや潜せん入にゆう工作が主なノーフェイスと違ちがい、戦いこそが本職のプロ。出来れば、真正面からぶつかりたくはない。

　だからこそ──オークの村のモンスター達を味方につけられたことに、少しだけホッとする。戦せん闘とう時、皆にプレッシャーを掛け続けてもらえたら、俺も大分やりやすいからな。







　もしかしたら、シャーロットと二人だけで食べる夜ご飯なんて、この国に来てから初めてかもしれない。俺は少しぐらい雰囲気を和ませようとオーク達がどれだけビビりかっておもしろ話をしたんだけど、シャーロットはくすりともしない。

「シャーロット。もしかしてかなり緊きん張ちようしてる？」

「……緊張してます」

　思いつめた顔で、それ以上は言葉にならないようだ。

　しかし、問題もなくホワイト城に辿たどり着つけるなんて……率直に言って奇跡だよな。

　あそこはモンスターの中でも最も好戦的な種族が棲すみつき、鍛きたえ抜かれた兵士や冒険者でも辿り着けないヒュージャックの最深部。マルコからも出発前に絶対、近付いちゃいけないって念を押されてたっけ。

　やっぱり悪役とはいえ、ノーフェイスからマジックアイテムを借りた甲か斐いがあったな。

「全部スロウ様のお陰かげです私……ピクシーで良かったです」

「え？　そんなことないって、シャーロットが頑がん張ばったからだよ」

「私、エアリスさんと一いつ緒しよだっただけで、何にもしてないです。それにエアリスさんと一緒にいられたのだってスロウ様が私をピクシーにしてくれたから……ここまで来られたのは、やっぱりスロウ様のお陰なんです」

　……まぁ、エアリスに興味を持たれた理由って言えばそうかもしれない。

　シャーロットがピクシー以外の姿だったら、またオークの村に新しいモンスターが来たぐらいの感想しか、エアリスは持たなかっただろう。

　それから、シャーロットはこれまでの話を教えてくれた。俺は毎夜、シャーロットが寝ね静しずまった後にエアリスから話を聞いていたけれど、やっぱり本人から聞くのとでは感かん慨がいが違うもんだ。

　何気ない会話。特別な要素なんて何もない。俺がクルッシュ魔法学園で秘密を打ち明ける前には毎日、当たり前にしていたこと。懐なつかしさと新しん鮮せんさ。二つの相反する感情を味わいながら、彼女の話を聞いていると、ふと前にもこんなことあったなと思い出す。

　あれは、そうだ。俺達がクルッシュ魔法学園に入学した当初のことだ。俺の部屋にシャーロットが毎夜やってきて、その日の仕事内容やシャーロットの一日を、友達がいない俺に詳くわしく話してくれたんだ。俺はあの頃ころを思い出しながら、シャーロットが眠ねむ気けに耐たえ切れず、あくびをするまでずっと彼女の話を聞いていた。

　今も、内心では秘密をずっと黙だまっていた俺に対して思うことはあるだろう。

　それでも、寝しん室しつへ向かうその後ろ姿は、俺にはどこか名残なごり惜おしそうに見えたんだ。




「スロウ」

「おっ、風の大精せい霊れいさん。今日は珍めずらしく起きてるじゃん。昼間寝すぎたから、夜眠れないとかいうあれか？」

「珍しくないにゃあ。今日も一日、シャーロットを頑張って守ったにゃあ」

「……ま、助かってるよ。で、どうしたんだ？」

「お前が無理をしたら、シャーロットが悲しむにゃあ。言いたいのはそれだけにゃあ」

　そして、やつはまた寝室に帰っていった。

　ずっと遊びっぱなしの大精霊さん。いっつも誰だれよりも早く寝て、もはやシャーロットでさえただのペット扱あつかいしてるしな。

「……大精霊さんが頑張ってくれたら、俺は無理をしなくてすむんだけどな」

　だけど、無理はするさ。

　俺は今、未来を変える瀬せ戸と際ぎわにいるのだ。

　大勢が死に、幾いくつもの街が滅ほろびたアニメの未来。中でも北方で英えい雄ゆうと称たたえられる三さん銃じゆう士しの一人が襲しゆう来らいした迷宮都市ゼネラウスなんて、地図から消えてしまった。

　あの未来を変えるんだ、これぐらい頑張れなくてどうする。




　ルーニー……、お前が俺達を襲ってくるタイミングは分かっている。

　そこでお前はアニメと同じようにあの魔法を使う筈はずだ。

　オーク達に光を奪うばう悪魔といわしめるあれ。

　そして──お前が魔法を解除した瞬間が、絶好機。

　だけど、やっぱり不安が残る。奴やつの狙ねらいを確かめるために保険は掛かけたが、確実とは言えない。確実に勝つためには彼女の協力が必要不可欠。

　そんなこと初めから──分かってるんだ。







　目覚めたのは、まだ陽ひが昇るか昇らないかといった夜明け頃ごろ。

　昨夜、柄がらにもなく色々考えてしまったから余り、寝付けなかった。けれど、何度も終わることのない自問自答を繰くり返し、結論は出た。

　ぼんやりとした思考のまま、彼女を起こさないように慎しん重ちように──外へ向かう。

　扉とびらを開け、外気を浴びるとそこは異世界、ならぬオークの村。

　俺達がここにやってきたあの頃もオークだけじゃなく、色々なモンスターがいて驚おどろいたものだけど、今はさらに多種多様。

　──皆みんな、怯おびえてるんだ。

　ホワイト城から来た討とう伐ばつ隊が全滅して、次は自分達。戦いは避さけられないと誰もが予感している。初めは人間を襲い、もうヒュージャックから冒険者も各国の兵士も消えてしまった。モンスターしか残っていないのに、まだ悪魔はヒュージャックをうろついている。

　間もなく、このオークの村は戦場になるだろう。彼らの考えは正しい。

「エアリスはいるかい？」

「この先に」

「通してくれるのか、ありがとう」

「エアリス様からオークの魔法使いの望みは必ず叶えろと言われている。だから、通す」

　エアリスの護衛が思ったよりもすんなり彼女の居場所を教えてくれた。

　彼らも、気付いている。

　どのような展開になるのかは分からないが、今日、運命が変わる。




　森の中に彼女の寝ね床どこはある。怯えて暮らしていた彼女達は、常に逃にげられるよう備えているという。確かに、本で読んだ通り、彼女は随ずい分ぶんと高い大樹の枝の上で、その小さな身体からだを休めている。見上げれば、やっぱり一国を率いる器には見えない。けれど、彼女は時を重ね、少しずつ信しん頼らいを積み重ね、ヒュージャックのモンスターから認められた。

　暫しばらく寝顔を眺ながめていると、彼女は薄うすぼんやりと目を開けた。

「おはよう、エアリス」

「……スローブ。いつから、そこにいたの？」

「つい、さっき」

「あの子達、信用してるのね。私、朝が弱いから誰も通すなって言ってあるんだけど……それで、私に何の用かしら」

「君に、ありがとうって伝えに来たんだ」

　初めは、俺の言葉の意味を分かってなかった様子だけど、すぐにピンときたみたいだ。

「……仲直り、出来たの？」

「一歩前進ってところかな。君のお陰だから、お礼を言おうと思ってね」

「あら、私は何もしてないわよ」

　そう言って、静かに笑う。

　だけど、謙けん遜そんがすぎるってもんだ。

　シャーロットと仲良くしてくれたこと。ホワイト城に連れていってくれること。エアリスが俺とシャーロットを仲直りさせるために、シャーロットにスローブはオークだけど将来性があるとか色々言って、世話を焼いてくれたことも知っている。

　エアリスの優しさに、俺達は大分助けられているんだ。




「それより、スローブ。やっとね」

「うん？」

「シャーロット、あの子。喜んでたでしょ、やっと願ってた場所に行けるんですから」

　でも、そんな言葉とは裏腹に、エアリスは寂さびしげだ。
















「だから、ちょっと名残惜しいわね」

「名残惜しい？　どうして？」

「だって……旅立ちの時は近いんでしょう？」

　思わずぎくりとした。

「構えないでいいわ。私だってね、貴方あなた達が来てくれて楽しかったの。それにオークとピクシーっていう、滅めつ多たにない組み合わせの貴方達がこの村に来てくれたことで、仲が悪い種族同士でも協力し合えるって皆が分かった。感謝してるし、出来たらずっといて欲しいけど、それは我わが儘ままね。シャーロットもスローブも、私達とは違うから」

「君は──」

　エアリスが俺達の正体に気付いている可能性。

　余りにも俺達に親切で、世話を焼いてくれるから、その可能性も考えなかったわけじゃない。だけど……やはり、君は。

「あの子とずっと一緒にいたのよ？　でも、貴方と一緒にいたブヒータは気付いていないと思うわ。あいつ、鈍どん感かんだから。ふふ、鈍感じゃない？」

「そうだね。ブヒータは鈍にぶくて、だから、やりやすかったよ。俺も君相手だったら、誤ご魔ま化かし切れていたか分からないな」

　シャーロットとも昨夜、話し合っていたことだ。

　俺達の目的を達成した後は、速やかにヒュージャックから、このオークの村から去る。

　……やっぱり君には見み抜ぬかれていたか。

　だけど、それでもいい。むしろ、それぐらいがちょうどいい。

　俺とシャーロットのごっこ遊びに付き合ってくれたのは、彼女がオークの村にモンスターを集めるために、俺達の存在が都合がよかったから。

　打算的でありながら、今も穏おだやかな君を見たら。

　やはり──俺の結論は間違っていないと胸を張れる。

「なら……いいか。今の君なら、信じられる。いや、信じたい」

「何かしら」

「エアリス、君に大事な話があるんだ」

「大事な話？　もしかして、貴方達の……いえ、ホワイト城に帰りたがるあの子の過去の、話かしら？」

　シャーロットの過去。

　俺達が人間であると気付いているエアリスにとっては、重要なことだろう。言葉の感じから、シャーロットの正体にも見当を付けているのかもしれない。

　だけど、俺ははっきりと否定する。

「違ちがう。俺達の正体よりも、ずっと大事な話だ。エアリス。ホワイト城のモンスターと合流しても、君達は悪あく魔まに勝てないよ。全ぜん滅めつするだけだ」

「驚いた……イーグルと同じことを言うのね」

「ああ、癪しやくだけど。俺とあいつの考えは一いつ致ちしている」

「だけどね、私の考えは違うの。皆が力を合わせれば、必ず勝てる。もし負けたとしても、この戦いには大きな意味があったって思ってる。だから……貴方達が大きな秘密を抱かかえようとも秘密にしてた。ねえスローブ、私はこの村が好きだから自分だけ逃げるなんて出来ない。こんな私に貴方も、ヒュージャックを捨てろって言うの？」

「違うよ、エアリス」




　殺さつ戮りく者としての顔を持つルーニーは全すべてを破は壊かいするために、最後に戦いを楽しむために、オークの村にモンスターが集結したところで、君が築き上げたこの村を狙うだろう。

　あいつに対して、まともに戦えば勝率は五分。

　負けイベントにしては悪くないが。未来を変える戦いしては低すぎる。

「俺はね、君に逃げろって言いに来たわけじゃないんだ」

「じゃあ、何のために？」

　俺は結局、今日この日まで信じきれなかった。

　だって、エアリスはモンスターだ。心の底から、自分を信じてくれるとは思わなかった。

　でも、今──やっと本当の気持ちに触ふれられたって思うから。

「未来を変えるために、君の命を貸して欲しいって伝えに来たんだ」




　　　●




　先頭はエアリスで、彼女はとっても緊きん張ちようしているご様子だ。

　あれだけの数がいるんだから、大所帯でホワイト城へ向かうのかと思えば意外と少数。最さい後こう尾びを、ゆっくりと俺とシャーロットが歩いていく。

　前の方ではエアリスが優ゆう秀しゆうな護衛を引き連れて、ひそひそ話。きっと、自分には聞かせられない物ぶつ騒そうな話をしているんだろう。

「一番後ろかよ……」

「仕方ありませんよ。私達はこの中じゃ一番新参なんですから。でも少ないですね、私もっと沢たく山さんで行くのかと思ってたら、空にはあのイーグルさんだけしかいませんし」

　空にはシャーロットの言う通り、プライド高いグリフォンの姿。

　あいつは時折、頭だけ後ろを振ふり返かえりながらどこか確認している。まさかこの場所からでも悪魔の姿を監かん視ししてるとかはないよな……？

　鷹の目イーグルは、千里を見み渡わたすという。全く便利な力だ。北の魔ま王おうから重用され、エアリスの護衛に選ばれたのも納得の力。エアリスとは意見の衝しよう突とつもあったみたいだが、最後まで悪魔と戦うべきじゃないと主張していた現実派。




「私、本当にホワイト城に帰れるなんて思ってませんでした……夢じゃないんですね」

「夢じゃないって。でもホワイト城への同行を俺達二人とも許されたのはシャーロットが頑張って、皆に認められたからだよ。エアリスもよくそう言ってたし」

「私、スロウ様がエアリスさんと一緒にいるところ殆ほとんど見たことないですけど、いつエアリスさんと喋しやべってたんですか？」

「あー、それは……えーっと」

　シャーロットが爆ばく睡すいを決めた後だけど、言葉にするのは躊躇ためらわれた。

　ああ、そうさ。毎日、エアリスにシャーロットの様子を確認してたんだよ俺は。心配性だよ。だってシャーロットだぞ？　理由はそれで充じゆう分ぶんだろ。

「あ、そういえばシャーロット！　ホワイト城に到とう着ちやくしたら、君に渡わたしたいものがあったんだった！」

「……私にですか？」

「今のシャーロットにピッタリのものさ、楽しみにしていて欲しい」

　シャーロットが自分だけの杖つえを欲しがっていることをエアリスから聞いて、プレゼントを思いついた。

　ホワイト城の宝物倉に秘ひ匿とくされ、ヒュージャックの王へと代々受け継つがれし──英えい雄ゆうの種を。

　この世にたった一つ。持ち主の特性に合わせて、剣けんにも杖にも形を変える至高の武装。市場に出れば小城が建つぐらいの価値を持ち、本来はＳ級冒険者、冒険者ギルドの最高戦力のみに与えられる大いなる力。あれをシャーロットに渡せば間違いなく杖へ成長すると思うから。

　そして、道の先にとっても小さなホワイト城の輪りん郭かくが見えた時、俺はシャーロットの喜びようをちょっとだけ楽しみにしていた。

　モンスターに仲間と認められ同行を許され、やっと辿り着けたんだ。苦労した分、喜びもひとしおの筈──。

　だけど生まれ故郷へと続く徐じよ々じよに開けた道の先で、ホワイト城の天辺まで届くような大樹が無造作に群ぐん棲せいする光景を見て、シャーロットは急に立ち止まった。まるで太陽を摑つかむかのように、空へと伸のびる木々を見て絶句している。

「え。それ、本当？」

「絶対になかったです！　だってあんな大きい木があれば、幾いくら幼くても覚えてますから！」

「……可笑しいな」

　でも、俺は特に違い和わ感かんがない。

　確かにあそこだけ天変地異のような光景だが、俺はアレを当たり前だと認識しているのだ。何せアニメで見たからな。

「スロウ様。たった十年で、あんなに立派に成長する植物って存在するんですか？」

「モンスターのドライアードが木に棲みついていれば可能性はあるかもしれないけど……」

　自分で言っていて何だが非現実すぎる。

　ドライアードは他の生き物と共存出来ないモンスターで、周囲に生き物の存在を許さない。

「それ以外じゃそうだな……後は余り考えたくないけど……地面に落ちた英雄の種とか？　あれは大地に触ふれると、自然の生態系を滅め茶ちや苦く茶ちやにするからね」

「えっ…………」

「シャーロット、どうしたの？」

　口をパクパクさせて、俯うつむきがち。

　次第に顔色が悪くなるシャーロットを見て、俺はいや[image: ～][image: ～][image: ～]な予感がした。

　こういう時の勘かんって結構当たるんだよ。

「──正直に言って欲しいんだけど、何か心当たりあったりする？」




　一言で言おう。

　あれ、シャーロットのせいでした。

　過去、吸きゆう血けつ鬼きに国が襲しゆう撃げきされ命からがら逃にげる際、父親から王家に代々受け継がれてきた英雄の種を渡されていたらしい。だけどホワイト城を抜ぬけ出でて、森に入ったところで落としてしまった。だから、あの時渡された英雄の種を捜しに行く、というかそれがホワイト城に行きたい最大の理由だったらしい。

「……ごめんシャーロット。プレゼントの話は聞かなかったことにして欲しい」

「あの。もしかして、スロウ様が言ってたプレゼントって」

「……もしかしたら、ホワイト城の宝物庫に英雄の種が残されたままかもって。あればシャーロットにあげようと思ってたんだ──自分だけの杖を欲しがってるってエアリスに聞いたからって──ちょ、ちょっとシャーロット！　近いって！」

「スロウ様、それってつまりっ──そういうことですよね!?　私、専用の杖ってことは魔ま法ほうの許可！」

「うん……ダリスに戻もどったら、シャーロットだけの杖を探そう」

　パッと顔を輝かがやかせるシャーロットはそれはもう可愛くて、だから、俺はシャーロットに杖禁止令を出した公爵家デニングの事情なんてすっかり忘れて、約束したんだ。

　これが後に大問題を引き起こすとも知らずに。

「うわっ、エアリス達がもうあんな遠くに！　追いつこう！」

　駆かけ足あしで、えっちらおっちらモンスターの一団を目指して走る。すると、いつしか道の両りよう脇わきにモンスターの姿が見えた。大量の視線。うわっ、見られてるな。俺が唯ゆい一いつのオークだからか？　有名人ってのも困ったもんだな。

　オークの村にいる者達と比べれば明らかに異なる雰ふん囲い気きを纏まとった者達。仲間が討たれたという事実は既すでに広まっている。今からでも悪あく魔まと一戦を交える気き概がいがあるような殺気。

　ホワイト城へと続く道の先に、一際でかいモンスター──あれが、ボスか。デーモンが一味を従えている。エアリスらが共に手を結ぶ価値があるか、見定めているのだろう。奴やつらの数は数百にも満たない、数はこちらのオークの村にいるモンスターの方が圧あつ倒とう的に多いだろう。だけど、質ならホワイト城周辺に住まうモンスターに分がある。

「──よくキタ、エアリス。北の魔王、蒼い目ブルーライトの代弁者よ」

　エアリスとあのデーモンの話し合いが終われば、ルーニーとヒュージャックにいるモンスターとの──全面戦争が始まるんだろう。

　これだけのモンスターがいれば、アニメと同じ状じよう況きようを作り出すことが可能だ。

　後は──彼女が俺を信じてくれるかどうか。

「エ、エアリス。あのさ、さっきの話だけど──あ、何でもないです、ごめんなさい」

　エアリスに話しかけようとしたら、護衛のモンスターに睨にらまれた。

　出発直後はちらちらと俺とシャーロットを見ていたが、今の彼女は同盟に向けた話し合いで頭が一いつ杯ぱいのようだ。出発前に話した内容が、どれだけ頭の中に残っているか。そもそもエアリスが俺の言葉を信じてくれたかは分からない。

「シャーロット。エアリスが話し合いをしている間、俺達は──」

「……」

「あ、こっちも俺の声なんて聞こえてないね」

　ホワイト城、君の故郷。目的の英雄の種がないと分かっても、もうホワイト城しか見えていない。まあ、無理もないか。故郷だしな。ここまで来るために頑張ったんだ。

　さて、俺はエアリスが難しい話をしている間、うずうずしているシャーロットと一いつ緒しよに思い出の旅をするとしよう。

　……シャーロットと仲直りも出来たし、こうしてホワイト城に向かうことも出来た。プレゼントにしようとしていた英雄の種はないみたいだけど、もう頼たよる必要もない。

　俺は万事が、順調に行っていると思っていた。

「──────────────────」

　シャーロットだけじゃない。

　前方を進んでいたモンスター達の動きも、ぴたりと止まる。

　森を揺ゆるがす──低い音。

「これは」

　森の中に響ひびく、鐘かねの音。聞き覚えがある。あれはいつのことだったか。オーク達が打ち捨てられた教会から拾ってきた鐘。試しに一度鳴らした時は沢たく山さんのモンスターから苦情が来たから、二度と打ち鳴らすのは禁止とエアリスが命令。しかし、これは使える。悪魔が襲撃してきた時の合図にしようと考えたのだ。あれが、何度も鳴っている。まるで、助けを求めるかのように。
















　意味することはたった一つ──オークの村が、襲おそわれている。

　そして、誰だれよりも早く反応したのは、エアリスだった。

「スロウ様、今の音って！　まさか、オークの村が──」

「あいつらだってバカじゃない！　あれ程、鳴らすなって言ったんだ！　それもこんなに何度も！　……エアリス、待て！」

　本物のピクシーが空に飛び上がった。グリフォンが待つ大空へ、一直線。

　そこは、俺の届かない青空の世界。

　ホワイト城のモンスターは理解出来ず、狼狽うろたえている。

　上空でエアリスは悠ゆう然ぜんと佇たたずむグリフォンに向けて、怒ど鳴なっている。あんなエアリス、見たことがない。いつも彼女は不安を見せず、余よ裕ゆうを持って、落ち着いていたから。

「でもスロウ様！　今、その人は遠くにいるってイーグルさんが──」

「あの様子を見れば、分かる！　あいつ、騙だましやがったんだ！」

　エアリスは真っ青で、しかしグリフォンは微び動どうだにしない。

　今も、鐘の音は止まらない。

　上空で彼らが何を話しているか分からない。けれど、エアリスが──行ってしまう。

　だから、俺は空に向かって叫んだ。

　クールと評判の、オークの魔ま法ほう使つかいらしくない大声で。




「行くな、エアリスッ！　君は、俺と約束しただろう！」

　手を伸のばしたけれど、すぐ先の空を摑つかむばかりで。

　俺の指先は、何も摑めない。

　オークの村からやってきたモンスターが次々と、引き返していく。エアリスの後を追って地上を、元来た道を戻る。やっとデーモン配下のモンスターも動き出す。奴らも、オークの村が襲われている事実を悟さとったのだろう。だけど、奴らの行動はもうどうだっていい。

　……エアリスが、行ってしまった。

「スロウ様！　何ぼけっとしてるんですかっ！　オークの村が襲われてるなら、帰りましょう！」

「……無む駄だだよ。もう遅おそいんだ」

「何でですかっ！」

「エアリスには追いつけない。追いつけるわけがない。本気のピクシーは、速いんだ」

「でも！　スロウ様なら！」

「……ピクシーは長年続いた人間の追つい跡せきから逃のがれきったモンスターだ。彼女達が風に乗れば追いつけない」

　言葉さえ交わせなかったけれど。

　俺の声は多分、彼女には聞こえていたんだろう。

　最後に彼女は空から俺達を見て何かを呟つぶやいたように見えたからだ。けれど、未いまだ鳴り続ける鐘の音に彼女の声はかき消された。

　エアリスに追いつくために魔法を使う？　無理だ。光の魔法で多少、速さを付け加えたところで空を行くエアリスには追いつけない。

「……ははは」

　すると、不思議と笑えてきた。

　未来は変えられない。

　あれだけオークの村に集めたモンスターの全すべてが無駄になった。結局俺は独力でルーニーと戦わなければならないのか。

　そんな中、まるでこの状況を他人ひと事ごとのように冷めた目で見ながら、一体のモンスターが空から降りてくる。エアリスの護衛役でありながら、まるで自分は関係ないと言いたげな様子で……考えるまでもない。こいつが噓うそをついていた。

　悪魔は、俺達がオークの村を出発した時、すぐ傍そばにいたんだろう。

「オークの魔法使い、何故お前は笑っている？」

「いやぁ、悪い。何だか可笑おかしくてさ。だって俺の頑がん張ばりが全てパーだ。やられたよ」

　……だって、そうだろ？

　結局、俺は彼女を救うことが出来なかった。

「イーグル。お前は、エアリスのことを考えていると思っていたよ」

「私は誰よりも、エアリス様の安全を考えていたさ。悪魔には勝てぬと──十分に説得はした。だが、エアリス様は聞き入れてはくれなかった。オークの村が潰つぶれれば、大人しく北方に帰って頂けるものと考えていたが……あれほどオークの村を大切に思っているとは……彼女は思ったよりも強情だ」

「そうだなイーグル、ずっと悪魔の監かん視しばかりしていたお前は知らないかもしれないけどさ、エアリスはあの場所を大切に思っていたよ。俺は知らないけど、モンスターって異種族同士は仲が悪いんだってな」

　このままでは、アニメ展開と同じだ。

　シューヤとアリシアが迷宮都市ゼネラウスに向かったこともそうだ。

　運命はやはり変わらないのか。

「起きて下さいってば！　いつまで寝ねてるんですか！」

　俺の目に、シャーロットの姿が目に入った。

　彼女は、未だ眠り続ける風の大精せい霊れいを起こそうと必死だ。成る程、アルトアンジュが本気になれば、今からオークの村を助けることも可能かもしれない。

　けれど、奴に力を使わせることがどれだけ難しいか。

　でも、分からなかった。

　君が、故郷を前にして──オークの村に帰ろうとしている。

　どうして？　すぐそこに、君の本当の故郷があるんだ。君の目的が目の前にある。

「もう！　寝てばっかり！　今度から、ご飯抜ぬきにしますよ！」

　そして、彼女と目が合った。

　視線で訴うつたえていた、何とか出来ないのかって。

「……シャーロット。やっと君の故郷に来たんだ──この機会を逃せば……次はいつになるか分からない」

「ここにはいつでも帰ってこられます。ちょっとぐらい形が変わっても、ずっとあります。でも、エアリスさんには……私、まだ仲良くしてくれてありがとうございますってお礼だって言えてませんから」

　──情けない。

　シャーロットはまだ、諦あきらめていない。

　──情けないな、俺は。

　溜ため息いきが出る程に、ダメダメだ。

　俺は何のためにヒュージャックにやってきた？

　あのノーフェイスに力を借りて、モンスターに姿を変えてまで。

　未来を変える？　当たり前だ。あんな未来、俺は望んじゃいない。

　絶対に変える、変えなくちゃならない。

　だけど、それだけか？

　──違ちがう。

　俺は、多分。エアリス、君を助けたかったんだ。

「オークの魔法使い、エアリス様からの最後の命令だ」

　アニメの中で君は命を捨てて、あの二人を逃にがしてくれた。

　だから今度は、俺が君を助ける番だと思ってたんだ。




「お前達をダリスへ逃がす。背中に乗れ」




　シャーロットは故郷を前にして、エアリスを、オークの村を救いたいと願っている。

　奇き遇ぐうなことに俺も、全くの同意見。

　それにまだ、エアリスが最後に言おうとした言葉だって聞けていない。

　だから──。

「──おいイーグル。お前だよ、余計なことしてくれたアホのお前だ」

　目の前にいる、巨きよ大だいなモンスター。

　北に生まれたピクシー種の英雄個体ノータツチ・ブルーライト。

　俺の知る先の未来で、家族を殺され悲しむ北の魔ま王おうが、護衛に付けた腹心の部下イーグル。

「俺をオークの村に連れていけ。それで、全部許してやる」

　問題は単純だ。エアリスが行ってしまったのなら、追いつけばいい。

　俺の力じゃ間に合わないけど、それならば、誰かの協力を仰あおげばいいんだ。

　今、オークの村は壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けているだろう。

　だけど、今こそ恩を返す時だ。

　俺とシャーロットは、あのまま王都にいれば、きっと仲直りなんて出来なかった。

　このモンスターばかりの特別な世界で君達と出会えたから仲直り出来たと思うから。

「物分かりが悪いなオークの魔法使い……もう、終わりだと言った筈はずだ」

「物分かりが悪いのはお前の方だよ。俺がオークの村も、エアリスも、全部助けてやるって言ってるんだよ」

「お前に何が出来る、あの人間はヒュドラとは格が違う。オーク如ごときが──」

「情けないな。一度、奇き襲しゆうが失敗したぐらいで……そうか、分かったよ。こんな臆おく病びようを重用しているから、お前達は北でドストル帝てい国こくから僅わずかの領地さえ奪うばい取とれない。だけど、安心していいぜ。イーグル、逃げ続けるお前の代わりに、俺が悪あく魔まの相手をしてやる」

「のぼせ上がるなよオークの魔法使い。あの人間ではなく、この場で私がやつ裂ざきに──」

「おい。誰だれが、誰を殺すって？」

　つい苛いら立だって、地が出た。

　鋭するどい爪つめを見せびらかせるイーグルが後ずさり、空へ飛ひ翔しようせんと羽ばたくところを、無理やりに大地へ縛しばり付ける。

「貴様──やはり、オークではないなっ！」

「あれ？　言ってなかったっけ」

　今だって、開戦を伝える音が聞こえる。ホワイト城から事態を掌しよう握あくしようと、デーモンが咆ほう哮こうし姿を変え、俺達に向かって大地を蹴けり飛ばす。

　もう十分だ。

　もう、我が慢まんの限界だ。

　これ以上、事態をややこしくするな。




「俺は、ダリスの黒龍を討伐した人間ドラゴンスレイヤーだ」




　だから、つい──口から思いがけない言葉が漏もれたんだ。








四章　未来を、変える









「あいつが、光を奪うばう悪あく魔まブヒ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「誰だれやねん、ブヒ！　力を合わせれば悪魔を倒たおせるとか言った奴やつは！　ブヒ！」

　オークは突とつ如じよヒュージャックに現れた殺さつ戮りく者を、悪魔と呼んでいた。

　同族たる人間にも害を与あたえ、いつかオークの村を襲おそいにやってくるだろう闇やみの死者。

　いつかその日が来ると、秩ちつ序じよを壊こわしにやってくるその時に備え、彼らは万全の準備をしていた筈はずだった。

　意図的に作り出した一人対、圧あつ倒とう的多数の構図は揺ゆるぎない。

　しかし、辺りに漂ただよう血の匂におい。

　モンスターは怒いかりと恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめ、回かい避ひ不能な負けイベントに直面する。

「スローブ！　どこ行ったぶひ～！　助けてじゃあブヒ！」

「スローブはホワイト城に行ったブヒ！　すぐにエアリス様達がデーモンを連れてくるブヒ！」

　逃げ惑まどうオークの姿を見ながら、男は遠えん征せいの目的を思い出していた。

　闇の大精霊ナナトリージユから与えられた指令は、南方の力を──見極めること。

　彼女は大陸南方へ戦争を仕し掛かけるかの判断材料に、たった一人の男の意見を重用するというのだ。

　そんな、気き紛まぐれな彼女との出会いは、あの日、あの時に遡さかのぼる。

　闇の大精霊ナナトリージユに暗殺を仕掛けたあの瞬しゆん間かん、男は気紛れに命を救われたのだ。

『──わぁ、驚おどろいた。こんな白昼堂々に命を狙ねらわれるなんて数十年ぶりかしら？　大した腕うでだけど相手は選ぶように…………何、世界の終わりみたいな顔してるの？　ほら、消えなさい。しっし邪じや魔まよ…………殺せ？　もしかして自殺志願者？　あのねえ、命狙われたぐらい何とも思うもんですか。あたしが今までどれだけの人間……だけじゃなくてモンスターや魔人エルフに暗殺されかけたと思ってるのよ……でも、そうね。確かに一度でも暗殺に失敗すれば、あんたの存在価値はゼロ。なら……あたしの所に来る？』

　気紛れだと彼女は言った。ふざけるなと感じたが、行き場がなかった。やることもないので彼女を殺しに来る者達の始末を続け、いつしか軍の中で役職を与えられた。気紛れな彼女の一存で、軍人になった。あのドストル帝てい国こくの軍人だ、抵てい抗こうはあったが、これでより彼女に近付けると考えた。既すでに男はあの三さん銃じゆう士しらが忠誠を誓ちかう彼女に興味が生まれていた。

　無詠唱の魔法使いノーワンドマスターたる彼女が、生き続ける理由を知りたいと思った。

　意を決して聞けば、彼女はあっさりと教えてくれた。

　バカだと笑った。

　けれど、同時に気高いとも思ってしまった。確かに彼女の願いは人の身で願うには余りにも大それていて、だからこそ彼女が人間でいることを辞めた理由が理解出来た。

『あたしは北方に誰にも干渉されない自由の国を築きたい。そして今がチャンス。時代に一人でも現れれば十分の本物が、帝国に三人も現れてくれた。大陸統一に多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上だけど、泥どろ沼ぬまは嫌きらいなの。だからルーニー、探ってきて。手段は問わないわ。南と戦争を起こすべきか、否か。全権をあんたに委ねる』

　過去、自分は彼女の命を狙った暗殺者だと言うのに、今では立派な狂きよう信しん者。

　闇の大精霊ナナトリージユから受ける信しん頼らいに、もはや喜びすら感じ始める。

　彼女からこれだけ重要な任務を与えられたのは、初めてだった。

「くっ、ふふふっ。この俺が、誰かのために生きるとはなっ！」

　おぞましい笑みを浮うかべ、大半の冒ぼう険けん者が尻しり込ごみするだろう戦場を歩き出す。

　男はたった一人の人間でありながら、場を掌しよう握あくしていた。

　一いつ介かいの冒険者であれば、歩みを躊躇するだろう戦場を、しかし、男は止まらない。

「ブヒい！　何笑ってるブヒ！　おいらはオークキング！　そんじょそこらの、オークとは一味違ちがっ、ブヒいいいいいいいいいいいい」

「あ！　ブヒータが蹴けり飛ばされたがお！　よっえー、がお！」

　オークの中でも一際巨きよ大だいの成体、左胸にはキング種の証が刻まれている。

　男と目を合わせられるモンスターなど皆かい無む。既に戦意は喪そう失しつ。

「何もされてないのに恐怖でブーブが気を失ったブヒ！　誰か手を貸せブヒ」

「ブヒ。こいつ、重いブヒ」「ブヒブヒ」

　村に集まった大勢のオークが真っ先に蹂じゆう躙りんされていく。

　けれど、仕方がない。

　どれだけ進化した所で、オークは雑魚だ。雑魚雑魚雑魚の底辺モンスターだ。オーガのでこぴん一発で吹ふっ飛とばされるぐらいのナメクジモンスターだ。落ちてた肉をひょいぱくして腹痛にうなされることだって沢たく山さんあるし、落とし穴を作られたら絶対に引っかかってしまうし、罠わなという罠にはとことん嵌はまる。まぬけなモンスター、それがオークだ。

　だからこそ、明るさだけが取り柄えのオークキングは誰よりも強くなりたかった。

「いったいブヒ。スローブにヒールかけてほしいブヒ……」

　この世には強者と敗者が存在して、間違いなくオークは敗者、底辺だ。

　強い者に怯おびえて暮らすオークだからこそ、一か所に定住するなんてありえない。だからオークの村のような平和な村を作れたことがブヒータにとっては奇き跡せきだったのだ。

　毎日が楽しくて平和な時間を満まん喫きつしていた。

　けれど奇跡の時間はもう終わり。

　もう間に合わない、オークの村は今日滅ほろぶ。

「オークキング。これから、俺はお前達が築きあげた全てを壊す──」

　ブヒータはまぬけなオークキングだけど、必死で頭を働かせた。

　だけど、何も思い浮かばない。

　エアリスからは悪魔が現れれば、オークの村を放ほう棄きする可能性が高いと言われていた。だから、最悪の時を覚かく悟ごしておくように、と。

　自分達が築きあげた王国を壊されてなるものか。若きオークキングはいきり立った。先にこちらから悪魔を攻こう撃げきすればいい。そして、ブヒータはたった一人で悪魔の下へ向かい──逃にげ帰かえった。アレには、勝てないと一目見て分かってしまった。

　だから数を揃そろえた。仲間を集めれば、万が一にも可能性があるかもしれない。オークの村を捨てなくていいかもしれない。

　しかし、絶望という闇色に染まり上がった視界の中で、ブヒータは唇くちびるを嚙かみしめる。

「最後に一つ。教えてやろう。本当は先にホワイト城のデーモンを殺す予定だった。だが、この村は余りにもデカくなりすぎた。これ以上は見過ごせない」

　エアリス様も、あの憎にくたらしいグリフォンも、スローブさえもホワイト城に行ってしまった。皆みんな、帰ってきた時にオークの村がなくなっていたら、悲しむだろう。

　おぞましい闇に包まれていく己の身体。横たわりながら、それでもまだ自分が生きているのはオークキングとしての強きよう[image: 靭]じんな身体のお陰かげだろう。

　男が近付いてくる。

　昼なのに、夜のような世界の中で、自分に止とどめを刺さすために悪魔が近付いてくる。

「死にたくないブヒィィィィィィ嫌いやブヒィィィ、ごほっ……」

「やはり蒼い目ブルーライトが率いるモンスターとお前達では全てが違ちがう。北から逃げれば、楽しい毎日が送れるとでも思ったか？　ヒュージャックを潰つぶした吸血鬼共の足元にも及およばない。これなら、潰すまでもなかったか」

「ごほっ、ごブヒィィ……」

　だが残された幾ばくかの時間の中で、若きオークキングが考えていたことは男の想像を遥はるかに超こえた他愛のないことだったりするのだ。

　沢山動いたからお腹空いたなあとか、そういえばご飯を残したままにしちゃったぶひィとか、スローブは今日は何回ご飯をお代わりするんだろうなあとか、明日の天気は晴れかなあとか、雨だったら嫌だぶひィとか、あの猫ねこはまた今夜も騒さわぐのかなあとか。

「千を超えるオーク、さらには他の種まで従えたオークキングの最後がこれか」

　死ぬ間際に考えるには、余りにも下らないことばっかりだ。

　オークの村はまだ発展出来るよなあとか、人間の国みたいに沢山のお店とか作りたかったぶひィとか、それなら武器屋はどんなモンスターにやってもらおうかなあとか、オークの武器屋は弱そうだから嫌ぶひィとか、そうだゴーレムにお願いしようとか、道具屋はうーん、やっぱりオークの道具屋は違ちがうぶひィとか、それなら後数十年は生きないと駄だ目めだなあとか、死にたくないなあ、まだ生きたいなぁって。

「……」

「もはや生きることすら、諦あきらめるか」

　──生への渇かつ望ぼうは留まる所を知らなくて、悲しみも止まらないし、愚ぐ痴ちも止まらない。

　終しまいには大口を開けた先に黒いナニカが入ってきてブヒータはごほごほと咽むせてしまうのだった。そしてそんな死を呼び込む闇が打うち払はらわれたのはブヒータが息が出来なくなって苦しんでいる時だった。

　それは風だった。

　突とつ風ぷうがオークキングの身体を包み込んでいた闇を吹き飛ばす。

　だから、ブヒータは驚おどろいて顔を上げたのだ。

「ブヒィ？」

「ブヒィじゃないわよ。どんだけ貴方の声は喧やかましいの。貴方の叫さけび声で皆がとっても驚いてたわよ。いいこと？　近きん所じよ迷めい惑わくどころの話じゃないの」

　男の魔法に比べれば、余りにも弱々しい風の結界がブヒータと魔法を行使する彼女自身を守っていた。ブヒータは驚いて声も出せない。声の主はブヒータもとってもよく知っているモンスターだったからだ。内ない緒しよ話ばなしが大好きなピクシーさんは強さとか戦いとか、そういう荒あら事ごとからはかけ離はなれたモンスターであることをブヒータはよく知っていた。

「だめぶっひィィ!!　エアリス様はおいらより弱っちいぶっひィィィィィィィィ!!」

「俺から逃げ回っていたピクシーか。よもや、ホワイト城に巣くうオーガを集めれば俺に勝てると考えたか？」

「……あら。彼らは強いわよ。何せ──」

「侮あなどるなよ。あの蒼い目ブルーライトと共に、吸血鬼を討とう滅めつしたオーガは一体もいない。ホワイト城のオーガは角さえ持たない半人前ばかりだ」

　男が生み出した闇とエアリスが放った風の結界が混じり合う。だが風の結界は長くはもちそうになく、悔くやしげに顔をしかめるエアリスの様子を見るだけで力の差を明確に理解することが出来た。

　エアリスは結界を維い持じしながら覚悟を決めた。後ろには瀕ひん死し状態のブヒータがいるのだ。風の結界は今にも破られそうだけど、口から煙けむりを吐はき出す呆あきれたオークキングを置いたまま逃げるわけにはいかなかった。

　──この男が悪あく魔ま。

　人間相手なのに全身が震ふるえる。これだけのモンスターに囲まれても、自分が負けるなんて微み塵じんも考えていない。

　辿たどり着つけないステージの人間。北方魔王ですら足止めが精せい一いつ杯ぱいと言っていた三さん銃じゆう士しが立つ領域に近しい人間。何故なぜ、それ程の強者がヒュージャックにいるのか分からないけれど、いるのだから仕方ない。

　──死にたくないのだから、精一杯抵てい抗こうするしかないのだ。

　額から汗あせが滴したたり落ちる。全力で魔ま法ほうを使っているためか、体力の消費が異常に早い。既すでに限界が見え始めている。

「……」

　風の結界が壊こわれれば、オークキングのような強[image: 靭]な肉体を自分は持っていないから、恐おそらく一いつ瞬しゆんだろう。勢いを増して襲おそい掛かかる熱。結界を構築するために突つき出だした両手に力が入らない。エアリスはゆっくりと瞼まぶたを閉じて、最後の瞬しゆん間かんのために覚悟を決めた。

　男の闇やみはエアリスの魔ま力りよくなんてあっという間にすっからかんにさせてしまう程の威い力りよくであり、それを受け止めているエアリスの両手は次第に感覚がなくなりかけていた。いつ魔力が途と切ぎれて結界が消えても可笑おかしくない。今目の前で構築されているだろう風の結界はさぞや薄うすく、頼たよりないものとなっているだろう。

　だから、目を開けることは躊躇ためらわれた。目を閉じたまま、その時が訪れるのを待ち続けた。けれど、いつまでも闇が身体からだを焦こがすことはなかった。

「……え」

　魔法が解除されている。

　それどころか、自分達に向けられていた殺気も既に消えていた。

　そこでエアリスは恐る恐る男がいた方に目をやって、やっと気付いた。あの恐ろしい男はもはや自分達など見ていなかった。オークキングやピクシー等など、もはや取るに足らない存在だと言うように。

「驚いた。何故戻もどってきた！　二度目はないと言った筈はずだぞ！」

　──燃えるような赤あか髪がみの少年を凝ぎよう視し、精せい悍かんな顔に獰どう猛もうな笑みを浮うかべる。

　男は可笑しくてたまらない。いるはずのない存在がいるのだ。これが笑わずにはいられようか。何故ならあの夜。

　ボコボコにした筈の、ダリスの貴族が、もう一度自分に向かってきたのだから。







　蹂じゆう躙りんされていたモンスターは知らない。

　男に迫せまる少年の全てを。何故、彼らが人間同士で戦っているのか。

「言ったハズだぞ、シューヤ。魔ま法ほうに囚とらわれるなと──さらに、見極めろと言った筈だ。シューヤ、お前の力は俺に遠く及ばない。だが、お前の中には芽があった。俺はお前の中に飛ひ躍やくの芽を見た。だから生かした。拾った命、大事に使おうとは思わないのか！」

「黙だまれ！　お前をギルドに引きずり出す！　絶対にだっ！」

「力も知ち恵えも仲間も、何も持たぬ端は者ものに何が出来る！」

「黙れエエエエエエエエエエッ！！！」

　火の魔法使いの力を男は遊ゆう戯ぎのように対処する。

　実力差は歴然。

　しかし、終わりに出来ない理由がシューヤにはあった。

　あの夜、シューヤは気付いてしまった。命を助けられ、慕したってきた男の正体は殺さつ戮りく者。信じられなかった、信じたくなかった。だけど、男は己がヒュージャックで行った全てを語って聞かせ、この国にいた兵士や冒ぼう険けん者を殺したのは自分なのだと告げた。

「南に生まれたことを感謝しろ。お前のような男は、北では真っ先に死んでいく。俺に助けられた命！　大人しく迷宮都市ゼネラウスに向かい、地道に力を蓄たくわえればよかったものを。それにあの娘はどうした！　まさか見捨てられたか！」

「お前には関係ないッ！」

　あの夜、ボロボロにされて、見み逃のがされて、命は奪われなかった。アリシアと共に逃げた。だけど自由連れん邦ぽうに向かう途と中ちゆう、何人もの死体を見た。彼らは一様に迷宮都市ゼネラウスで特別クエストを受注して、あいつに挑いどんで死んだ。魔法紙には数え切れない男の罪状。

　口と耳を塞ふさぎ、現実から目を逸そらしたまま、迷宮都市ゼネラウスへと進む道を歩き続けるなんて出来るわけなかった。

　それに何の確証もないけれど……。

　今のデニングが、自分と同じ状じよう況きように置かれた時、見て見ぬ振ふりをするとは思えなかった。

「何ぼけっとしてるのブヒータ。今のうちに安全な場所まで逃げるわよ。……ブヒータ、どこ見てるの？」

「エアリス様。あの人間……可笑しいブヒ……タフすぎるブヒい……」

　オークキングの言葉通り、それは異常なことだった。

　赤髪の少年は何度でも起き上がる。倒たおしても、倒しても、まるで心を折らなくては、死なないとでも言うかのように。

「……シューヤ。まさか、お前。痛みを感じていないのか」

「……許さない。絶対に、許さねえぞ……騙だましやがって……俺は信じてた……」

「会話になっていない……勝手に騙されたのは、お前の方だろう」

　しかし、男の胸に去来する胸むな騒さわぎ。

　シューヤの様子が可笑しいとルーニーはすぐに気付いた。

　魔法のノリがよすぎる。それに今。シューヤが、人間としては不可能な動きをしたような。さらに詠えい唱しようを行うための口の動きすら見られない。

「それでもシューヤ──今のお前如ごときに、魔法を使うまでもない」

　実力差は歴然で──ルーニーは至近距きよ離りに迫っていたシューヤの髪をつかみ上げ、地面に身体を叩たたきつける。

「前言撤てつ回かいだ。二度目はないと言ったが、特別に見逃してやる」

　男には将来性のある若者を見逃す悪あく癖へきがあったが、二度も同じ人間を見逃したことはない。だが、先日のシューヤとはまるで別人。

　まるで飢うえた獣けもののように迫りくる。何らかの強きよう迫はく観かん念ねんに縛しばられていると想像するのは容易たやすい。暴走するシューヤの意識を飛ばし、ルーニーは一息ついた。

「このモンスターの巣そう窟くつから生き延びられれば、の話だがな。しかし、あの娘もお前を置いてはいかない筈だ。お前達二人が協力すればこの戦場から逃げることも可能だろう」

　しかし、南方統一は迅じん速そくに可能との判断は揺らがない。

　魔人エルフを相手にしている三銃士の力を必要とせず、帝国の余力で統一は十分に可能だ。

　漲みなぎる達成感、長かった任務。

　数か月、たった一人で潜せん伏ぷく。しかも、自分の正体がバレつつある。潮時だ。十分に南方の平均的な軍人の力を理解した。これなら闇の大精霊ナナトリージユも、三銃士の力も必要ない。最後にこのモンスター共を壊かい滅めつさせ、帝国に戻れば──作戦は完かん遂すいされる。

「……ん」

　シューヤとの闘たたかいに注意を払はらいすぎて、警けい戒かいを怠おこたっていた。

　違和感。どこか可笑しい。そして、気付く。あれだけ力の差を感じ、恐れ戦おののいていたモンスターが、敗北した者達が戻ってきている。続々とモンスターが増え続ける。




「傑けつ作さくだ。ヒュージャックのモンスター風情、数さえ集めれば俺に勝てると考えたか？　ホワイト城に角持ちのオーガや、生き残りの吸きゆう血けつ鬼きでもいたか？　主を失った首無し鎧よろいデュラハンを見つけてきたか？　この人間は素質があったから生かした。だが、お前らは違ちがう」

　苛いら立だちが募つのる。

　何故なぜ、逃げない。

　恐きよう怖ふは与あたえた筈。弱者は弱者として、振ふる舞まえばいい。

　その時、幾いく重えにもモンスターが重なり合った道が自おのずと割れた。

　どんな大物が来るのか、デーモンでも現れるのかと思えば、男は目を疑った。




「まさか主人公様が時間を稼かせいでくれるとは……」

　オーク。

　何の変へん哲てつもないオークが、やってくる。

　敢あえて特とく徴ちようを上げるとすればデブいオークだった。腹が出ているオークが太い木の枝、いや、違う。あれは杖つえだ。魔ま法ほう使つかいの杖を握にぎりしめて、こちらに近付いてくる。

　噂うわさの、オークの魔法使いの登とう場じようというわけか。

　しかし──これは一体どういうことだ。

「スローブ！　おっせーぶひい！」

「その人間をどっかやってくれブヒ。おっかなくてたまらんぞ、だブヒ！」

　──オークの村が、活力を取り戻している。

　惨さん状じようを生み出した自分を前にして、ただのオークが恐怖を抱いだくこともなくやってくる。

　何も状況が変わったわけじゃない。

　だが明らかに、奴が現れてから空気が変わった。

「随ずい分ぶんと楽しんでいたみたいだけどさ、弱い者虐いじめって言葉知ってる？」

　そうだ、そうだとモンスターがはしゃぎ──男のこめかみが、ピクリと震ふるえる。

「……それよりエアリス。置いていくなんてひどいじゃないか。ホワイト城へ行く前に伝えた言葉、信じられなかった？」

「スローブ、どうやって」

「君の護衛は思ったよりも任務に忠実だ。話せば分かってくれたよ」

「……まさかっ！」

　エアリスは空を見上げ、驚いた。

　オークの村を見捨てた筈のイーグルが上空に──バツが悪そうに、そこにいる。

「おっと、エアリス。悪魔が蚊帳かやの外に置かれてぶち切れそうだ。君は自分の出番を待ってくれればいい。だって、前に言っただろう？　あの人間を倒すのは俺の役目さ」

　それでは、始めよう。

　全てが少年の想定通りとはとても言えないが──未来を変える準備は、整った。

「……初めまして、でいいのかな？」

　途と方ほうもない苦労は全て──この瞬間のために。




　あのオークは今、この俺を倒すと言ったか？

「俺の人生を、丸ごと否定された気分だ」

　小こ柄がらで、オークキングに比べても見る影かげもない。あれがモンスター共が噂うわさをしていたオークの魔法使い。随分と落ち着いているようだが、それだけだ。

　だが、男は知らない。

　少年が、心の中ではあのルーニー・ブロウに会えて少し感動していたことを。

　敵でありながら、シューヤ・ニュケルンの成長に欠かせない伊達だて男おとこ。

「オーク如きがこの俺を倒すだと？　面白い、先手は譲ゆずって──」

「なら、有り難く──」

　小さな声で導かれた言葉と共に、男目め掛がけて何かが通り過ぎた。

　咄とつ嗟さに避よけたが、男の頰ほおにちくりと痛みが走った。地面にぽたりと落ちる何か。すぐさま理解した。滅めつ多たに見ることもなくなっていた己の血。

　つまり、オークに攻こう撃げきされたのだ。

　その事実に思い至った瞬しゆん間かん、ぶわっと身体からだに熱が循じゆん環かんする。

　オーク？　あのオーク？　冒険者として駆かけ出だしだった頃ころでさえ、相手にしなかったオーク？　あの豚ぶたに傷つけられた？　誰が？　この俺が？　三さん銃じゆう士しに挑ちよう戦せんしようとするこの、俺が？　闇の大精霊ナナトリージユから絶大なる信頼与あたえられし、この俺が──？

「……皆みな殺ごろし確定だ」

　このヒュージャックに潜もぐってから、初めて流した血は──男を本気にさせるには十分。

　遠えん距きよ離りからナイフを一ひと振ふり、それで終わる筈だった。炎ほのおと闇と風の混合魔ま法ほう。目にも見えぬ刃やいばを受けたオークは──変わらず、そこに立っていた。

　──防がれた？　しかし、男は気付く。魔法の不発。何故か？　動作が足りなかったナイフを持つ右みぎ腕うでが振り下ろされていない。──空間に、縛られている。違う。腕だけでなく、足も口も、少しも動かない。あのオークの魔法使い、俺よりも早く──攻撃をッ。だが、一いつ端ぱしの魔法など身に着ける魔道具が全てを撥はね飛ばす筈だ！

「皆殺し？　どうやって？」

　──攻撃を受けてから、気付く。

　あのオーク、ピクシーとはものが違う。なればッ──。

「こうやって──だッ！」

　力を込め、魔法を捻ねじり────切れない。瞬しゆん時じ、恐おそれ戦く。あのオーク、たかが初手にどれだけの魔力を籠こめているのか！　「──面白い！」次手は名前も付けていない、風と闇の二重魔法で破は壊かい。力の行き場を失ったオークの魔法が家屋を吹ふき飛ばし、モンスターが悲鳴を上げた。

「まさか……それだけ？」

「安心しろ！　力の半分も出していない！」

　男は、突とつ破ぱを決断。既すでに場の空気はオークの魔法使いに支配されつつある。流れを変える。さすがにこの数のモンスターが勢いに乗れば厄やつ介かいだ。原動力たるオークの魔法使いを仕留める。方針の決定、男は始動。見えぬ風の刃が上空より飛来、詠えい唱しようの簡略化か。傷を負うのは避けられない、たが最短を──行くだけだ。

　しかし、大した力、オークの突とつ然ぜん変へん異い種。魔法使いとしての力は三銃士、半人半魔の亡霊王を守護せし──リッチ並みかっ！　男の頭に、北で魔王として君臨するピクシーの姿さえちらついた。被ひ弾だん覚かく悟ごで光こう嵐らんを突破する。ナイフで切きり裂さき、奴やつへと至る道を造る。厚みは進めば進め程、増すようだ。堅かたい守りは、近接戦せん闘とうが苦手な魔法使いの証あかし。

　やはり──距離を詰つめなければ。

「焦あせりが見えるぞ、オークの魔法使いッ！」

　男は近接格かく闘とうに絶対の自信を持っている。半人半魔の亡霊王とし合った際は、二体のリッチを仕留めている。死する求ぐ道どう者に比べればオークの魔法使い等など、比ひ較かくにならぬ。

　刃は雨のようだ。降り頻しきる弾たまは嵐あらしのようだ。頭が可笑おかしくなりそうだ。

　それでも男は幾いくつもの死線を越こえた自負がある。

　既に距離にして十歩──大地を蹴けり──。

「──もらっ」

　そして──違い和わ感かんは即そく座ざに。

「──なッ！　まさかッ貴様！」

　男の顔が歪ゆがみきる。今、信じられぬものを見た。

　しかし、違和感はあったのだ。

　そもそも魔法を使うオークなど聞いたこともなく、オークにしては、攻撃が余りにも──理知的すぎる。今だって、退路を断たれている。突破を諦あきらめ後退すれば、重い一いち撃げきが来ることは分かっていた。オークの癖くせに二手、三手先を読んでいる。

　自分を固定化させる程の魔法を使えることもそうだ。

　だが、決め手は指輪だった。

　オークの魔法使いが左手人差し指につけた黒の指輪に、男は目を奪うばわれた。

「──ガラリオンだとッッ！」

　だから男は攻撃を中断し、飛び退のいた。迫せまりくる風の猛もう撃げきを全力で防ぼう御ぎよ。闇の魔法を用いて打ち消した。バクバクと鼓こ動どうが高鳴り、見えた事実の理解に全力を尽つくす。

「何故だ何故だ、何故だッ！」

　あの形状──間ま違ちがいない。

　男は息を整えながら、叫さけぶ。

「オークの魔法使い、その指輪どこで手に入れた!?　それは俺が探し求める最後の一つ！　闇の大精霊ナナトリージユ様が過去、才能溢あふれるダリスの貴族に貸かし与えたマジックアイテムだ！」

　男は闇の大精霊ナナトリージユの直属として、彼女の望みとあれば、過去に作製したマジックアイテムの回収さえ実行した。世界に散らばった三つのマジックアイテム。彼女が純じゆん粋すいな魔法の探求者であった頃の名残。だが、最後の一つを見つけられなかった。

　あれだけ探し求めたのだ──この俺が、見間違うハズがあろうか！

「何故、貴様が使いこなせている！　それは──クソ、煩うるさいぞモンスター共！　貴様ら、理解しているのか！　オークの魔法使い、奴が持つ指輪は、闇の大精霊ナナトリージユ様が作り上げた変化の力！　貴様らが妄もう信しんするオークの魔法使いの正体にまだ気付かぬのかッ！」

「やっぱり、この身体だと精霊が俺を認識しない。悪いな、ブヒータ。だけど噓うそはついちゃいないぜ。最初に言ったよな。俺はただ──悪魔を倒たおしに来ただけだってな」

　男の脳内に理解出来ぬ者と相対した時の危険信号。

　嘗かつて三銃士とし合った時も起きた異常警けい戒かい。

　目的も分からず、ひたすらに不気味に思える。あのオークは──人間なのだ。

　そして、オークの魔法使いが取った一手は想定外であった。

　オークの魔法使いが身に着けていた指輪が輝かがやきを放つ。黒い霧きり、奇くしくも男のナイフから生まれる闇と同質のソレに、オークの魔法使いが包まれたかと思うと。

「変幻解除ノーチエンジ」

　オークに化けた人間は大勢のモンスターを味方に付けている。

　この利は捨てられないと推測。何故なぜなら男は強者であるからだ。自覚も実績もあり、この俺を相手に、モンスターとはいえ味方に付けていた方が安心。故にまさか、自分から人間としての姿に戻もどるなど誰だれが考えられようか。
















「……」

　後に残ったのは人間だ。

　それも男が数日、共にいたあの赤あか髪がみ。シューヤと同じぐらいの年ねん齢れいに見えた。あれだけオークの魔法使いを応おう援えんしていたモンスターも絶句している。

　間かん髪はつ容いれず、少年は再び──魔法の衣を脱ぬいで、杖つえを振ふるう。

　土の濁だく流りゆうが男を搦からめとらんと暴れ狂くるい、大地が蠢うごめいた。誇こ張ちようではない。確かに、大地が震えているのだ。男も戦闘の格が一段上がったことを理解する。攻こう防ぼうは異次元の領域へ。

　しかし、驚おどろいたのはオーク達だ。オークの魔法使いが人間になってしまったのだから。

「スローブが人間になったブヒ？」

「ブヒ？」

「なんだありゃあ、ブヒ？」

「スローブ！　爺じいさんがこけて怪け我がしたブヒぃ！……あ、人間だったブヒい」

　騙だまされていた。気付かぬ内に人間を引き込んでしまった。

　けれど、こういう時、オーク達の頭にあるのは、敵か味方かそれだけだ。考えが追いつかない異い種しゆ族ぞくのモンスターも沢たく山さんいたが、オークはどこまでも単たん純じゆんだった。

「はよ悪魔をたおさんか、ブヒ！」

「早く倒すブヒぃ！」

　悪あく魔まを倒すために、やってきたという彼の言葉──噓ではなかった。

　悪魔を倒すために、やってきたのが事実であれば、何の問題があろうか。

　そもそもオークの村は種族の異なるモンスターも沢山受け入れている。一人ぐらい人間がいたっていいじゃないか、と。他のモンスター達も呆あきれるぐらい能天気に、オークの魔法使いを応援し続けた。

「……お、おいらは最初から、気付いてたブヒけど」

　オークキングの、そんな負まけ惜おしみは再び盛もり上あがるオークの声に搔かき消けされた。
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　だあー！　まじか！　今の魔法を躱かわすのかよ、どんな反射神経してやがる！

「負けるなんか許さんぞ、ブヒ」

「スローブ！　その悪魔を、追い返してくれブヒい！」

　うるせーな！

　あいつがどんだけ強いか分かってんのかよ！　明らかな負けイベントなんだよこれは！　俺かなり全力に近いぜ。くそっ、逃にげに全力を使われたら、捕とらえ切れないな！

　はあ。これはやっぱりイベントだ。だって、アニメ第一クールでこんな強敵にシューヤが勝てるわけねえもん。

「そんなに気になるのか。お前があの方の力を借り、モンスター共を騙していたことが」

「いや別に。オークが特にうるせーなって思っただけ」

　外野ではモンスター、特にオークがぶひぶひ騒さわいでいる。しっかし、巨きよ体たいのモンスターがあれだけ揃そろっていて一人の人間に怯おびえているってのは変な光景だ。

　でも、それでいいのかよ。俺はお前らを騙してたんだぜ。なのに、応援してくれるのか。俺は人間だったんだぞ。お前らを騙してたんだぞ。

　はぁ、これじゃあさ。絶対にあいつに勝たないといけないよな。

　ルーニーは見慣れた軍服ではない。そうか、この時だけは、軍人とバレないよう、服装も変えていたか。抜ぬかりない強敵だ。

　けれど、こいつはまだ三銃士と呼ばれる彼ら程、人間を辞めていない。

「杖に刻まれた紋もん章しよう……どこかで見覚えがあるが、お前の口から吐はかせればすむことだ」

「出来るかな。オークを虐いじめて楽しんでいる変態に」

　でも、やっぱりイメージが湧わかないなぁ。

　実力が拮きつ抗こうしているからか、俺がこいつを圧あつ倒とうしている未来ってやつがさ。

「気持ち悪いな、お前の心がまるで読めない。その年で感情の隠かくし方を、どこで覚えた」

「特とく殊しゆな家庭環かん境きようでね。物心つく前から、感情の抑よく制せいを叩たたきこまれた。しかし、俺のこの姿が本当の姿とは限らないぜ。それより、なあ。そろそろ、終わりにしよう」

　俺の足元にはいつの間にかシューヤが転がっていて……やっぱりこいつの行動は読めないなぁ。ったく、お前のせいで予定が狂っちまったじゃねえか。ルーニーを倒した後は、どこかに隠かくれてるアリシアを捜さがしに行かないといけないしさ。

「オークに化けるような変態と同意見なことは癪しやくだが、終わりにしよう」

　……。

　遂ついに来るか。

　実際にこの身体からだで、その魔ま法ほうを体感するのは初めてだ。

　さーて。こっからが、正念場。

「お前は、立っていられるか。暗黒ダークの中で」

　それは、テレビがプツリと消えてしまう、あの瞬しゆん間かんに似ている。

　世界は予兆もなく暗黒に、染まった。

　何も見えない、何も聞こえない、何も感じない。

　光が失われる。

　これこそが、オークが恐おそれた光を奪う悪魔の力。







　──あいつの声以外、何もない。

「これだけの範はん囲いに暗黒を広げるのは辛つらいが、お前を殺すにはこれぐらい必要そうだ」

　覚かく悟ごしてたけど、一いつ瞬しゆん俺でも動どう揺ようしてしまった。

　実際に体験してみれば、これって……とんでもねえな。

　まず光が奪われ、音も聞こえなくなる。方向感覚も失い、一瞬自分が死んだのかとさえ錯さつ覚かくする。光がなければ、本来、耳に届く音を意識して行動しなければならない。

　しかし、その音さえ一切聞こえないのだ。

　あの悪魔の声だけが届く。成る程、まさに光を奪う悪魔だ。

「名も知らぬ魔法使いよ。お前が指輪の力を引き出せたということは──お前にはあったのだろう。姿を偽いつわってでも、成さねばならぬ事情が」

　完全な無力の中で、奴やつの声が聞こえる。

　大した男だよ、ルーニー。アンタが闇の大精霊ナナトリージユに気にいられる理由も分かる。

　アンタは負けない、負けるはずがない。

　闇の魔法、暗黒ダーク。これは俺にも真似まね出来ない、必殺といってよい魔法だ。

　多分、モンスターは大混乱に陥おちいってるだろう。

　だけど、俺は知ってるぜ。この条件化ではルーニー。

　お前だって魔法が使えないってことをな。

　それに暗黒はお前にとって、任務を必ず成功させるために絶対の力。

　特別な魔法に頼たよった理由こそが、お前がターゲットを切り替えた何よりの証。

　闇の大精霊ナナトリージユに向ける忠義──利用させてもらうよ。
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　──評価は最大級。

　未熟だが、才能に溺おぼれていない。自分の欠点を自覚している。少年は戦士ではないシューヤのような身に過ぎたる力は求めていない。どちらかと言えば指し揮き官かん向きだ。そして長期戦になれば確実に勝てる。

　しかし、ルーニーは敢あえて魔法に頼たよった。

　──理解出来わからない。

　少年は明らかに、自分を待ち構えていた。モンスターに姿を変えていたのは酔すい狂きようではなく、計画。モンスターからあれだけ信しん頼らいされている状じよう況きようを見るに、何日も化け続けていたんだろう。尋じん常じような精神力ではない。

　考えれば、考える程、ぞくりと感じた。相手の術中に嵌はまっていくかのような悪寒。

　だから、この魔法で奴を仕留める。

「何も見えんブヒ」

「ブヒ。めちゃこわブヒ。皆みんな、どこ行ったブヒ？」

　暗黒を使えれば、気に食わない者を片かたっ端ぱしから殺さつ戮りく出来た。

　男こそが北方を震ふるえ上がらせた暗殺者。

　狙ねらえば、帝てい王おうの寝しん所じよにさえ忍しのび込めるのではないか。

　そんな絶対の常識を覆くつがえしたのが、唯ゆい一いつ、暗殺に失敗した闇の大精霊ナナトリージユ。

　衝しよう撃げきを受けた、遂に己が死ぬ番だと理解した。だが、彼女は教えてくれた。崇すう高こうな使命、自分のような汚よごれた人間を、彼女は求めた。いつしか、彼女のために力を振るった。

「あ。今、誰かの腕うでが当たったブヒ。そこに誰かいるブヒ？」

「怖こわいからしゃがみこむブヒ。動きたくないブヒ」

　男は闇の大精霊ナナトリージユの下で、暗黒をさらに上の領域へ引き上げた。

　男だけに許された風を用いる聴ちよう覚かく強化。息いき遣づかい、動き、一度記き憶おくした情報を徹てつ底てい的に探る。闘たたかいながらでも、ずっと意識していた。失敗など、あり得ない。

　──アイツの存在は、確実に帝てい国こくの壁かべとなる。この場で確実に殺すべきだが。

　モンスターの合間をすり抜けながら、男は思考。あの少年の気配が消える。闇に溶とけ込こんだ。全く、大したものだ。あれだけの力があれば名の知れた者だろう。ましてや、まだ若い。男は経験から知っていた。戦争を通じ、さらに経験を積めば厄やつ介かいな相手になる。現在の帝国は余りにも多くの戦線を抱かかえ、余よ裕ゆうがない──そこで、想定外の事態が発生。暗黒の中で一瞬、光が溢あふれ、暗黒に包まれた全容を照らし出す。──光の魔法。だが、即そく座ざに暗黒が塗ぬり潰つぶす。何だ、今のは。モンスター、特にオークらが身に着けている装そう飾しよく品から光……けれど一瞬のこと。男は気にも留めず、奴の息遣いのみを、耳に捉とらえる。先の光は放置でいい。あれぐらいは何の影えい響きようも与あたえない。

　──両方仕留めるのは無謀に近いか。

　──ならば、どちらだ。今、この場で優先すべき敵は。
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「誰だれか、そこにいるブヒ？」

「ブヒブヒ。さっき光で皆の姿が見えて、ちょっと怖くなくなったブヒ」

　このオークの村に大勢のモンスターを集めた。

　中には音で状況を判断する者もいるし、視力に頼らないものもいる。

　さすがのお前も、俺への対応に加え、あれだけの数に囲まれれば、思い通りにはいかないだろう。目的を達成するために、暗黒を使わざるを得ない状況を作り出す。ここまでは、俺の読み通り。

　そして、オーク達の持ち物に仕し掛かけていた光の魔法も無事に発動。

　浮うかび上あがった光源は一瞬で闇に覆おおい隠されたが、お前が見る先には──やはり。

「認めよう、オークの魔法使い。お前は強く、既すでに完成されている」

　この暗黒の中でお前はたった一人を捕ほ捉そくする。

　定めた敵の行動を理解する。それが、どれだけ恐ろしい魔法であるか。

　やっぱり、強すぎるよルーニー。こんなの王室騎士ロイヤルナイトでも相手にならないぞ。

　この異空間、絶対強者たるルーニーの声を聞きながら、俺は行動を開始。

「逃げても無む駄だだ。俺は暗黒の中でお前を捕捉している」

　俺は無力だ。

　魔法が使えなければ、何も出来ない。

　だが、それは相手も同じ。一切の攻こう撃げきが禁じられる異空間。

「どこへ行っても俺にはお前の動きが、全すべて見えている」

　暗黒の中で必死に走った。

　俺に残された時間は、もう残り少ない。

　モンスターにぶつかりながら、必死に目的地へ。

　戦争を止める。

　だけど、俺の目的はそれだけじゃない。

　──信じてくれ、と何度も伝えた。

　──だから、あの場にいることを信じている。

　ルーニー。お前は、俺が恐きよう怖ふを感じていると思っているんだろう。

　暗黒の中で、俺は辿たどり着ついた。

　誰かの手を摑つかむ。細い、小さな、ぬくもり。

　俺は、君の手を握にぎった。信じてくれてありがとうと、伝えたい。けれど、何も出来ない。俺の声は、この暗黒の中では届かない。だからもう一度、手を離はなした。

　この暗くら闇やみの中で、君が、その場所にいることが何よりも重要。

「存外に、悪くはない時間であった。予期せぬ出会いを楽しみ、最後にこうしてお前と出会えた。ならばその首を手土産とし、帝国に帰き還かんするとしようか」

　目的地はオーク達が造ってくれた、間ま抜ぬけな誰かの像。

「ついに動きを止め、諦あきらめたか──」

　その場から、一歩前に進み出て、君を背に、庇かばう。

　真正面から、漲みなぎる殺意。

　感じる恐怖は恐ろしかっただろう、それでも君は信じてくれた。

　暗黒が晴れる。全ての制せい約やくが取とり払はらわれる。精霊の姿が、見えた。

　対象の最後、絶望に染まる顔を見る。それが悪あく趣しゆ味みすぎるお前の趣味。

　ここで君は死ぬ。それがアニメ通りの宿命。

　だから、今この瞬間こそが未来を変える分ぶん岐き点。

「死んでもらうぞ、エア──ッ」

　だけど、分かっていた。

　お前が溢あふれんばかりのモンスターが集う状況に危機を感じ、ターゲットを俺からエアリスに切り替える。北の魔ま王おう、蒼い目ブルーライトの関心を南に逸らすためにエアリスを殺し、この場から離り脱だつを図るってことは！

「リ──ッ！」

「悪いな。ルーニー・ブロウ」

　目の前でナイフを振りかぶる男の顔が──驚きよう愕がくに染まる。

　さすがのお前もまさか闇の晴れた先、暗殺対象エアリスの前に。

「──俺の勝ちだッ！」

　自分の首に杖つえを突つきつけた俺がいるとは──想像もしていなかっただろう。
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「オークの魔ま法ほう使つかいが悪あく魔まを倒たおしたブヒ。やっぱり、オークの時代、到とう来らいブヒー！」

「違うワン。スローブは人間だったワン。その理り屈くつは可笑しいワン」

　可笑しい。

　俺はどうして──負けた？

　俺には才能のある魔法使いを何度も打ち破った経験が……違う、問題はそこではない。

　オークの魔法使いが現れると逃にげた筈はずのモンスターが次々と戻もどってきた。ホワイト城からやってくる増ぞう援えんを考えるとオークの魔法使いの相手をしながら、エアリスを確実に殺すのは難しい。

　オークの魔法使いの力を完全に見誤ったとはいえ、尋じん常じようではないモンスターの数。エアリスを殺せば、北の魔王として君臨する蒼い目ブルーライトの心を乱すことも可能。さらに北の魔王の注意が南に向けば、帝てい国こくにとってどれだけの利となろうか。遊びは終わりだと考えた。

　エアリスを確実に葬ほうむるために、対象をオークの魔法使いからエアリスに変へん更こうした。

　しかし、今思えば。

　奴やつは俺に、暗黒を使わせたがっていた。

「悪魔がこっち見てるブヒ。スローブは何でトドメを刺ささないブヒ？」

「人間同士だからブヒ。代わりに俺たちがやるブヒ。皆みなの恨うらみを晴らすブヒ」

「こういう時こそオークキングがいるブヒ！　……あっ。ブヒータもびびってるブ？」

　暗黒発動時、起こる筈の無い光が生まれた。

　あの時は気にもしなかったが、あの光で、狙ねらいがエアリスだと確信したのでは？

　暗黒解除時、エアリスはあの可笑しな土像に寄より添そうように立っていた。まさか、事前に位置を伝えていた？

　……モンスターから信しん頼らいを得るためにあの少年はオークに姿を偽いつわり、モンスターの村に滞たい在ざい。さらに、人とばれても崩くずれない程の信頼関係をエアリスとの間に作ったのか？

　あの人間嫌ぎらいのピクシー相手に？

　だとすれば、イカれている。

「……くくっ」

「消えたスローブを捜しに行くブヒ。あ、見ろブヒ。悪魔が笑ってるブヒ」

「やっぱり、スローブにトドメをさしてもらうブヒ」

　──やめだ、もうやめだ。幾いくら考えたところで、答えは出ない。

　少年は俺のことを知っていて、俺は少年のことを知らなかった。

　何という不平等、しかし、敗北者は結果を素直に受け入れるべきだろう。

　あれからオークに化けた少年はシューヤを抱かかえ、消えてしまった。そんなオークの魔法使いをエアリスと数体のオークが追いかけ、後に残されたのは土に拘束バインドされた己と、夥おびただしいモンスター。

「やはり俺は、見逃されたのか。あの時と同じように……ッ」

　ドストル帝国軍人にして、闇の大精霊ナナトリージユのお気に入り。ヒュージャックにて悪魔と呼ばれた男は土の拘束をいとも容易く抜ぬけ出だし、笑い出した。

「くっ、はははははッ！　まさか南方でこれだけの屈くつ辱じよくを味わうとは！」

　可笑しくて堪たまらない。

　一体、俺は誰だれと戦ったのだ？　あれだけの実力者、ダリスの王室騎士ロイヤルナイト、公爵家デニングの直系か？　まさか次代の守護騎士ガーデイアンではあるまいな？　いや、サーキスタの手の者という線もある。殺害した兵士の数はダリスよりもサーキスタ兵が遥はるかに多いのだから──。

　だが、あの魔法使いとしての力量、魔導大国ミネルヴアの大魔導士グレイトメイジという線もあるかッ！

　知りたくて仕方がない。

　けれど、出来るだけ早く。

　この地で何が起きたか、彼女に報告する必要がある。




「誇ほこるがいい、オークの魔法使い！　──お前の目論見通り、戦争は止まるぞ！」




　そして、ヒュージャックへ送り込まれた男は。

　あの少年が、全ての事実を知っていたと、確信していた──。
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　モンスターと暮らした非日常。

　一番印象に残っているのは、扉とびらを開ければブヒブヒブヒの大合唱。他には俺にヒールを掛かけてもらおうと、列を作るオークの姿や、退たい屈くつな時なんて一いつ瞬しゆんもなかったあの日々。

「……」

　頭を冷やして考えてみればさ、あの日々って現実だったのか？

　俺は本当にあのヒュージャックにいたのか？

　一度でも異常な環かん境きようから離れてしまえば、モンスターと共に生活をしていたなんて、今となっちゃあ自分だって信じられないよ。

　だから誰かにあの出来事を伝えるなんてもってのほかだ。

「それで話って何だよマルコ。こんな辺境にやっと馬車が来たんだ。早く王都に出発させてくれよ、あっお前が俺を引き留めるから、シャーロットが先に乗り込んじゃったじゃん」

「若がヒュージャックでドストル帝てい国こくの諜ちよう報ほう員を追い返したことを、大々的に発表しましょう！」

「はあ？　それにお前、声がでかい！　俺は疲つかれてるんだよ！」

　モンスターに支配された彼女の故郷。

　あそこでの生活は俺に予想以上の疲れを与あたえていた。何故なぜなら、オークの村を出て国境沿いに帰ってきた時、俺達は何とか宿を見つけると気絶するかのようにベッドに倒れ込んだ。シャーロットは二晩、そして俺に至ってはなんと──三日三晩も寝ね続けたらしい。

　信じられないが、それだけ疲れていた。疲れの大半は心労だろう。

　そして、起きたら──俺の部屋に、こいつがいた。

　シャーロットではなくて、軍服に身を包んだ男。

　ヒュージャックでルーニーに部隊を壊かい滅めつさせられた男が俺の手を握り締しめ、目を真っ赤に染めて寝しん室しつにいた。軽くホラーだった。




「──ドラゴンスレイヤーときて、ヒュージャックでの活かつ躍やく。これがあれば──誰だれも若を軽視出来ない！　王都では未いまだ若のことを愚ぐ弄ろうする者がおりますが、若は変わった！　見せつけましょうよ、よい考えだとは思いませんか若！」

「あのなあ、言っとくが俺は王都でかなりの人気者だったんだぞ」

「そっちではありません。公爵家デニングでの話です。たとえ若が龍りゆうを落としたとしても、公爵家デニングでは自分でもやれたと息巻く者も多い。ですが、ドストル帝国の人間を相手にしたとなれば別です。一目も、二目も置かれるに違いない……！」

「お前が出会ったって奴が帝国の人間だったって証しよう拠こはどこにもない。それよりお前まさか」

「ええ。もう一度、公爵を目指しましょう──」

　マルコは俺とシャーロットが約束の日を過ぎても帰ってこないから、カリーナ姫ひめから捜してくるよう言われたらしい。王都で療りよう養ようさせられていたこいつは喜び勇んで即そく座ざにヒュージャックへ直行。だがルーニーとのトラウマからか、国境沿いでうろうろすること数日。

　俺とシャーロットが戻ってきたらすぐに連れん絡らくするよう幾つもの宿に人相を伝え、だからこいつは俺達の帰還にすぐ気付いた。

　起きた時には、目の前にこいつの姿。いや、びびったわ。そして俺はこいつにヒュージャックで何が起きていたか簡単に説明。目的の人物とは出会い頭に戦せん闘とうに発展、だけどすぐに逃げられたってな。

「……マルコ、俺は今も堕ちた風オチコボレだ」

「今の若を見て、そのような物言いをする者はいません！」

「別に言われても構わない。全部、俺だ。でもお前、俺を堕ちた風オチコボレって呼ぶ奴が一人もいないって断言出来るか？」

「ですが！」

「一度間ま違ちがった俺に、兵士が心の底から命を預けられるとは思わない。だから、俺を担ぐのは諦あきらめろ。さあ、もう行こうぜ。これ以上、女王陛下を待たせたらどうなることか。今、一番心配してるのはそこなんだよ」

　約束の二週間は過ぎてしまった。

　王都には諸国の遊説を終えた女王陛下ら、ダリスの最高意思決定権者らが勢せい揃ぞろいし、俺を待っているとのことだ。さあて、俺を待っているのは栄光か罰ばつか。出来れば栄光がいいけど、俺は国宝たる付与剣エンチヤントソードに手をかけた。何も罰がないってことはないだろう。

　馬車の中から、シャーロットが顔を出して待っている。

「では、別の問題にいきます」

「……今度は何だ」

　ごほんとマルコは咳せき払ばらいして。

「シャーロットちゃんとは、どこまで進んでいるのですか？」

「…………は？」

「あのヒュージャックに、男女二人でいたんです。何もなかったなんてことはないでしょう。私ですら一度はもう若は駄だ目めだと考えたのに、若の暗黒時代からずっとお傍そばで支え続けたのはあの子だけですよ。私も仲間と何十日も過ごしていれば、可笑おかしな気持ちになったものです」

「おい！　唐とう突とつなカミングアウトやめろ！　ていうかおい、行くぞ！　これ以上陛下らを待たせたら、縛しばり首くびにされるぞ！」

　それにシャーロットは王女様なんだぞ！　今のところ、高貴さとか俺はあんまり感じないけど、本来彼女は俺の従者に収まる器ではないのだ。

　シャーロットとどうにかなるだって？　悪あく魔まみたいな発想するやつだなお前は！







　そして、今。

　俺達は王都への道を進んでいる。

　馬車に戻もどり、揺ゆれを堪たん能のう。危うく眠ねむ気けが襲おそってくる、いや、寝てもいいのか。もう、ヒュージャックにいないんだし。

　王都へ向かう二度目の旅。あの時のクルッシュ魔ま法ほう学園からの道のりは辛つらかった。シャーロットは思いつめた顔を崩くずさなかったから。

　けれど、今は違う。

　馬車に揺られながら二人きり。沈ちん黙もくだって、何も苦しくない。

「スロウ様。随ずい分ぶん長かったですけど……マルコさんとは何を喋しやべってたんですか？　後、顔が赤いです」

「ナンデモない。ナンデモナイヨ」

「マルコさん、スロウ様に会えて嬉うれしそうでしたね。私もたまに遊んでもらったのを覚えてます」

「そうかあ？　あいつ、昔から熱血でうざかったけど」

「そんなこと言ったら可哀かわい想そうですよ。マルコさん、スロウ様が眠ねむってる間、ずっと傍にいたんですよ？」

　いやいや、ちょっとそれはかなり気持ち悪いよ。

　それがシャーロットだったら最高だったのに。

「……はあ。でも私、今でも信じられません。ヒュージャックで起きたことは夢だったんでしょうか。今でもあのブヒブヒが頭に残ってます」

「夢だったんだよ、シャーロット。俺達はあそこでオークやピクシーなんかに出会っていない」

　シャーロットは頷うなずいた。

　言えるわけもないだろう、モンスターと友好関係を築いていたなんて。どんな夢物語だよ。

「でも、スロウ様が捜さがしてた人には逃にげられちゃったんですよね。マルコさんに一度は捕つかまえたってこと言わないんですか」

「言わない。というより、言えないよ。何か色々聞いてきそうだし」

　シャーロットの言葉通り、ルーニーには逃げられた。

　オーク達は殺された仲間の敵！　といきり立っていたが、あいつを恐おそれて誰も近付けなかったのだ。せめてもの攻こう撃げきとばかりに遠くから水をかけたり、石を当てたりしていたけど、捕とらえられた後もルーニーは、俺だけを見ていた。観察していた。

　そして、シャーロットがホワイト城のモンスターと共にオークの村にやってきて、ゴタゴタの隙すきにあいつは逃げ出した。空からイーグルが追つい跡せきし、男が北方に向かっているとし、数日後。無事にヒュージャックから消えたらしい。

　いや、無事にという言い方は可笑しいか。でも、命からがらってわけでもないな。

「偶ぐう然ぜん奴やつと出会って、戦いになったけど、モンスター達がやってきて、それで戦いは中断。あいつはどこかへ姿を消し、俺達も命からがらヒュージャックから逃げ出した。筋書としては、こんなところか」

「うーん。でも、少し勿もつ体たいない気がします」

　シャーロットには言えないが元から俺はあいつを捕らえる気なんてなかった。

　やつが痛い目に遭あえば、それだけで戦争のきっかけは自然と消しよう滅めつする。

　てかもう、二度と関わり合いになりたくない。あの強さで三さん銃じゆう士しにかすりもしないとか、悲しくなる。

　そして、人間だとバレた俺達だけど、あの黒龍は寝起きにヒュージャックで暴れまわったらしく、あいつを倒たおした俺はやっぱり凄すごいと感謝されまくったのだ。

「……何で、にやにやしてるんですか」

「いやいや、にやにやなんかしてないって」

「してました、ほら今も！　この際だから言いますけど、スロウ様はエアリスさんにデレデレしすぎでした。確かに可愛かわいかったですけど、あれはないと思います」

「えっ……いや、そんなこと、ないと思うけどなあ。シャーロットの勘かん違ちがいじゃないかな」

「……あんなにデレデレしてた癖くせに──勘違いとか！」




　そして目的を遂とげた俺達は夜の間にオークの村を後にした。

　だけど別れ際、エアリスに抱だき着かれ、ありがとうとキスされたのだ。至福だった。今でも思い出すと、顔がにやける。

「俺がエアリスに優しく見えたのはきっと、ほら。あれだよ、本物のピクシー、初めて見たし！」

「……本物って！　私が偽にせ物ものだったって言いたいんですか！」

　え、噓うそだろ？　どうしてそこでご機き嫌げん斜ななめになる!?

　そりゃあ、優しくするよ。だって、本物のピクシーなんだよ!?

「じょ、冗じよう談だんだって！　それでシャーロット、故郷に帰省した感想は？」

　まっ、帰省したと言っても大半はオークの村にいた気がするけどさ。

　一目見ただけのホワイト城。

　だけどシャーロットはそれだけで十分だったようだ。







　でもエアリス、彼女には頭が上がらない。

　俺が人間であることも、悪魔がエアリスを一番の標的にしていることも、全すべてを受け入れ、暗黒の中、目的の場所にいてくれた。

　怖こわかっただろう、それでも俺を信じてくれた。

　だから、ルーニーを殺すことなく、奴やつの心を折ることが出来たんだ。

　それに、こうしてシャーロットと話せるようになったこともそうだ。

　また会おうって約束をした。

　けれど俺達は人間で、彼女はピクシー。実現するかも分からない未来の話。

「エアリスさん達。遠くないうちに、北に帰っちゃうって、言ってましたね」

「仕方がないよ。あんな目に遭ったんだから」

　彼らは北方に帰る決断をした。これからは少しずつ、モンスターを移動させていくらしい。ブヒータは嫌いやがってたけど、あいつの意向なんて反映されないからな。

　そして、いい感じに話題が途と切ぎれたから。




「シャーロット。改めてだけど、ごめん。俺はずっと、君を騙だましていたんだ」

　王都に辿たどり着ついたら、多分二人きりの時間はまた作れないだろう。

　だからってわけじゃないけど。

　改めて、謝らないといけないと思ったんだ。




「……私だって、ずっと秘密にしてました。スロウ様だけが、悪いわけじゃないです」

　秘密を隠かくし続けている、という負い目があった。

　決して明るみにならぬよう、蓋ふたをし続けていた。

「ここだけの話なんですけど、いいですか？」

「うん」

「故郷に帰って。結局、誰にも会えなくて。私の帰る場所って、もうこの世界のどこにもないんだなあって、実はこっそり悲しくなったりもしたんですけど」

「……シャーロット」

「ダリスに帰ってきて、これから何をしようって考えたら、とっても楽しくて。だってスロウ様、折角の長期休きゆう暇かじゃないですか。もう半分ぐらい終わっちゃいましたけど、一いつ緒しよにどこかに遊びに行ったりも出来ると思うんです。そしたら、気付いたんです。私の帰る場所って、こっちでした。いつの間にか、こっちになってました。だから、私、とっても幸せ者だと思うんです」

　ほんとはさ、あの真っ黒豚ぶた公こう爵しやくのように。

　やっぱり秘密を胸に秘めて生きていく可能性だって、充じゆう分ぶんにあると思っていたんだよ。

「それでですね……こんな私が今、いるのも全部、スロウ様のお陰かげですから」

　絶対嫌いやだけどさ、自分のことは、自分が一番知ってる。

　だって俺ってさ。何だかんだ言って勇気なし──。

「だから、あの時。私を助けてくれて、ありがとうございますっ」

　不意に。いや、不意にじゃないな。

　涙なみだが出そうになった。直ちよく撃げきだよ。馬車の外からマルコが俺達の様子を覗のぞき込もうとしていなければ、危なかった。あの野や郎ろう……。

　でも良かったな、真っ黒豚公爵。

　お前、報われたぞ。

「だから──これからも、よろしくお願いしますっ」

「う、うん……こちらこそ」

　俺はハキハキとしたシャーロットと違い、おどおどとしながら、頭を下げた。

「でもスロウ様。これからは期待してて下さいね」

「えっ、何が？」

「これから、たぶん、私の魔ま法ほう使つかいとしての才能が爆ばく発はつしますから」

「ば、爆発??」

「はい！　だって、私。王女様ですから。故郷に帰れたことで、強くなった気がします」

　シャーロットによると、故郷に戻った彼女は強くなったらしい。

　もう誰だれもいないことを改めて感じ、それでも悲しみを乗り越こえて、前を向いた私は強くなったと熱弁している。誰だよシャーロットがいっつもおとぼけで、高貴じゃないとか思ったやつは。滅め茶ちや苦く茶ちやかっこいいじゃないか……。

「私の才能、爆発しますように──ってあっー！　スロウ様約束！　約束覚えてますか？」

「今度は何の話？」

「私の杖つえ！　買ってくれるって話ですよ！」

「え？　あ、ああー……ん？　そうだっけ？」

「何ですかその気のない返事！　絶対、言いましたよね！　買ってくれるって！　私の才能に見合った最高級の杖、お願いします！」




　シャーロットの当面の目標は、今ある縁を大切に。

　そして優ゆう秀しゆうな魔法使いになって、公爵家デニングの皆みんなから一人前だと認められたいらしい。

　もしかしたらいつか、俺達は離はなれ離ばなれになる未来が来るのかもしれない。だけど、シャーロットが一人前の魔法使いを目指す限りは、共にいられる。

　俺達の関係はたぶん、変わるだろう。今までの主従関係から、また新しい形へと。

　少しホッとしたのは、ヒュージャックに戻ることでシャーロットが変わってしまうかもしれないと思っていたから。

「あのですね、スロウ様。変なこと言ってもいいですか？」

「変なこと？　最高級の杖が自分には相応ふさわしいとか？」

「……」

「じょ、冗談！　だから怖い顔はやめて！」

「……あのですね。私、森の中でアリシア様を見たような気がするんですけど」

「い、いや。シャーロットの勘違いじゃないかな……」




　さて。こうして、俺は未来を変えたのだ。

　戦争がなくなったから、今度はシューヤやアリシアがどういう風に生きるのか見てもいいかもな。アニメ展開が消えても、あいつらが恋こい人びと関係になるのか興味がある。それに才さい能のうの塊かたまりであるティナに魔法を教えたり、再建して豪ごう華かになった魔法学園で過ごしたりするのだ。公爵を目指す兄弟姉妹の血みどろ競争に参加するつもりもないし、クルッシュ魔法学園でのんびりとした学生生活を送るのだ。




　どこまでも広がる王都の城じよう壁へきが見えてくる。

　誰も知らないけど、俺は未来を変えたんだ。

　大手を振ふって、ダリスに帰ろう。指輪もあいつに返さないといけないしな。

「道を開けろ！　迷宮都市ゼネラウスで、大変なことが起きたぞ！」

　そう。

　シューヤとアリシアも今いま頃ごろ、迷宮都市ゼネラウスにいるんだろう。

　冒ぼう険けん者の街。アニメ中では、戦争によって滅ほろびる最初の都市。

　あそこで戦争開始の連れん絡らくを待つ三銃士は、闇の大精霊ナナトリージユから連絡を受けて北に帰っただろう。あいつは、話の分かる男だ。それにあいつはドストル帝国の人間でありながら、南方侵略を願っていなかった。

　戦争が起きてしまえば、奴らを相手にしないといけない。

　それだけは避さけたかった。




「迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターが──迷宮ダンジヨンを、封ふう鎖さしたぞ！」




　だから、噓だと言ってくれ。




　　　●




　迷宮都市ゼネラウスは荒あれていた。

　南方最大の冒ぼう険けん者ギルドが管理する二十四の迷宮ダンジヨン。

　荒れ果はてた荒こう野やにぽっかりと開いた穴は暗い地下に向け、緩ゆるやかな下降を描えがいている。

「迷宮ダンジヨンが封ふう鎖さって！　どういうことだ!!」

「つべこべ言うな！　ギルドマスターの命令は絶対だ！　さあ、退け！」

「これだけ大勢の冒険者が集まってるんだ！　説明もなしなんてふざけるなよ！」

　その中には、彼もいた。

　何とか迷宮都市ゼネラウスに辿り着いたダリスの少年。そして隣となりには友達である彼女の姿。

　ヒュージャックを横断出来た事実を少女、アリシアは奇き跡せきと称しようす。

　だけど、あれは何だったのだろう？　森の外れで待ち続けていると、気絶したシューヤを背負うオーク達が現れたのだ。オーク達はオークの魔法使いの命令だと言い、シューヤをその場に置いて再び森に消えてしまった。正直、理解に苦しんだが、迷宮ダンジヨンには迷った冒険者を助ける奇き特とくなモンスターが存在する。

　それだと思うことにした。それ以外には考えられなかった。

　しかし、今度は一体……どういうことだ？

「出てこい！　ギルド職員！　説明しろ！」

「俺達は今から潜もぐる予定だったんだぜ！　見ろよこんだけの装備を整えるのに幾らの金を注ぎ込んだと思ってんだ！」

　目を覚ましたシューヤは一人であの犯罪者を追いかけてからの記き憶おくを全て失っていた。途と方ほうに暮れるシューヤをアリシアは命があっただけ良かったと言い包くるめ、自由連れん邦ぽうに入国。その後は何とか迷宮都市ゼネラウスまで辿り着き、数日を身体の休養に費やした。気力が戻ったらしいシューヤに冒険者ギルドまで連れて来られ、そこでアリシアの身分がサーキスタの王族とバレたために一騒そう動どう。立場の高そうな男から冒険者登録なんて思い留まるようアリシアが説得を受ける途と中ちゆう、唐とう突とつに大勢の冒険者がギルドに雪崩なだれ込こむ。事態を理解するためにアリシアとシューヤの二人もタイミングを見計らって外へ出た。

「──」

　あれだけ説明を求めていた男達が、水に打たれたかのように静まり返っている。

　南方最大の冒険者ギルド、通つう称しようネメシスの最上階。

　バルコニーに現れた人ひと影かげに皆の視線が釘くぎ付づけとなり、アリシアも目を奪うばわれた。

　冒険者事情に疎うとい彼女さえも知っている、シューヤもファンと公言する若き冒険者。柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを持つその青年は皆の視線を集めたまま、左手人差し指に嵌はめられた指輪に口づけをする。

　そして次の瞬しゆん間かん。青年の雰囲気とは余りにも不釣つり合あいな巨大な戦斧バトルアツクスが出現。

　Ｓ級冒険者にのみ与あたえられる冒険者ギルドの神秘。

　担い手の特性に応じて変化する至高の武装を持つ彼こそ、迷宮都市ゼネラウスの絶対者。

　誰もが、畏い敬けいの念と共に彼の言葉を待ち続けた。

「皆。聞いてくれ」

　人を落ち着かせる不思議な声色。

　だけど、印象的なのは優しげな青年の顔半分を覆おおう、歪いびつな眼帯。

　あの下に呪のろわれた眼めがある、覚かく醒せいと同時に一つの村を焼き尽つくした悲ひ劇げきの青年。彼の逸いつ話わはアリシアさえも知っている。冒険者ギルドの若き改革者カリスマ。




「この迷宮都市は今──嘗てない困難に直面している」




　ドストル帝てい国こくに生まれた人類の超ちよう越えつ者を三さん銃じゆう士しと呼ぶならば。

　大陸に生まれるモンスターの発生装置、迷宮ダンジヨンに挑いどむ彼らは人類への奉仕者サーヴアント。

　自由連邦を支える迷宮都市ゼネラウスの最高権力者。

　大たい陸りくに散ちらばるＳ級冒険者の一人──紅蓮の瞳ウルトラレツドは口火を切って、語り始めた。




　ギルドマスターの言葉に彼らは青ざめる。

　恐おそれ戦おののき、逃にげ出す者もいた。シューヤとアリシアも立ちすくんだ。けれど、冒険者ギルドの若き英雄の口から零こぼれる言葉に、乗せられていく。若き英雄には天性のカリスマと呼ばれる資質が備わっていた。

　けれど、迷宮都市ゼネラウスでたった一人。彼だけは知っていた。

　既すでに迷宮都市ゼネラウスの敗北は確定し、後は散り方を選ぶのみ。

　紅蓮の瞳ウルトラレツドは自分の言葉が何を意味するのか、正確に理解している。

　後世に最悪のギルドマスターとして、名が残るだろう。

　それでも彼は未来のために、迷宮都市ゼネラウスにいる冒険者数千を死地へと誘いざなう。




「マルコ、頼みがある」




　舞ぶ台たいは、自由連邦が誇ほこる迷宮都市ゼネラウス。

　荒れ果てた荒野と管理された幾いく多たの迷宮ダンジヨンに囲まれた強者の町。商人の国を南方四大同盟の一角に押し上げた冒険者の都市が間もなく、奈な落らくの底そこへと堕おちてしまう。

『シューヤ・マリオネット』第一クール、最終話。

【敗北の迷宮都市ゼネラウス】で彼らはたった一人の男に敗北した。そこにはアニメ版主人公がいた。彼の師し匠しようとなるべき熟練の冒険者アークフレアが、彼の目指すべき優しき英雄ウルトラレツドが、さらに大勢の冒険者が、それだけでなく火の大精霊エルドレツドさえも彼の身体からだを操り、力を振るった。

　それでもドストル帝国が誇る三銃士の一人には、届かなった。




「王城でサボってるシルバを叩たたき起おこして──」




　その男は、永遠の悲ひ哀あいを貫つらぬいたスロウ・デニングに比ひ肩けんする。

　生しよう涯がい不敗を貫いた、アニメが誇る屈くつ指しの人気キャラクター。




「大至急──迷宮都市ゼネラウスに、来るよう伝えてくれ」




　半人半魔の亡霊と呼ばれる男ドライバツク・シユタイベルトには全く、届かなかったのだ。








あとがき









　冬の到とう来らい。

　前巻の後書きで夏の到来とか書いていたのが噓うそのような寒さ。

　さて、あれから自分の生活に多少の変化はあったでしょうか。

　……あんまりないですね。

　少しぐらい仕事が忙いそがしくなったことでしょうか。

　最近はもっぱら、平日に楽しみを見つけようと毎日を過ごしてます。

　例えば、テレビで一つ見つけました。

　テレビ＝映画視し聴ちようマシーン。

　が自分の認識だったんですが、少しずつ興味ある番組が増えて平日も見るように。

　特に最近、あれが面白い。

　テレ□のあれ、ナスＤ。

　ディレクターがアマゾンに行ってひたすらレポ。

　猿さる食ったり、ワニ食ったり。噓でしょ？　って思うぐらい黒くなったり。

　予想がつかなくて、予定調和感一切無し。

　めちゃくちゃ面白い。

　未来が分からない、だから楽しみに放送日を待ってます。

　予定調和、未来が分からないと言えば豚ぶた四巻もそんな感じでしょうか。

　豚の想定通りであれば、ヒュージャックで未来は彼の思おも惑わく通りに更こう新しんされ、戦争へと至るイベントは一つも発生しない。

　将来はアニメ展開に悩なやまされることもなく。

　・過去の仲間と交流するもよし

　・魔ま法ほう学園でリア充じゆう生活をエンジョイするもよし

　・栄光の未来を摑つかむもよし

　と、楽しい毎日が待っている筈はずでした。

　けれど、自分の行動で未来は思わぬ形に変わっていきます。

　本巻は今までと異なり、次巻に繫つながる回。

　悩んだ分、締しめ切きりを延ばしてもらったり、頭が下がりっぱなしです。

　関係者の皆みな様さまに感謝を。

　次巻は覚かく悟ごと責任、物語の一区切り。

　と、ここらで一つご報ほう告こくを。

　なんとコミカライズが決定しました！

　今冬には連れん載さい開始予定だそうです。

　掲けい載さい誌しは月刊コミックアライブやComicWalkerなどの各ウェブコミックサイト。

　作画はfujy様に担当して頂きます。

　一足先にイラスト等確認させて頂きましたが、豚さんにぴったりなコミカルなタッチでワクワクが止まりません！

　自分も原作担当として精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますのでお楽しみに。

　それでは、また！





合田拍子りずむ










合田拍子

●あいだりずむ



近所にカレー専門店が出来ました。美味しすぎて、夕食は最近そこばっかり。野菜不足が深刻です。


















カバー・口絵・本文イラスト／nauribon

デザイン／草野剛










豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい４








合あい田だ拍子りずむ
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